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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　この世界は優しくない。それを卓たく也やは子供の頃から知っていた。

　理由は分からずとも暴力があって、理由は分からずとも自分は痛め付けられた。

　理不尽な痛みに不当な傷。それが卓也に親から与えられた唯一のこと。

　父親が蒸発してからもそれは変わらず、母親は卓也に暴力を振るい続けた。

　みすぼらしい服装では同年代は寄り付かなかった。痛みや傷を避けるために家にいる時間も減らした。だけど、だからこそ強く抱く想おもいが卓也にはあった。

　誰も救ってくれないのなら、せめて誰かを守ることが出来る自分でいたい、と。

　誰かが傷付いたとしても、その人を癒やせる自分でいたい、と。

　特別な才能もなく、特別な実力もなく、特別な強い想いを持つこともない自分だけれど、それでも彼らは心から望んでくれた。

「卓也が一緒にいてくれるから、俺らは救われてんだよ」

　修しゆうが何気なく言ったことに卓也は目を見開く。

　驚いた様子の卓也に、優ゆう斗とは何を驚くとばかりに伝えた。

「僕も修も和泉いずみも、正直に言ってしまえば普通から掛け離れすぎてる。何かがあればすぐに踏み外して、どうしようもないところまで堕おちていくだろうね」

「優ゆう斗との言う通りだ。卓たく也やがいなければ、俺たちは絶対に間違っていくはずだ。そういった常識が俺たちには欠けていることは、自分たちが一番理解している」

　火を見るよりも明らかで、簡単に証明されてしまうことを和泉いずみも理解している。

　何な故ぜなら修しゆうも優斗も和泉も、どうしようもないほどに歪いびつだから。

「だから俺らが望んだり願ったりしてること、守ってくれねえか？」

　どれだけの才能があろうとも、それを修は自分で出来ない。

　誰かがしっかりと守ってくれないと、自分の望みが叶かなえられないと分かっている。

「卓也にしか出来ないことだから、悪いんだけど頼むね」

　それは優斗も同じこと。どれだけの力を持っていようと、その過程は誰よりも異質。

　力を得るために常識を捨て去った人間が、常識を守ることが出来るはずがない。

「俺はお前に全力で守ってもらうつもりだ」

　和泉も考えは同じ。何かに熱中してしまえば大切にしたいことすら放り出してしまうだろう自分は、必ず誰かに守って貰もらわないと後悔する。

　だからこそ三人は卓也に甘えて、お願いしてしまうのだ。

　四人の中で誰よりも『普通』に近い卓也だからこそ出来ることがあると知っているから。

　簡単に踏み外し、間違えそうになる自分たちのことを守って欲しいから。

「……全く。何を堂々とした調子で三人ともオレに言うんだよ」

　悪びれた様子が一切ない。修も優斗も和泉も三人は胸を張って、卓也にお願いして甘えると言ってのけた。それが出来るのはこの中で卓也しかいない、と言っている。

「まあ、でも、仕方ないよな。オレだって別に嫌なわけじゃないからさ」

　歪になってしまった仲間が抱く切なる願いを唯一、守ってあげられる。

　そしてそれは、卓也が強く抱いた想おもいを叶えることでもあり、

「分かったよ。お前らのことを全員守るって約束する」

　呆あきれるように、それでも嬉うれしそうに卓也は頷うなずきを返した。






第一話






「……ん、と。少し張った感じはしますけど、痛みはありません」

　病院の診察室で、優ゆう斗とは手のひらを何度か握り締めて肩を回す。

　皮膚が多少張っているが痛みはない。二週間前、パーティー会場で戦闘した際に負った傷は回復したと言っていいだろう。目の前に座っている医者も優斗の言葉に頷うなずきを返す。

「問題ないようですね。今後は気を付けて下さい」

「はい。ありがとうございました」

　優斗は治療費を払い、どこかに寄ることなくトラスティ邸へと帰る。広間に顔を出すとエリスとアリーが仲良く喋しやべっており、エリスは顔を出した優斗に気付き笑みを浮かべる。

「ユウト。もう怪け我がは大丈夫なのね？」

「ええ。傷はちゃんと治ったので、これで完全復活といったところです」

　問題ないとアピールすると、同じく広間で積み木遊びをしていたマリカが優斗を見る。

　つい最近まで優斗の右腕は三角巾で吊つるされていたのだが、今は違うことに気付いたのだろう。とはいえ抱っこ出来るのか出来ないのか、赤子にはまだ判断が出来ない。なので、

「おいで、マリカ」

　優斗が名前を呼んで手を広げると、愛まな娘むすめは状況を把握して嬉うれしそうに駆け寄ってきた。

「ぱ～ぱ！」

　飛び込んできたマリカを優斗はしっかりと抱き上げる。今までより重いと感じたのはマリカが少しばかり成長したことと、優斗の右腕の筋力が少し落ちたこともある。

「そういえばアリーが一人でここに来るのは珍しいね」

　娘の頭を撫なでながら、エリスと談笑していたアリーに声を掛ける優斗。

「先ほど公務が終わりまして、暇を持て余していたのです。なのでマリカちゃんの様子を窺うかがいに来た、というわけです。ついでにちょっとしたプレゼントも持ってきましたわ」

「なるほど。今日、フィオナとココは平民の子と遊んでるから暇ってわけだね」

「ええ。さすがにわたくしがいては緊張しそうなので遠慮しました」

　貴族はぎりぎり大丈夫だが、王族はさすがに緊張する……といった子も多いだろう。

「とはいえ彼女たちが楽しんでくれているのであれば、嬉しい限りですわ」

　九月に入り、新学期となったところでクラスの状況が大きく変わった。

　というのも貴族至上主義の筆頭であるラッセルと、その子分を装っていたダイクが先日のパーティーの件で捕まり、リライト魔法学院に来なくなったからだ。

　当然、他にもいた貴族至上主義の生徒はラッセルがいなくなったことで、矢面に立つことを恐れて口出しをするようなことがなくなった。

　結果、邪魔がなくなったことで生徒同士の会話が増えていき、今回のようにココたちが平民の子と遊ぶといったことが出来るようになった、というわけだ。

　優ゆう斗とはソファーに座りマリカを膝の上に乗せ、エリスがいれてくれた紅茶で喉を潤す。

「他の人たちは何をやってるんだっけ？」

「シュウ様はクリスさんと一緒にギルドの依頼をやってみると仰おつしやっていましたわ。それにタクヤさんとイズミさんはレイナさんが戦闘訓練しているみたいですわ」

　優斗と卓たく也やがこの間、ギルドで小遣い稼ぎしたことを聞いて面白そうだと思った修しゆうがクリスを引き連れてギルドへ行き、戦闘といった行為に不安そうにしている卓也に目め聡ざとく気付いたレイナが、丁度いいとばかりに和泉いずみも問答無用で参加させての戦闘訓練。

　何人か可哀かわい想そうなのがいるけれど、その中でも優斗が笑ってしまったのは和泉のこと。

「さすがレイナさん。タクヤはいいとしても、イズミの主導権を完全に握ったね」

「わたくしたちでは無理なだけに、凄すごさが際立ちますわ」

　強引というか問答無用というか、どちらにしろ凄いと感嘆してしまう。

　先輩というのもあるだろうし、彼女の気質としても面倒見が良いタイプなのだろう。

「そういえばアリー、さっきプレゼントを持ってきたって言ってたけど、マリカに何を持ってきてくれたの？」

　ついでと言ってはいたが、何であれ持ってきてくれたのは本当にありがたい。

　アリーは頷うなずくと、近くに置いてあった紙袋から何冊も本を取り出した。

「絵本ですわ。やはり幼い子供ですから、絵本とかが好きかと思いまして」

　テーブルの上に置くと、優斗はそのうちの一冊を手に取る。

「ああ、これって一〇〇〇年前に実在した『大魔法士』って人の絵本だよね？」

　見覚えがある表紙を目にして、優斗は目を丸くする。

「あら？　ユウトさんもご存じだったのですか？」

「この間、クリスと行った図書館で見たんだけど、何冊も出てるのは知らなかったよ」

　積まれている絵本は全て大魔法士が描かれた作品。

　幾つも絵本があるということは、武勇伝が幾つもあるのだろう。

「そもそも『大魔法士』って、どういうことをやった人なの？」

「どういうことを、ですか？　まあ、一○○○年の前のことですから眉唾の話も多いのですが、それでも絶対に揺るがない事実は二点あります」

　どうして未いまだに大魔法士が御お伽とぎ噺ばなしとして、話が紡がれているのか。

　それにはたった一人しか成し得なかった事実がある。

「精霊王パラケルススとの契約。そしてもう一つは独自詠唱の神話魔法を扱えること」

　以前、優斗が図書館でクリスから聞いていたのは、精霊王との契約だけだった。

　そして今回、アリーからもたらされた追加情報に優斗はなるほど、と相づちを打った。

「あまりにも圧倒的な力を持つが故に、『大魔法士』という名が持つ意は〝最強〟となっています。歴史上、一人しか存在出来なかった唯一無二の二つ名ですわ」

　大魔法士を名乗れた者は一○○○年前にいた人物以外、存在しない。

「他に誰もいないからこそ童話として受け継がれている。一○○○年の時を経ても、未いまだに『大魔法士』の御お伽とぎ噺ばなしが語られているのですわ」

　とはいえ、だ。実力的に大魔法士と近しい者が全くいない……というわけではない。

　現に今、アリーの前にいる少年は独自詠唱の神話魔法を扱える。

　精霊とて使し役えき出来るようになった。つまり現状、最も大魔法士に近いと言っていい。

　──まあ、ユウトさんならば可能性はあるかもしれませんわね。

　精霊王ともいつかは契約してしまうかも、と思えるほど並外れた少年なのだから。

　しかし優ゆう斗とはアリーの話を聞くと満足したようで、

「教えてくれてありがとう。マリカも後で読み聞かせてあげるね」

「あいっ！」

　どうやらマリカに読み聞かせるための知識として欲しかっただけらしい。

　自分が大魔法士と呼ばれるようになりたいだとか、そういったことは全く考えていない。

　それはそれで彼らしいと、アリーは内心で小さく笑う。

「とはいえ、あれだね。他の人たちが遊んでるんだから、僕たちも遊びに行く？」

　と、不意に優斗が話を変えた。仲間はそれぞれ遊んで……遊んでいるのかしごかれているのか分からないのが二名ほどいるが、それでも楽しく過ごしているだろう。

　だから自分たちもどこかに行くのは選択肢として有りだ。

「よろしいのですか？　わたくしとしては誘っていただけることは嬉うれしい限りなのですが、ユウトさんは怪け我がも癒えたばかりでご迷惑では？」

「いやいや、マリカと一緒にお出掛けしたいっていうのもあるんだよ」

　右手は使えなかったので、抱っこもお風呂に入れることも無理だった。

　なので無事に復活した暁には、愛まな娘むすめをしっかり構ってあげたいと思っていた。

「それに暇人同士、遊びに行ったって誰も文句は言わないよ」

　茶目っ気を出した優斗の言い方に、アリーも表情を崩す。

「そうですわね。お言葉に甘えて、わたくしたちも遊びに行くとしましょうか」





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　フィオナとココはクラスメートの女の子と別れると、満足そうな表情を浮かべた。

「やりましたね、フィオ。わたしたち、普通に遊べちゃいました！」

「そうですね。まだ多少の遠慮はありましたが、それでも遊んだと言えると思います」

　初めて平民の女の子と友達のように遊べた。得がたい経験だとフィオナも感じる。

「このまま頑張れば、クラスの人たち全員と遊べるようになるかもしれないです！」

　今後の状況次第ではあるが、ラッセルがいなくなった以上は夢物語ではない。

　友達が全くいなかった今までと比べれば、前向きに考えられるだけ良いと言える。

「フィオも頑張って喋しやべろうとしてたので、本当に偉いです！」

　未いまだ仲間内ぐらいとしか上う手まく喋れないフィオナだが、今日は頑張っていた。

　どうにか話題を見つけようとして、相手の言葉にもしっかりと頷うなずきを返していた。

「優ゆう斗とさんの妻として、そしてまーちゃんの母親として頑張らなければと思ったんです」

　自分が駄目だということは、優斗と娘の評価が下がることにも繫つながりかねない。それがフィオナは嫌だったので、ココに誘われた時から前向きに頑張ると決めていたのだ。

「まだ私は話すことに慣れていない部分もありますが、それでも聞いてくれた彼女には感謝の言葉しかありません」

　また今日、一緒に遊んだクラスメートも良い人で助かった。

　フィオナの会話が少し変だということを知って、気遣ってくれていた。

「機会があったら、また一緒に遊びましょう。次はアリーも一緒に！」

　ココが元気よく声を発すると、フィオナも嬉うれしそうに頷きを返した。

　王族は難しいかもしれないが、それでもアリーの性格を知っていけば大丈夫だろう。

　二人して今後のことを考えて、前向きな気持ちになった……その時だ。

　見知った三人がいつも通っているカフェでテーブルに座っていた。

「あれ？　タクにレイナさん、それにズミさんじゃないです？」

　ココが疑問のような言い方になってしまったのは、卓たく也やと和泉いずみの服装が普段と違って随ずい分ぶんとボロボロであり、二人がぐったりした様子でテーブルに突っ伏しているからだ。

「ん？　ああ、ココとフィオナではないか」

　レイナが反応を見せると、突っ伏しているうちの一人──卓也が顔を頑張って上げた。

「……おおっ、ココ。今日は楽しかったか？」

「えっ？　その、はい。わたしたちは楽しめましたけど、タクは一体どうしたらそこまでボロボロになったんです？　戦闘訓練をしてたんです……よね？」

　卓也に戦うことを慣れさせるため……にしては随分と酷ひどい有様だ。もしかしたら魔物と戦ったかもしれないとココは考えたが、卓也は首を振って渇いた笑い声を発した。

「……レイナが大笑いしながら攻撃してくるのは、ちょっとしたホラーだった」

　答えにはなっていないが、これ以上ないほどに明確な返答。

「……レイナさん。タクとズミさんに何をしたんです？」

　ココは半目になりながらレイナに視線を送ると、彼女は何な故ぜか目を輝かせて、

「いや、それがだな。タクヤは凄すごいのだぞ！　この私がどれほどの魔法を使おうとも、的確に避よけたり、防いだりしてくる！　こんなにも防御に長たけた人物を私は他に知らない！」

　大はしゃぎしながら先ほどやっていたことを披露する。

「先読みの能力が凄すごいのだろう！　タクヤたちがいた世界に魔法は存在しないらしいが、タクヤは魔法を発動させる前触れを的確に捉えて防いでしまう！　しかも私の剣技すら防いでくるのだ！　最終的には八割ほどの力で剣を振るってしまった！」

　凡人だとは聞いていたが、それは間違いだ。トータルで考えれば卓たく也やの実力は高いと言い切れるものではないが、それでも防御に関して言えば一級品だと思える。

　性格的に防御関係が向いているらしいが、なるほど納得がいった。

「それで、ズミさんもボロボロにしたのはどうしてです？」

　卓也の家庭教師であるココとしては、レイナのテンションが上がってしまったことについて一応ではあるが、理解が出来る範はん疇ちゆうにある。

　しかし和泉いずみもボロボロにしたということは、彼女なりに面白い出来事があったはずだ。

　一体、それは何だろうかと問い掛けるとレイナは卓也の時と同様に目を輝かせたまま、

「あの拳銃という武器とイズミの小こ賢ざかしさが組み合わさると、どうにも戦い難にくいのだ！　　近付かなければ勝てないが、近付かせないという強い意思で地面に空中に銃弾を撃ち込み、私の動きを予測しながら魔法を銃弾から解放してきた！　さらには私を直接狙ったと見せかけて、仕掛けた罠わなのところへ誘導するなどありとあらゆる妨害をされたのだから、どうにも興が乗るというものだ！」












　とても満足しているといった様子でレイナが語る。

　一方で和泉いずみはレイナの賞賛に対して何も反応を示さなかった。

「イズミさん、体調はどうですか？」

　フィオナが今の話を聞いて和泉の心配をすると、彼はぐったりしたまま返事をした。

「……あの女、俺と卓たく也やを戦闘に慣れさせたいと言っていたが、後半はあいつが一番楽しんで一番暴れていた。魔物以上に厄やつ介かいだ、ああいう奴やつは」

　手を抜くことは許されず、まだ隠し球があるだろうと言わんばかりに剣を振り回す。

　加減はされているが、剣けん閃せんや魔法が服を掠かすめるのは生きた心地が全くしなかった。

「だが、私のおかげでお前たちも戦うことに対する恐怖はなくなっただろう？」

「……お前以上に怖い魔物と出会えるか甚はなはだ疑問になった、という点から考えれば恐怖はなくなったかもしれないがな」

　笑いながら剣を振り回す女と出会ってしまえば、魔物は彼女と違って真剣に戦ってくれる。得体の知れない恐怖と死に直結する恐怖では、まだ後者がマシだろう。

　と、そこで和泉は普段、彼女と一緒にいる人物がいないことに気付いた。

「そういえば優ゆう斗とは今日で通院も終わりだったか？」

「ええ。何も問題なければ今日で完治すると伺っています。今頃はきっと、まーちゃんと一緒にお出掛けしているのではないでしょうか」





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　優斗とアリーは商店街を練り歩いた後、展望台の近くにある小物専門の雑貨屋に入る。

　ガラス製品からネックレス、ブレスレットまでリーズナブルなアクセサリーが揃そろっており、しばらく二人で物色していると店員が話しかけてくる。

「彼女へのプレゼントをお探しでしょうか？」

　店内には優斗たちしかいない。ということは二人に向けられたものだろう。

　マリカを抱いて仲良くしているのも、余計に勘違いを助長させたのかもしれない。

「あら、わたくしたちが恋人に見えます？」

　アリーが調子に乗って優斗の空いている左腕にそっと右腕を絡ませようとする。

　長年の社交経験からか、流れるような動きだった。

「おいこら、アリー」

　けれど優斗がペシっとチョップをかます。

「〝これ〟は従妹いとこなんで。妻へ送るプレゼントを一緒に見繕ってもらっているんです」

　さすがに王族がここにいるはずないだろうと思っているのか、アリーが王女だと気付いてはいない様子の店員。とはいえ従妹だと言っても髪の色やら何やら全部似ている点はないのだが、優ゆう斗との言い訳に普通に納得していた。

「では、何かありましたらお声掛け下さい」

　一礼して店員が去っていく。するとアリーが、

「わたくしを〝これ〟呼ばわりするなんて、酷ひどいですわユウトさん」

　軽く額を擦さすりながら、悪戯いたずらが成功して満足げな表情を浮かべる。

「悪ノリしてるんだから、別に〝これ〟呼ばわりで十分でしょ」

「けれどよくもまあ、さらっと噓うそがつけますわね」

　自分のことを従妹いとこだと言い出すとは思っていなかったので、少し驚いてしまった。

「そういうことが出来る性格だから仕方ない。とはいえアリーも出会った頃は清純っぽかったのに、どうして悪戯するようになってしまったんだろうね？」

　優斗も意味ありげなことを告げる。二人は顔を見合わせると笑った。

「僕たちが原因だっていうのは間違いなさそうだ」

「そうですわ。わたくしとて、出会った頃は間違いなく清純でしたから」

　くつくつと笑い合うと、アリーはふっと店内に視線を送った。

「結局のところ奥様に何か買ってあげるのですか。わたくしの従兄様？」

　また悪戯めいた表情で訊きいてくるアリーに、優斗も同じような表情で乗った。

「そうだね、何か買うことにするよ。従妹様が見繕ってくれるそうだし」




　そしてフィオナにあげるプレゼントを見繕った後、二人は店の外に出た。

　ついでだからと展望台から見える商店街の町並みに目を向ける。優斗の感覚としては中世の古い町並みだと思ったが、だからこそ建物の美しさに目を奪われた。

　抱っこしているマリカも、夕焼けで色鮮やかな風景に楽しそうな表情を浮かべる。

「凄すごく綺き麗れいな町並みだね、マリカ」

「あいっ！」

　確かに展望台となっているだけはある。

　この風景をマリカに見せることができて良かった、と優斗は喜びを嚙かみ締める。

「アリーも今日は付き合ってくれてありがとね。おかげでマリカも嬉うれしそうだった」

「いえいえ。わたくしも楽しかったのでお互い様ですわ」

　アリーとしても優斗は怪け我がが治ったばかりなのに、一緒に遊んでくれてありがたかった。

　そうしてアリーは町並みを見ながら、少しだけ目を細める。

「ここから見える風景は、リライトが素晴らしいことの証明だとわたくしは思います」

　綺麗な建物が幾つも並んでいて、人の動きさえも美しく感じる。

　そしてそれは、この国がちゃんとしているからこそ映えているのだ、と。

「マリカちゃんの感受性を豊かにする一助には、なったのではないでしょうか」

　この国の王女としてアリーはそう思っている。

　──だけどふと、考えてしまうのですわ。自分はどうなのだろうか、と。

　ここから町並みを見たことは何度かある。

　そしてずっとずっと、同じような感想を抱いている。昔も今も、変わらずに。

　──多少の変化はあるかとも思ったのですが。

　彼らと出会った。仲間と呼べる大切な人たちと出会えた。

　自分は少し前と比べて変わった、と。さっき優ゆう斗とに言われてしみじみと実感している。

　けれど変わった部分があるとしても、変わっていない部分もある。

　──どうやら駄目、みたいですわね。

　小さいながらも、残念そうにアリーは息を漏らした。

　ここに立ち寄ったのは偶然で、この風景を見るのも久しぶりだ。

　彼らと出会ってから少しは変わったと思っているけれど、それでもこの風景を見て感じるものは昔と何ら変わりない。素晴らしいと思う。それだけ。

　きっと致し方ないことなのだろうとアリーは自分で納得する。

「何で急に重い雰囲気になってるの？　前振りぐらいはしてくれないと困るんだけど」

　と、その時だった。表情を変化させていないというのに、優斗が察して声を掛けた。

　そのことにアリーは少しだけ驚いて、だけど優斗のことを知っているからこそ気付かれても仕方ないと笑ってしまう。これはきっと、他の人の前では晒さらせない自分だから。

「おそらくユウトさんなら……理解と納得をしていただけると思いますわ」

　今、アリーの周りにいるのは良い人ばかりだ。修しゆうは言わずもがな、卓たく也やも和泉いずみもフィオナもココもクリスもレイナも。皆、もったいないと思うほどの仲間たち。

　だけどその中で一人だけ、彼らとは違うところを持っている友人がいる。

　それはまるで……自分と同じ欠けているものがあるかのように。

　この間のパーティーで、アリーはそのことを実感していた。

「わたくしは欠陥を持っています。それも王族としては致命的であるものを」

「……うーん。致命的な欠陥っていうのは穏やかな話じゃないね。どういうこと？」

　マリカをあやしながら、穏やかな雰囲気のまま優斗は聞き返す。

　アリーは彼の心遣いに感謝しながら、自身の問題を口にした。

「わたくしは人の命が数字に見えてしまいます。そうであってはならないと知っているけれど、それでもわたくしはその感覚が消えないのですわ」

　風景を見ながらアリーが語る。淡々と声にされた問題に優斗は少し考え、

「数字の先に本来、あるものを感じられない。見ている風景の先に実際あるものを感じ取れない。君が言っていることは、そういう意味で合ってる？」

「はい。その通りですわ、ユウトさん」

　やっぱり、とアリーは思った。彼だけは自身の欠陥を理解も納得もしてくれる。

　それを少し語っただけで、すぐにアリーは把握した。

「この素晴らしい風景を、わたくしは美しい風景としか感じ取れないのです」

　本来は、その先にある人間の暮らしも感じられるからこそ美しい。

　本当ならば、我が国の民の日々に触れられるからこそ素晴らしい。

　だけどアリーが感じ取れているのは、目に映る風景のみ。

　それが欠陥だと話す彼女に、優ゆう斗とはふとパーティーの時のアリーを思い出す。

「なるほど。修しゆうが言ってた『似てる』っていうのは、そういうことか」

　宮みや川がわ優斗とアリシア＝フォン＝リライトは似ている。

　パーティーで起こった事件の後、そう言ったのは至上の天才である内うち田だ修だ。彼の感覚を疑わない優斗は、修が言うのであればどこか似ているのだろうとは思っていた。

　けれど今、彼女の言葉を聞いて優斗ははっきり理解したことがある。

　──アリーとは世界の捉え方と見え方、そして厄やつ介かいなことに性格が似ているんだ。

　優斗にとって身近な人間以外、他人は石ころとしか見えていない。目の前で殺されようがどうされようが、それが他人である限り影響を及ぼすことがない。

　つまるところ彼女が言っている『数字にしか見えない』というのは、数字の先にある命を感じ取ることが出来ず、本当に数字でしか見えてないこと。

　確かに王族としては欠陥と言ってもいいだろう。答えが一つの場合ならば、だが。

「あのさ、アリー。それは本当に欠陥なのかな？」

　優斗はそう言って、何か話し方がしっくりこないと思った。

「いや、少し口調を変えて話そうかな。そのほうが君に響くはずだから」

　マリカを抱っこしながら、それでも優斗の雰囲気が変わる。

　柔らかく優しい雰囲気ではなく、酷ひどく怖いと単純に思えるほどの存在感。

　アリーが知っている自身の同類がそのまま、彼女の前に現れた。

「他国と戦争をしていないのならば、確かに君が持つ感覚はおかしいと言ってもいい」

　口調を変えた優斗は自分の考えをアリーに伝える。

　武力を以もつて覇を唱えるとするとしたら、そういった人間が王族であっていいだろう。

　しかし彼女たちは違う。リライトは平和な日々を望み、平和な世界を望んでいる。

「とはいえそれを欠陥と呼ぶのなら、別の世界から来た僕は別の言葉を贈ろう」

　セリアールに住まう王族としては、異い端たんのような感覚だ。

　しかし優斗にしてみれば何ら気にすることはない。

「何が悪いのか、君と同じ人種として理解が出来ない」

　何な故ぜなら彼女の欠陥は、欠陥として働いていない。

　問題となっていないのであれば、それを気にする必要は一切ない。

「もし君が数字と言い放った民を、本当にただの数字として切って捨ててしまえば王族として欠陥を抱えていることになる。だけど君は違うはずだ」

　彼女の言っている数字とは民の命だけでなく、幸福度であり、満足度のことも含まれるだろう。つまり彼女が見み据すえている数字をどのようにしたいのかが重要なのだが、

「アリーは数字を向上させる意思がある。たとえ命として捉えていなくても、より良き生活を与えようとしているのなら王族としては間違っていない」

　個人の感覚などどうでもいいと言わんばかりの優ゆう斗とに、アリーは目を瞬かせる。

「アリシア＝フォン＝リライト。もし民が君を否定しようとも、僕だけは君を肯定しよう」

　その間違いに救われる人間がいることもまた、忘れてはいけないことだ。

　数字より先に命を見れば、小事に心を動かされて多くの人間を不幸にする場合がある。

　陳情を全て受け入れてしまえば、それは国が破綻すると同義。

「君の感覚が悪だと断ずるのなら、必要悪になればいい。ただそれだけのことだろう？」

　だから気にすることではないし、そもそもこれ以上の否定を彼女にはさせない。

「何よりお前が徹底的に自身を否定するなら、お前の卑ひ下げを上回る勢いで肯定してやる」

　そこで優斗はふっ、と笑みを零こぼした。

「お前自身のことであっても、僕の仲間を悪く言えると思うなよ？」

　最後に告げた言葉にアリーは再び目を瞬かせると、小さく吹き出した。

「そうですわね。わたくしの欠陥を理解できる〝従兄様〟に、こうも言われてしまえば納得して頷うなずくしかありませんわね」

　他の誰でもない優斗に言われたからこそ、説得させられてしまう。

「はい、これで終了。素面しらふでこの口調って結構恥ずかしいんだからね」

　そう言って優斗は一つ、大きな溜ため息を吐ついた。

　マリカは父親が頑張ったことに気付いて、優斗の頭をポンポンと触る。

「というかアリー、さっきの従兄様って冗談をまた言う？」

「だってわたくしとユウトさんは従兄妹いとこなのでしょう？」

　くすくすと笑うアリーに優斗はもう一度、大きな溜め息を吐いた。

「全く、余計な言い訳したかもしれない」

　とはいえアリーが楽しそうなら構わないかとも思う。優斗が再び展望台からの風景に視線を向けると、いつも通っているカフェに見知った顔が並んでいることに気付いた。

「ほら、マリカ。ママたちがあそこにいるよ」

「まんま？」

「そうだよ。いつも一緒に行ってるお店にいるんだけど、マリカは気付いたかな？」

　マリカがじ～っと優斗の指差している方向を見ると、どうやら見つけたようで、

「まんまっ！」

「うん、よく見つけられたね。さすがはマリカだ」

　優ゆう斗とがマリカの頭を撫なでる。アリーも二人のやり取りを微笑ほほえましく見ながら、

「確かにフィオナさんたちですわ。それに、向こうもこちらのことを気付いて──」

　と、優斗に話し掛けてフィオナたちへ手を振った瞬間だった。

　とんでもない視線が二人を貫く。それは二人が同時に冷や汗をかいてしまうほどで、

「……ねえ、アリー。今、凄すごい視線を向けられなかった？」

「……奇遇ですわ、ユウトさん。わたくしも寒気がしまして……」

　二人は顔を見合わせる。だが、それすらもやってはいけないような気がした。

　今、二人が恐れおののいた相手はたった一人。

「フィオナがとてつもない思い違いをしてそう」

　そう。彼女が二人の姿に気付いた瞬間、一瞬にして気配が変わった。

「もしやとは思いますが、勘違いされてしまいましたか？」

「……さすがにないと思いたいんだけど、気のせいで済みそうにない」

　そもそも言ってしまえば、優斗もアリーも卓たく也やとココのように口を出す必要がないほど恋愛相手としてあり得ないと思っている。なのに勘違いされるのは面倒でしかない。

「まあ、旦那様が言い訳をちゃんとして下さいな」

　アリーは先手を取ったとばかりに、軽い調子で優斗へ責任を押し付ける。

「はっ!?　面倒事を僕にぶん投げるつもり!?」

「何を仰おつしやるのやら。奥様の機嫌を取るのは昔から、旦那様の役目でしょう？」

「いやいやいや、アリーの親友が君に対して嫌疑を向けてるんだよね？　親友に疑われてるんだから釈明ぐらいしたらいいでしょ？」

「わたくしよりは旦那様の言い訳のほうが手っ取り早いかと」

「僕よりも親友の釈明のほうが手っ取り早い。君には好きな人もいることだし」

　優斗が一切退ひかずに反論を口にすると、アリーも慌てて言い返す。

「そ、その話題をいきなり持ち出しますか!?」

「ここで持ち出さないで、いつ持ち出すのか教えて欲しいものだね」

「少なくとも今ではないと思います！　旦那様が心配させているのですから、わたくしが釈明することなど一切ありませんわ！　疑われるユウトさんが悪いのでしょう!?」

「お互い様だよ。確かに僕は夫として頼りないけど、アリーも修しゆうのことをはっきりさせてたら、僕が一緒にいたところでフィオナが疑うことはないんじゃないの？」

　ああ言えばこう言う。まさしく互いが似ているからこそ決着が付かない。そして言い合いはいつまでも続き、優斗とアリーにしては珍しく失態へと繫つながったのだった。





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　卓たく也やと和泉いずみの体力が少しばかり戻ったところで、五人は会話に花を咲かせていた。

「そういえばユウって他の子から告白とかされないんです？」

「……おい、ココ。フィオナの機嫌が悪くなりそうな話題をチョイスしないでくれるか？」

　話題など色々あって尽きないが、それでも何な故ぜそれを選んだのかと卓也は言いたくなる。

　確かに現時点で優ゆう斗ととフィオナが婚約者兼夫婦を演じていることを知っている生徒は、そう多くいない。つまり告白される可能性が全くないわけではないが、

「まあ、でも、あれだ。優斗は上う手まく立ち回ってるからな。そういうのはないだろ」

　仲間以外には、基本的に関わりすぎないようにしている。

　仮に上手く立ち回っていなくても、告白されるかどうかは全くの別問題だが。

「でもでも、ちゃんと考えたらユウってスペック高いです」

　しみじみとした調子でココが優斗の情報を列れつ挙きよしてみる。

「異世界の客人であり立場としては公爵以上。まあ、現時点では秘ひ匿とくされているので子爵家ですけど、それに加えて独自詠唱の神話魔法を使えて、大精霊も召喚出来ます。さらに龍りゆう神じんの父親で柔和で温和で誰に対しても礼儀正しいです」

　ふと全員が無言になった後、レイナが改めて感想を述べる。

「……並べてみると、何一つ冗談にならない能力の持ち主なのだな」

「世界規模で考えても、あれほどのスペックを持った奴やつはいないはずだ」

　レイナの感想に和泉が淡々と頷うなずく。

　大半のことが隠されているとはいえ、知られたら大変なことになるのは間違いない。

「特にオリジナルの詠唱で神話魔法を使えるなんて御お伽とぎ噺ばなしレベルの存在です。国内どころか国外からの有名貴族、もしくは王族から縁談が来てもおかしくないです」

　ココが話しているうちにフィオナの表情が段々と落ち込んでいってしまったので、当然のことフォローは忘れない。

「もちろんフィオがいなければ、の話ですけど」

　仮の関係ではあるのだが、当の本人たちが仮だと思っていないので問題ない。

　というかココたちでさえ、ふとした拍子に仮だと思い出すくらいだ。

「まあ、優斗にとっては嫁と娘がいるのに縁談だの何だのは邪魔なだけだ」

　と、和泉が言いながら悪わる巧だくみを思い付く。

「それに国外から接触してくるのなら、上手く話がつきそうな奴を選ぶべきだろう」

「えっ、えっ？　たとえば誰です？」

　ココが興味深そうに聞き返すと、和泉は親友を指差す。

「卓也だ。というより卓也以外に考えられん、といったほうが正しいか」

「オレなのか？　なんかお前の評価にビックリしてるんだけど」

　驚きの表情を浮かべている卓たく也やに和泉いずみは大きく頷うなずいた。

「修しゆうはリライトの勇者様であることから、国外に婿入りする縁談は論外だ。俺も当然、自分で論外だと判断出来てしまう。残る人物を考えたら卓也しか残っていない」

　少なくとも異世界組で考えたら卓也がベストだ。

「え～っ？　タクがちゃんと務まるとは妹として思えないです」

　ココが辛しん辣らつに、まるで事実かのように言う。

　けれど珍しいことに、和泉が笑いながら首を振って否定した。

「ココは妹的判断が辛辣すぎる。もう少し兄の評価を上げてやれ」

　中々に手厳しい評価をしているが、卓也とココの関係性故だろう。

「ふむ。実力的なところを言うのであれば、タクヤは攻撃手段に乏しいところはあるが、防御魔法や治療魔法などはユウトよりも上なのだろう？」

　実際、レイナとて卓也のことは実力的にも高く評価していた。

　何でもありの論外勇者を置いておけば、優ゆう斗とより凄すごい部分があるのは驚きに値する。

　フィオナも彼から教えを請うているものがあるので納得して頷いた。

「それにタクヤさんは料理を作るのも上手ですし、私みたいな世間知らずにも辛抱強く付き合ってくれますので、面倒見が良いと思います」

　料理は丁寧に教えてくれるし、優斗の好みも惜しまず教えてくれる。

　本当に優しい人なのだということは、ちょっと鈍い彼女にも分かる。

　しかし今の評価の流れをふまえると、高評価なのは間違いないのだが、

「それは……他国の貴族とか王族にウケがいいんです？」

　ココのツッコミに皆から笑い声が漏れる。

「まあ、卓也の一番良いところは一生懸命なところだ。その良さを分からない奴やつに、俺たちのおかんを渡すわけにはいかない」

　和泉の言葉にココが納得の表情を浮かべる。

「何か最終的にお母さん扱いなのがタクっぽいです」

　それにココとしても変な女性に兄を渡すわけにはいかない。妹としてちゃんとチェックしなければ……と思っていると、不意にフィオナが振り向いた。

「フィオ、どうしたんです？」

「いえ、まーちゃんに呼ばれたような気がしたんですが……」

　気のせいだろうか、とフィオナが思ったところで展望台に人影が見えた。

　遠目ではあるが夫と愛まな娘むすめを間違えるわけがない。そしてすぐ隣に立っている親友のことも……見間違えることはない。おそらく偶然会ったか、暇人同士で遊びに出たのだろう。

　友人同士であり仲間でもある二人なのだから、何一つ問題はない。そう思っているのに胸の裡うちがモヤっとし、気付けば立ち上がって展望台に足を向けていた。

　突然のフィオナの行動にレイナが声を掛ける。

「フィオナ。いきなりどうしたのだ？」

「展望台に優ゆう斗とさんとまーちゃん、アリーさんがいるので行ってきます！」

　珍しく強い口調で言いながら、フィオナが歩き始めた。段々と歩調は早くなり、最終的には走るように皆の前から消えるフィオナ。レイナは彼女の姿に首を捻ひねり、

「ユウトとフィオナは上う手まくやっているのか？　少し心配になったのだが」

「大丈夫、大丈夫。ちゃんと上手くやってるよ」

　その疑問に卓たく也やが答える。あの二人の関係に問題が起こるはずがない。

「そうです。ユウはいいとしても、フィオはユウじゃないと駄目ですし」

「……ん？　どっちかと言うと優斗のほうじゃないか？」

　ココの感想に卓也が異を唱えた。卓也としては逆の感想を持っているからだ。

「どういうことです？　だってフィオのほうがユウのこと必要だと思いますけど」

　ココから見ていると明らかにフィオナは優斗じゃないと駄目に感じる。

　逆に優斗はフィオナじゃなくても問題はなさそうに思えていた。

「いやあ、それがそうでもないんだよ。優斗が今まであんなに女の子を近付けるのって、今まで全くと言っていいほどなかったんだから」

　卓也たちが知り合ってからというもの、一度も優斗の『テリトリー』と呼べる場所に入った女の子はいない。

「あいつは女の子に対しては一種の壁みたいなのを作る。良い人止まりでいるように」

　自分も他人も恋愛感情を抱かないようにさせている。

「前に優斗の話はしたけど、あいつの両親は酷ひどかった。詳しく聞くだけでもシャレになってない。だからだろうけど、優斗は常々〝愛情のある家庭〟を作るって言ってた」

　絶対に親のようにはならない、と。心の底から決めていた。

「だから……だろうな。あいつは絶対的な純愛主義者なんだよ。初恋を実らせて結婚する、なんてことを本気で実行しようとしてる」

　であるからこその壁。病的なまでの想おもいを成し遂げようとする鉄壁……だった。

「けど、あいつが張った壁をフィオナは簡単に突破したんだよ」

　自分たちもけしかけたとはいえ、あれほど簡単に突き破るとは思っていなかった。

「一緒にいることも多かったし、フィオナが純粋だからっていうのもある。容姿だって優斗の好みにストライクだけど、それでも素直に賞賛出来るよ」

　逆に言えば、フィオナじゃないと壁を突破出来ないのかもしれない。

　そして最後は和泉いずみが締めるように話し始めた。

「要するにフィオナも優斗も互いでなければ駄目なんだろう」

　決して一方通行ではないし、一方通行では不可能な関係性。

　四人はそんな運命の出会いとも言うべき二人のことを頭に浮かべ、

「そもそも、だ。あれで付き合っていないのは、俺の理解の範はん疇ちゆうを超えている」

「何だかもう、早くくっ付けって思うのはオレだけじゃないはず」

「納得だ。私とて状況は理解しているが、仮の必要があるのか疑問になっている」

「同意です。フィオなんて妻を気取ってるんじゃなくて、普通に妻ですって言いますし」

　和泉いずみ、卓たく也や、レイナ、ココの順に述べた後、四人は展望台に目を向ける。

「で、あそこの二人は何を言い争ってると思う？　オレは責任の押し付け合いに一票」

「卓也と同じくどっちが言い訳するかを押し付け合っている、に俺も一票だ」

「わたしもタクとズミさんと同意見です」

「アリーとユウトにしては珍しく失態をしているな、とは思う」
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　同程度の思考能力を持つ二人の言い合いは長引くものだが、長引いて得することはほとんどない。むしろ悪化することが多いだろう。だから足音に気付いた時には遅かった。

「……お二人とも。随ずい分ぶんと仲良くしてらっしゃるのですね」

　フィオナが展望台に到着し、むっとした表情で二人のことを見ている。

　瞬間、二人の言い合いは止まり、マリカがママを見つけたはしゃぎ声だけが響いた。

「あい、まんまっ！」

　フィオナは愛まな娘むすめに笑みを向けると、再びむっとした表情で優ゆう斗とを見る。

「そ、その、お友達同士で出掛けるのは良いと思うのですが、やはりまーちゃんと一緒に出掛けるとなると、妻である私が一緒の方が良いと思うんです！」

　優斗を真まっ直すぐに見ながらフィオナが言い放った。どうやら言い訳するのは旦那になりそうで、アリーはほっと一息吐くと同時に学生っぽいイベントではないかと気付いた。

　小説などでよくある、全く無関係の人に嫉しつ妬とするシーンが目の前で繰り広げられている。

　つまり甘酸っぱい物語のようなやり取りを、目の前で堪能できる。

　これは有りだ。むず痒がゆくなりそうなシーンは乙女として、やはり見たいと思う。

　一方で優斗はアリーの気配が変わったことに気付き、内心で毒づいていた。

　──アリーの奴やつ、完全に傍ぼう観かん者になろうとしてるし！

　何が腹立つかと言えば、アリーが何を考えているのか分かるから腹が立つ。

　学生っぽいイベントなのではないかと、どうせ思っているのだろう。

　──まあ、いいか。それよりもフィオナに機嫌を直して貰もらわないと。

　目もつ下か、優斗にとってはそれが一番重要なことだ。

　どうしたものかと考えて、ふとポケットにある物が入っていることを思い出す。












「フィオナ。ちょっとだけ手を借りるね」

　優ゆう斗とはマリカを一度降ろすと、彼女の右手を取ってポケットから取り出したアクセサリーを手のひらの上に乗せた。

「はい、プレゼント」

「……ネックレス、ですか？」

　銀色のチェーンに繫つながれた、ハート型のペンダントの付いたネックレス。

「フィオナへのプレゼントだよ」

「どうして……？　あの、私、プレゼントを頂くようなことをしたでしょうか？」

「今までフィオナにプレゼント、したことなかったしね。アリーと小物屋に入った時、話題になったからさ。一緒に選んで貰もらったんだよ」

　とはいえ、貴族へのプレゼントとしては大した値段のものじゃない。

「安物で申し訳ないんだけどね」

　そして先のアリーとの一件に関して弁明しておく。

「ちなみに説明しておくけど、アリーには何も買ってないので心配しないで下さい」

　つまり自分にとって女性へのプレゼントというものは。

「だから、えっと……女の子に贈ることを想定して買ったのはフィオナが初めてだから」

　別に着けなくてもいい。もっと良いものだって持っているはずだから。

「一応、貰もらうだけ貰ってくれると嬉うれしいかな」

　頰ほおを搔かきながら伝えて、マリカを左腕で抱っこする。これでどうだろうか、と優ゆう斗とが見つめていると、彼女は彼の右肩に額をこつん、と押し当てた。

「その……ありがとうございます。それと申し訳ありませんでした」

「……ん？　どういうこと？」

「優斗さんとアリーさんが一緒にいて、まーちゃんと楽しそうにしていたのがどうしてか嫌だったので、優斗さんとアリーさんに不ぶ躾しつけなことを言ってしまいました」

　思い返せば嫉しつ妬と、というものだったのだろう。フィオナとしても、まさかアリーに対しても感じるとは思わなかったが。一方でアリーは可愛かわいらしい親友に笑みを向けて、

「ある意味、わたくしとユウトさんは近い存在です。だけどそれは同じ人種だからであって、ぶっちゃけて言ってしまうとわたくしはユウトさんが旦那とか嫌ですわ」

「同感。一瞬も考えたくないことだね、それは」

　同じ人種だから親愛感情はあれど、同じ人種だからこそ恋愛感情は抱けない。

「タクヤさんとココさんの関係とは、似ているようで少し違う。だからこそわたくしとユウトさんは従兄妹いとこなのですわ！」

　フィオナを安心させることを言った後は、力一杯変なことを言うアリー。

「……まだそのネタ引っ張るの？　というか、いつまでも言われそうな感じがする」

「わたくし、実は従兄がいないのです。なのでわたくしが飽きるまで言いますわ」

　と、そこでアリーはにやりと笑い、

「それとお二人は、いつまで寄り添い合っているのでしょうか？」

　優斗は左腕でマリカを抱き抱えており、右側はフィオナがくっ付いている。

　当然、繰り広げられている光景をからかわずにはいられない。

「……あの、フィオナ？　そろそろ恥ずかしいから、離れて貰っていいかな？」

「もうちょっと、このままいさせて下さい」

　フィオナの爆弾発言にアリーは歓喜の表情、優斗は驚嘆の表情を浮かべる。

「貴方あなたに触れている時が、私は一番安心するんです」

　勘違いだったけれど、親友に対して嫉妬してしまった。

　その嫌な気持ちを全て拭い去りたくて、フィオナは優斗にお願いする。

「私の我わが儘ままではあるのですが駄目でしょうか？」

「……だ、駄目じゃない……です」

　動揺はしても否定はしなかった言葉に、フィオナは安心して肩へ再び額を擦こすり付ける。

　その様子を見ていたアリーは非常に満足した様子で、

「ユウトさん。しばらくしたら、また声を掛けますわ」

　スキップでもしそうな勢いで王女様が離れていく。優斗はどうしようと思いながらも、きっとどうにもならないと観念してしばらくはフィオナの好きなようにさせた。






第二話






　昔のことを不意に思い返す時、やっぱり印象深いものがすぐに浮かんでくる。去年の夏ぐらいだっただろうか。その頃に遊んでいたゲームの中でこんな台詞せりふが出てきた。

『大切な人が襲われていたらどうする？』

　主人公があまりにも名言っぽく言っていたのがツボに入って、自分たちだったらどうする？　なんてことを和わ気き藹あい々あいと話していた。

「相手を倒すのが手っ取り早いから、俺は倒すだろうな」

　と言ったのは修しゆう。単純な彼らしくて、何も違和感がなかった。

「殺すよ。僕の敵になるのなら、殺したほうが面倒なくなるから」

　ただ単に物騒なのは優ゆう斗と。厨ちゆう二に病びようとて、もう少し理由を付け加えるだろう。

「落とし穴でも掘って埋めてやるとしよう」

　変な解答をしたのは和泉いずみ。だけど彼らしくて皆で笑ってしまう。

「卓たく也やはどうなの？　いや、どうなのっていうか……どうするの？」

　優斗に問われて自分はどうするのだろう、と卓也は考える。修みたいに主人公キャラじゃないから倒せない。優斗のように大切なもののためなら躊ちゆう躇ちよなく殺せるわけもない。和泉の考えにだけは至れないけれど……。

　──だとしたら、これが一番オレらしいんだろうな。

　たぶん、だけれど。この答えが一番自分らしい。

「──オレは守るよ。何があっても、どんなことがあっても守り抜いてみせる。そうしたらさ、一緒にいるお前たちがどうにかしてくれるだろ？」

　まるで軽口のようではあるが、けれど信頼を滲にじませた声音。

「俺たちがどうにかするって、どういうことだ？　卓也が守るだけじゃ駄目なのか？」

「それはそうだろ。襲われたら倒すなり何なり解決しないといけないんだから」

　守るだけでは解決には至らないし、現状を維持するだけでしかない。

「だけどオレは、それでも守るって選択肢を選べる。だってお前たちが助けてくれるから、オレは『大切なものを守る』って今まで通りの考えでいられるんだよ」

「……はあ～、なるほどね。その考えはなかったよ」

　優斗が恐れ入った、とばかりに感心した。自分では絶対に至れない考えだからだ。

「けど卓也らしいんじゃね？　俺はこういう考え、大好きだ」

　うんうん、と修が頷うなずき和泉が面白がるような声を発する。

「ならば時が来た際には、守って落として倒して殺してあげるとしよう」

「ああ、頼むな。じゃないとオレがずっと守ってるだけで、解決出来ないからさ」

　あまりにも無茶苦茶だが、卓たく也やはその状況を思い浮かべると楽しそうに笑顔を浮かべた。
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　九月も終わりに近づくある日。用事のなかった優ゆう斗と、卓也、修しゆうがアリーの部屋に集まった。

　というのも一つ、彼女に問題が起こったからだ。

「「「留学生？」」」

「ええ。わたくしは昨日、その方にご挨あい拶さつをしたのですが……」

　何か困ったような表情をアリーが浮かべる。

「その表情だけでもう分かったけど、どういう問題があるの？」

「……隣国のリステル王国第四王女様なのです」

「へぇ、また凄すごいのが来たね。王族がリライトに留学してくるなんて」

　アリーに話を聞けば、王族が他国に留学することはよくあるらしい。自衛のために魔法を学ぶ際、世界の魔法学院の中で優秀なリライトを選ぶ可能性は高い、とのこと。

「だけどリステル王国の第四王女って、どっかで聞いたことがあんだよな」

　頭の片隅に引っ掛かった名に、修は首を捻ひねる。

「ああっ、思い出した！　それ〝激烈王女〟って奴やつだろ！」

　以前、優斗の義母となったエリスから修は聞いたことがある。隣国のリステルには王子の勇者がいて、王族の人気が高い。そしてその王族の中には一人だけ〝激烈王女〟と呼ばれている、面白い王女様がいることも。

「わたくし一人では手に余りそうなので、皆様にも手伝って欲しいのです」

　アリーの発言にどういう意味だ、と誰しもが疑問になったので卓也が質問する。

「まず、王女様が来る理由はさっき言った通り、自衛が出来るようになるためか？」

「いえ、そうではありません。我が国が受け入れる理由としては珍しく友好の一環として……と、聞いています。ですが情報の一つとして、大事をしでかしてしまい逃げるように留学してくるとも聞いていますわ」

　前情報が〝激烈王女〟という名だけに、その可能性も捨て切れないような気がした。

「それで、どんな王女なんだ？　あだ名から察すると、大変そうな人っぽいけど」

「良く言えば強気な方ですわ。悪く言えば……そうですね、浄化されたラッセルでしょうか。決して悪い方ではないのですが……」

　いや、八月のパーティーで大失態を犯したラッセルの浄化版はさすがに酷ひどい。

「……嫌な予感しかしねえんだけど」

「お前が言うと、余計に外れない気がするからやめてくれない？」

　修しゆうと優ゆう斗とが溜ため息を吐いた。




　ともあれ会ってみないと何とも言えない。ということで、現在は王様への挨あい拶さつのために王城の賓室にいる彼女に直接会うことになったのだけれども……。

「何？　あんたたちがアリシア様の言ってた異世界から来た異世界人ってこと？　揃そろいも揃って馬鹿っぽい顔をしてるわね」

　ショートカットで栗くり色の髪の毛。つり目で強気な表情。

　美少女と言って問題ない容よう貌ぼうと、それに相まって似合っている声。

　だが彼女は第一声でアリーが言っていたことを優斗たちに納得させた。

「か、彼女がリステル王国第四王女リル＝アイル＝リステル様ですわ」

　アリーが冷や汗を浮かべながら紹介をするが、リルは無視して優斗たちを吟味するように見回した。最初に目を付けたのは修。

「勇者はあんただっけ。顔は良いけど、お兄様ほどじゃないわね。同じ勇者なのに気品からして違うわ。まあ、実力でもお兄様のほうが圧倒してるでしょうけど」

　続いて優斗と卓たく也やの顔をたっぷり吟味した後、

「他は所詮、異世界人だとしても勇者じゃないんでしょ？　その時点で論外ね」

　初っぱなから強烈な挨拶だった。修が頭を搔かきながらアリーに尋ねる。

「こいつはあれか？　俺らにケンカでも売ってんのか？」

「つ、強気な性格で素直ではないのですわ。……おそらく、ですけど」

　どうにか取り繕ってはみるが、白々しく聞こえてしまう。

「俺、こんな面倒な奴やつの相手なんてしないからな」

　修が興ざめしたように場を後にした。あまりにもあっさりとした退出にリルが、

「何よ、あれ。あんなのが勇者なんて信じられないわね」

　変なものでも見るような目つきで彼の後ろ姿を見る。いきなりの展開ではあるものの、ある程度は読めていたアリーが顔合わせを終わらせようとする。むしろ突っ掛かっていかない修の対応が普段と比べて大人で、意外な一面もあるのだと内心驚いていた。

「とりあえずリル様が何かお困りになりましたら、わたくしたちがフォローいたしますので。それでは今日のところは、この辺で失礼いたしますわ」

　頭を下げてぞろぞろと部屋を出ていく。

　誰が何と言うまでもなく、大変なことになりそうなのは間違いなかった。




　先に出て行った修に皆が追いついて、優斗が彼女の言っていたことについて話をする。

「さっき彼女のお兄さんが勇者って言ってたけれど、確かイアン様……だったよね？」

「はい。リステル王国は代々、王の親族から一番優秀な者が勇者として選ばれるのですわ」

　これは優ゆう斗とも知っている情報だ。つまり彼女の言葉からすると、勇者が兄ということ。

「一応訊きいておくけど、俺と同じ勇者なんだから凄すごく強いってことか？」

「いえ、勇者といえどシュウ様たちのように異世界から来たアドバンテージ、というものはございません。せいぜいわたくしより少し強い、といったところではないでしょうか」

「何だよ。じゃあ、強いわけじゃねーのか」

　あれだけ自信満々に言っていることだから、さぞ強いのだろうと思っていたのだけれども拍子抜けだ。もう少し骨があるのなら戦ってみたかった、と修しゆうは思う。

「……あのですね、シュウ様。シュウ様とユウトさんが例外的な強さを持っているだけで、わたくしとて国の中では強い部類に入るのですよ」

　基本属性の上級魔法を全て使える人間など、ほとんどいない。

　また様々な武器の修練も重ねているので、そもそも彼女より強いと断言出来る人間すらあまりいない。呆あきれた様子のアリーに悪い、と修が悪気なく謝る。

「それで王女様についてはどうするの？　全員で面倒見るつもり？」

　優斗の問い掛けに対し、アリーよりも早く修が手を横に振ってしまう。

「あいつの面倒見るなんて俺は御免……っていうか、面倒を見切れるのはアリー、クリス、優斗、卓たく也や、ココぐらいだろ。他の奴やつらだったら何かしらでキレるんじゃね？」

「ですわね。その確認をするためにシュウ様を連れてきたわけですから」

　アリーも修か和泉いずみの反応を特に見たかった。優斗と卓也は大丈夫だろうし、他の面々も把握している。唯一、判断し切れなかったのが修と和泉だったのだ。

　結果としては無理だと分かったので、連れてきた甲か斐いはあったというもの。

「じゃあ、オレたちで何かあったら対応するしかないってことか」

　卓也としても問題が起きる可能性は低いほうがいい。けれど優斗が、

「基本は卓也とココが担当ってことになるだろうから、頑張ってやってね」

「はっ？　どうして？　お前だってアリーだって問題ないだろ？」

「だけど今、名前を挙げた中で一番暇なのが卓也とココだよ」

　卓也は名前を挙げた面子メンツを思い浮かべる。アリーは王族で、優斗も育児があり、クリスとて結婚云うん々ぬんがある。一方で卓也とココだけ特別な用事がない。

「……あ～、確かにオレとココしかいないか」

「なるべく僕たちもフォローはするつもりでいるけど基本は頼んだよ」

「はいよ。とりあえず頑張ってはみる」

　とはいえ、あの高飛車な王女様のお守もりをしなければならない。

　吐く息が重くなってしまうのは仕方がないことだろう。

「だけどさ、アリー。これってオレとココがミスしたら外交問題に発展するか？」

「発展しませんし、わたくしが外交問題にさせません。ただ他国の王女様が留学で来ている以上、気を遣わなければ大国としての格が落ちると考えているのですわ」

　国同士の問題にはならないが、これはリライトとしての矜きよう持じの問題だ。

　留学で来ている他国の王女に対して、何一つ心配りをしなかった。そんな国が大国であるはずがなく、アリーもリライトの王女として認められない。だからかったるいと思っても、骨の折れることだと思っても、彼女の面倒を見る。そういうわけだ。




　一方でリルは修しゆうたちが出て行ったドアを見ながら、フンと息を鳴らした。

「予想していた以上に普通っぽい連中だったわね。異世界人ってあんな感じなのかしら？」

　リル＝アイル＝リステル。リライトにおいては隣国にあるリステル王国の第四王女。

　国同士の仲は良く、外交に問題は何もない。急なお願いを互いにしたところで、どうにかしてやろうと思うくらいには親密な間柄だ。

　リルがリライトに留学することも突然といえば突然であったのだが、リステル王からのお願いに対して、王様が快く受け入れた結果が今の状況になったと言える。

　そうしてリルは昨日、リライトに来て今日は彼らと出会った。

　彼女は今し方、出会った面々の顔を思い返しながら腕を組む。

「あいつらがあたしの面倒を見るってこと？」












　状況としては、リルは隣国の王族としてリライトへ留学してきたことになっている。

　つまり面倒を見て貰もらうのは王族が受ける待遇としては当然だ。

「とはいっても、アリシア様は同じ王族同士だから、面倒を見られるっていうのは互いに失礼になるわよね。あとリライトの勇者も嫌だわ。やっぱり勇者っていうのはお兄様ぐらいの気品がないと駄目。そうなると……」

　リルの面倒を見るのはおそらく、凡人の雰囲気を出していた二人だろう。

　どちらも言葉は発していなかったので、性格も何もリルには分からない。

　もちろん、二人のことをどうでもいいと思ったのが最初の感想ではあるのだが、

「……う～ん。面倒見が良さそうな雰囲気があったのは……」

　少し弱々しい雰囲気があった、あの中ではアリーの次に背が低かった少年だ。

　もう片方も優しげな雰囲気ではあったが、どこか胡う散さん臭かった。

「まあ、第一印象だしどうでもいいけどね」

　初対面での評価を崩すことはないだろうが、それでも王族の侍従に足る動きを見せたとした場合、その時は礼を返さなければならないだろう、と。それは王族の矜きよう持じとして持つのが当然であり、その考えに至るのは王族として当然のことだ。

「だけど、まあ、頼りなさそうだわ。戦うなんて、もっと無理そうだったし」

　そう言いながらリルは再び、小さく息を鳴らした。

　今はまだ名も知らぬ異世界人のことを考えて。





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　それからは毎日が本当に大変だった。リルが同じクラスというのはリライト側の配慮なのだが、やっぱりというか、かなりの問題児だ。

　リステルでは侍従も校舎の中に入れるらしいが、リライトでは国柄として一人で出来ることを増やすのが推奨されているので、王族とて侍従を入れるのは認められていない。

　何をやるにも一人でやるしかないのだが、生粋のリステル育ちの王女であるリルはあれだこれだと文句を言う。少なくとも卓たく也やは従者の如ごとく、本当にこき使われていた。

　他国の王族だからこそ許される振る舞いでもあるが、他国に来ているのにこの振る舞いをしているというのは、些いささか空気が読めないと言わざるを得ない。

「飲み物がないわ！　すぐに持ってきて！」

「可能な限り、急いで用意します」

「た、確か美お味いしい紅茶が食堂にあったはずなので、すぐに用意します！」

　そこらの蛇口で水でも飲めとは言えないので、ココが慌てて紅茶を買いに行ったり、

「もっと美味しい食べ物はないの!?」

「他にないので、今日はこれで我慢して下さい。ココ、明日からどうにか出来るか？」

「あ、明日からは高級店から届けさせます！」

　食堂の料理を提供すれば文句を言われたので、翌日からはわざわざ高級店から食事を注文するはめにもなった。

「服が汚れたわ」

「ココ、すぐに用意することは出来るか？」

「む、難しいですけど先生やレイナさんにも確認してみます！」

「分かった。先生のほうはオレが確認しておくよ」

　等など々など、卓たく也やにとっては瞬く間に一週間が過ぎ去ろうとしていた。

　ココも優ゆう斗ともアリーもクリスも疲れているが、卓也がその中でも一番に疲れていた。

　週の後半からは基本的に卓也が呼ばれるようになった、というのも原因だ。

　ココも卓也のフォローに奔走しているので、彼に次いで疲れていた。

「お疲れ。高飛車な王女様って凄すげえんだな。ちょっと思ってたのと違ったわ」

「人災というのは、こういうことを言うと初めて理解した」

　昼休みになり、卓也の机を中心に卓也、ココ、優斗、フィオナ、クリスが集合していると修しゆう、和泉いずみが卓也たちに飲み物を持ってきてくれた。

「基本的には卓也とココ任せになったとはいえ、僕たちも不意打ちがあるから気は抜けないんだよね。だから最近、卓也とココがどこにいるのか把握するようになっちゃったよ」

　優斗を始め、それぞれが疲れた様子を見せながら飲み物に手を伸ばす。

「やって貰もらう、というのは貴族や王族の基本ですからね。なるべく自分で出来ることはやっていたつもりですが、ここに入った時は苦労をしました」

　クリスも今では色々と出来るようになったが、やはり大変ではあった。

「私は家が普通とはちょっと変わっているようなので何とも言えませんが、それでも料理はやったことがありませんでした。ですからリル様の態度は王族としては当然だとも思います。むしろ想像しているよりは甘いような感じもしますよ」

　フィオナのリルに対するフォローが入る。

「だけどよ。郷ごうに入っては郷に従えって言うじゃんよ」

　日本のことわざではあるが、こちらの世界にも伝わっていた言葉なので全員が溜ため息を吐く。だが溜め息の元凶は窓際の席に座って、呆ほうけた様子で外を見ていた。

　そして胸元でペンダントのようなものを握っていた。が、ふと周囲を見回すと、

「タクヤっ!!　ちょっと来なさい!!」

　名前を呼ばれて卓也がげんなりする。

「頑張って行ってこい」

　修に背中を叩たたかれ、渋々ながらリルの席へと向かった。

「何か用でしょうか？」

「あんたたち、明日は暇なのよね？」

　リルの視線の先には優ゆう斗とたちがいる。彼らの予定も一緒に訊きいているのだろう。

「全員が暇かと言われたら分からないです」

「じゃあ、学院最強って呼ばれてる生徒会長は暇なの？」

「それも確認してみないと分からないですね」

「全く、訊いても分からないなんて使えないわね」

　あまりにも理不尽な物言いだが、卓たく也やは心の中で忍耐の二文字を浮かべる。

「時間がある人は明日、あたしの家まで来なさい。あんたたちにも馬車を出してあげるから、特別にお兄様と会わせてあげるわ」

「どうしてオレたちまで一緒に行くんですか？」

「護衛は必要でしょう？　少なくとも王族であるあたしが出掛けるんだから」

「……いや、まあ、確かにそうだとは思いますけど」

　だがアリーが護衛なしで動き回る時もあるので、リライトで考えると違和感がある言い分ではある。まあ、アリーが変なだけで普通の王族であれば当然のことなのだろう。

「ちゃんと護衛するなら兵士や騎士のほうがいいんじゃないですか？」

「別にしっかりやってもらうつもりもないから、あんたたちで十分なのよ」

　リルはそう言うと、話は終わりとばかりに明後日あさつての方向を向いた。




　卓也は優斗たちのところへ戻った後、今し方言われたことを皆に伝える。

「こういうことを王女様が言ってたんだけど……」

「うわっ、行きたくないな。つーか、どうしてあれだけ傍ぼう若じやく無ぶ人じんに出来るんだ？　アリーとか三大国の王女だし、立場としては上なんじゃねえの？」

「シュウ様、気持ちは一応分かりますが口に出さないで下さい。それに三大国と言っても圧迫的なことは何一つしてないので、変にへりくだることもないのですわ」

　とはいってもリルは本当に気にしていないので、一般的な王族とは掛け離れている。

「申し訳ありませんが、自分はクレアと会う予定があるので……」

「わたしも予定があるので、ちょっと無理です」

　クリスとココが頭を下げる。けれど優斗は逆に引っ掛かることがあったのか、

「アリー。彼女の発言をどう思う？」

「何も引っ掛からないわけではありませんわ。わたくしもユウトさんと同意見です」

「だよね。嫌な予感がするし僕は行こうと思う。フィオナはマリカのこと、お願いね」

「まーちゃんの面倒については分かりましたが、嫌な予感……というのは？」

　フィオナはもちろんのこと、周りも疑問に思った。

「どうしてリライトに来て一週間しか経たってないのに王子と会おうとするのか、疑問になったからだよ。アリーが言ってた『しでかした』っていうのが事実だとするなら、問題がこっちの国にまで来たら厄やつ介かい。変に波及する前に終わらせる必要がある」

　しかも表向きは友好のために来ているのだから、余計に引っ掛かってしまう。

「ただのブラコンじゃねえの？　それかホームシックとか」

「修しゆうの言っていることがこっちとしてはベストの回答。あくまで最悪のことを考えたのがさっきのやつ。というわけで修も嫌だろうけど来てね」

「……しゃーねーな。優ゆう斗との読みは大体当たるし、俺も一応は勇者だしな」

　修が頭を搔かきながら、面倒臭そうに了承する。

「そう言われましたらわたくしも念のため、一緒に行ったほうがよろしいですわね」

「俺も行こう。暇だったが面白イベントが起こりそうだ」

　アリーも向かうことを決め、和泉いずみも暇だからという理由で付いていくことに。

「でしたらクリスさんもいませんし、是が非でもレイナさんには来てもらわないといけませんわね。イズミさんにとっては最強の難敵みたいですから」

　アリーがからかうと、和泉を除く全員が笑った。




　放課後になり、レイナの了承も取れたので一安心して翌日に備えた卓たく也や……ではあったのだが、まさかその前にイベントがもう一つ起こるとは予想だにしていなかった。

　──どうして放課後にお姫様と馬車に乗って、買い物へ行かないといけないんだよ。

　正直、意味が分からないし理解が出来ない。リルの言い分としては兄と会う時のための服を買いたい、とのこと。卓也としては勝手に買えばいいと思っているのだが、

『女性視点での衣服と男性視点での衣服は違いがあるわ。王女であるあたしの服を選ぶ栄誉をあげるのだから、感謝して選びなさい』

　と、平然と宣のたまってきた。卓也としては別に感謝したくもないし、そもそも女性の服を選ぶことは、残念ながらココだのアリーだのと一緒にしたことだってある。

　つまり王女の服を選ぶことはやったことがあるわけで、今更すぎて栄誉でもない。

　──しかも趣味趣向が分からない相手の服を選ぶとか無理難題だろ。

　彼女の兄の好みなど知らないし、彼女が気に入る配色なども分からない。

　かといって、どうせ外せば罵倒し怒ってくるはずだ。

　──思った以上に気が滅め入いってくるな、これは。

　卓也も我わが儘ままと呼ばれるものには慣れていると自負している。

　修や和泉、ココなども甘えてくる時に我が儘を言うことが結構あるからだ。

　もちろんこれは自分たちの関係性によるものだから、卓也は時に呆あきれながらも喜んで彼らを甘やかしてしまう。

　しかしリルは完全な他人なのに、卓たく也やのことを考えず堂々と我わが儘ままを言ってくる。

　可能であれば誰かと代わりたいものだが、この一週間でリルのお気に入りになったのは卓也だ。そしてそのことに対して一種の責任感を持ってしまうのも卓也たる所以ゆえんなので、彼は余計に雁がん字じ搦がらめになっていた。

「タクヤ、着いたわよ」

　声を掛けてきたので、卓也はリルと彼女の従者と一緒に馬車から降りて店へ入る。

　途中、不意に視線が合った従者の一人が可哀かわい想そうとでもいうような視線を送ってきたので、さすがに無茶振りだと同情してくれているのだろう。

「タクヤが思うようにあたしのコーディネートをしなさい。もしサイズがなかったら、別で似合う組み合わせを選びなさい」

　好き放題に言うリルは、さらにトドメとばかりに、

「本気で選ばなかったら怒るわよ」

「……分かりました。せっかくの機会なので真剣に選ばせて貰もらいます」

　卓也は面倒臭そうな表情を一切出さず、素直に頷うなずいた。

　──しょうがないから、やるとするか。

　もう選ぶことについては諦めた卓也。なので意識を切り替えて考えを纏まとめ始めた。

　卓也も一応、こっちのファッションについても少しずつ分かってきている。

　基本的に王族や貴族は落ち着いた服装を好み、過剰に素肌を晒さらす服を着ない。

　──かといって、ごてごての古くさい貴族ファッションも好きそうじゃないんだよな。

　リルがスカートの中に人が入れそうなほど膨らんだドレスを、普段から着るイメージもしない。フィオナやアリーが好む服装を選べばつまらないと怒られそうだ。

　──結局は怒られる可能性が高いんだから、一発目は冒険して選ぶとするか。

　店内にある数ある服を確認し、組み合わせを考える。そして頭の中である程度纏まると、リルにサイズを確認して淀よどみなく衣服を手に取っていった。

　と、卓也が手に取った中でリルの目に留まったものがある。

「……ネクタイ？」

「リステルでは珍しいかもしれないですけど、リライトでは制服やファッションの一つとして女性がネクタイをすることもあります」

　フィオナやレイナは制服の時にネクタイをしているし、決してあり得ない選択ではない。

　卓也は手に持った白のブラウスと瑠璃色のフレアスカート、ネクタイをリルに渡す。

「襟付きの服を着るのも私服では初めてだわ」

　どうやら予想と違って、普段のリルは少し落ち着いている服を着ているのだろう。

　どちらにせよ、卓也が選んだのは一国の王女が着るような服装ではない。

「じゃあ、どうしてこれにしたのかしら？」

「似合うと思ったから選んだだけです」

　他に理由はないし、意趣返しのつもりでもない。別に奇を衒てらったわけではなく、虚を衝つこうとしたわけでもない。挑戦はしているが、似合うと思ったからこそのチョイス。

「……ふぅん。なるほどね」

　ブラウスを見て、ネクタイを見て、瑠璃色のフレアスカートを見たところでリルは表情を和らげる。卓たく也やとしてはあれこれと文句を言われる覚悟は持っていたが、驚くことにリルは渡された服装を持って素直に試着室へ入っていった。

　そして数分後、カーテンが開くと卓也と従者が感嘆の声を上げる。

　決して王族が普段着るような服装ではないだろうが、それが似合わないかと問われれば違うと即答出来るほどだった。卓也も似合うと思っていたが、これほど問題ないとは思っていなかったので素直に感心してしまった。

　──まあ、顔は美人だからっていうのもありそうだけどな。

　変なあだ名もあるみたいだが、さぞ周囲からは美び姫きと呼ばれているのだろうと思った。

　というか普段から今みたいな感じならば、皆も嫌がることはないだろうに。

「あんたたちの反応を見る限り、似合ってるのは分かったわ」

　リル本人も鏡を見て、自分の姿を確認する。確かに普段は絶対に着ない服装ではあったが、それでも自分自身で似合わないとは全く思わなかった。服の色合いは大人しく、どちらかと言えば清せい楚そな令嬢が好みそうだが、ネクタイが良いアクセントになっている。

「悪くないわ。このまま買ってあげる」

　ふっ、と。嬉うれしそうに顔を綻ほころばせたリル。それはいつも怒っている彼女が、いつも苛いら立だっているような表情を見せている彼女が、初めて卓也へ見せた自然な喜びの表情で、

「…………」

　予想外だったのか、思わず声を失うほど卓也は彼女のことを見詰めてしまった。

　もちろん見み惚ほれたわけではなく、あまりの美しさに感動したわけでもない。

　しかし珍しいだけで声を失ったわけでもなかった。卓也にしては明確な答えがないまま、彼女のことを見詰めてしまう。そのことに気付いたリルは彼に声を掛けた。

「どうしたのよ、タクヤ？　あたしがあまりにも似合ってるからって、まだ驚いてるの？」

「えっ？　ええ、まあ。似合うと思ってましたが、想像以上で驚きました」

　卓也は差し障りのないことを言いながら、内心で苦笑してしまった。

　──服装よりも表情にビックリしただけなんだけどな。

　一つだけ、この面倒な状況で良いことがあったと思えた。

　あまりに些さ細さいで小さな出来事ではあるけど、それでも彼女の綻んだ表情を見られたのは『良いこと』だと思えるぐらいのものだった。




　リルとの買い物が済むと、卓たく也やは店の前で別れて一人歩いて寮へと帰る。

　そして考えるのは明日のこと。

　──優ゆう斗とがあんな風に言ったってことは、何かしら問題があるって気構えを持っておいたほうが驚かないで済むよな。

　何な故ぜ、リルがリライト魔法学院へ留学をしてきたのかは分からない。

　正直なところを言えばそこまで興味がないし、藪やぶを突つつくつもりもない。

　それに他国を巻き込むつもりであるなら、すでにアリーが聞いているはずだ。

　つまりリステル国内での問題か、リライトが関係ない他国との問題ということになる。

　──何ていうかホント、面倒な王女様が来たもんだよな。

　特に自分が一番関わっているだけに、余計にそう思ってしまう。我わが儘ままで横暴、加えて自己中心的な性格。しかし咎とがめるつもりはないし、怒るつもりもない。

　元よりリライトにいる間は問題が起こらないように配慮するのは当然のことだし、性格なんて生まれ育ちによって定まっていくものなのだから、彼女が我が儘であることも彼女自身が全て悪いわけではない。

　──まあ、でも、裏を返せば素直ってことだから相手するには分かりやすいな。

　卓也は優斗のように内面を見通す特殊能力みたいなものは持ち合わせていないので、感情がそのままストレートに出るリルは、面倒であっても楽だと思えてしまう。

　──それに今日は、良いものも見れたし。

　あんな表情も出来ることが分かったのは、一番の収穫だったかもしれない。

　だからといって問題ないと断言することは、卓也といえども出来ないが。




　一方、リルも馬車の中で明日のことを考える。

　──明日、お兄様から朗報が聞ければいいのだけれど。

　一週間でどこまで事情が変わるのかは分からないが、それでも朗報はあるかもしれない。

　そうすれば自分がリライトにいる理由の一つがなくなるのだから。

　──お兄様はあたしが安全のために留学したと思ってるみたいだけど、お父様は絶対に他の理由も含めてあたしを留学させたわよね。

　おそらくは見識を広げるためにも、今回の事件は丁度いいと思ったはずだ。

　でなければわざわざリライト魔法学院に通わせる必要がない。

　──今回の件以外にも、あたしとしては問題があるわけだし。

　だからリルの凝り固まった考えを少しでも柔らかく出来るよう、父であるリステル王が配慮した面もある……のかもしれない。

　──だけど、まあ、リライトでの日々も最悪……だとは到底言えないわね。

　他国での生活は最初に考えていたよりも良い面があった。

　侍従は側そばにいないが、自分の世話をする人間がいる。

　自分の言い分に対して、最大限考えようとする努力をしている。

　そしてリルは卓たく也やのことを思い浮かべた。

　──タクヤとココぐらいは一度、リステルに来させてやってもいいわね。

　丁寧に話せないが、この一週間は従者のように働いてくれている。

　王族としては今のような扱いは当然だとも思うが、他国で受けた恩だ。

　恩を返すのが礼儀であり、王族の義務というものだ。

　──どうしようかしら。

　胸元のペンダントを握り締めると、リルは卓也のことを考えながら思いに耽ふける。

　すると不思議と小さく笑みが零こぼれた。





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　そして翌日、馬車に揺られて国境沿いに向かっているのが七人。

　リルを筆頭として優ゆう斗と、修しゆう、卓也、和泉いずみ、アリー、レイナ。

　二台に分かれ、片方にはリル、レイナ、卓也、和泉。もう片方には優斗、修、アリーが乗っている。リルの振り分けによってそうなったわけだが、同じ馬車にならなくて気が楽な優斗たちは、そのせいか手た綱づな捌さばきを失敗して車輪を歪ゆがませてしまった。

　リルがまた、あれやこれやと言いそうだったので和泉に先に行っておけと合図する。

　場所はアリーが知っていたので、残されたほうも問題はない。

　和泉が頷うなずいて馬車を先に走らせ──そして二○分後、先行した四人はリルが指定した国境に辿たどり着いた。何もない、どちらの国にも属さない草原に栗くり色の髪をたなびかせたイケメンが立っており、リルは颯さつ爽そうと馬車の扉を開けるとイケメンに飛び付いた。

「お兄様！　久しぶり！」

　飛び付かれたイケメンは最初こそ柔和な表情を浮かべたが、すぐに険しい表情になる。

「リル。悪いがまだ討伐は出来ていない」

「……っ！　そ、そうですか……」

「三日前もリルがいないと見るや空に飛ばれてしまって、今も捜索隊が探している」

　二人して深刻そうな表情を浮かべているが、後ろにいる卓也たちには何のことだかさっぱり分からない。と、ここでイケメンの視線が卓也たちに向いた。

「こちらの方々はリルの学友か？」

　爽やかな笑顔を浮かべるイケメン。リルにそっくりな奴やつかと思えば予想外。

　出会った瞬間からこのような態度で出会って貰もらえるなんて驚きだった。

　兄妹きようだいでどうしてここまで違うのか、と卓也は問い詰めたくなる。

「私はリルの兄でイアンと言う。妹が迷惑を掛けているとは思うが、よろしく頼む」

　王子だというのに頭を下げるイアン。とても礼儀が正しくて再び驚いてしまう。

「ほん──」

　本当に迷惑だ、と和泉いずみが言おうとしたところで、レイナがわき腹に肘打ちを入れる。

　悶もん絶ぜつしている和泉に代わり、卓たく也やが答えた。

「オレたちは護衛として来てますから、ご学友なんて大層なものじゃないです」

　謙けん遜そんしているように言っているが、つまりは友達なんかじゃないと暗に言っている。

　だが隠された意味に気付かないイアンは笑みを浮かべ、

「そんなことはないはずだ。リルも皆と一緒にここまで来て心強いと思っているだろう」

　どうしてこうも違うのかと何度でも問いたくなるほど、誠実な言葉をくれるイアン。

　レイナが卓也に続きイアンと言葉を交わす。

「もうしばらくしたらアリシア様もこちらへ来られます。しばし、この場所で待とうと思うのですが、よろしいでしょうか？」

　予想外な名前が挙がってイアンは驚くが、すぐに笑みに戻して、

「ああ。アリシア様にも少し話したいことが──」

『ここにいたか！　第一王子に第四王女ッ!!』

　イアンが穏やかに言葉を返そうとした瞬間、突如として空より声が降ってきた。

　卓也も和泉もレイナもイアンも全身が総毛立った。

「まさかっ!?」

　イアンが思わず叫び声を上げ、全員が上を見る。

　すると黒い姿をした竜が凄すさまじい勢いで地面に向かっていた。

「さすがユウト、と言うべきなのかどう思うべきか」

「……嫌な予感が当たった、か。しかし早々に来るとは優ゆう斗とも思ってなかっただろうな」

　リルの機嫌を損ねないことを考えて彼女の振り分けに従ったが、修しゆうと優斗を同じ馬車に置いておくのは悪手だったかもしれない。

　レイナと和泉が気を引き締めると、黒の竜が地面へと降り立った。

　大きさとしては一○メートルほどなのだが、威圧感は今まで見たことのある竜種のカルマとは比べ物にならない。レイナとイアンは前に出て剣を抜く。

　和泉は二人のフォローのために銃を抜き、卓也は震えているリルを後ろへと押しのける。

「……っ！　ちょ、ちょっとタクヤ！　何を──ッ！」

「少し黙ってろ！　今はさすがにオレも余裕がないんだよ」

　押しのけられたリルが文句を言おうとして卓也が怒った。

　冷や汗が出る。圧倒される。今まで卓也たちが見てきた魔物の中でも圧倒的に強い。

　しかも現状で一番の問題は最大の戦力というべき修と優斗がまだ到着していない。

　どれぐらいの時間で来るのかも把握していない。ならば、と和泉いずみがまずは口を開いた。

「おい、黒い竜」

　言葉を話せる魔物なら、少しの時間稼ぎくらい出来るはずだ。

「悪いが、俺たちはどうしてお前みたいな竜に王子と王女が襲われているのか知らない。よかったら理由を教えてくれ」

　黒い竜は和泉の言葉を聞いて少し思案する仕草を見せると、意気揚々と語り始めた。

　どうやら自分の優位性を理解しているようだ。

『簡単な理由だ。我に生いけ贄にえを捧ささげるのはもう出来ないと言ってきたのだ。ならば王女を生贄にすれば数年はやめてやろうと言ってやり、此こ奴やつらは納得した。だが第四王女を差し出した……ふりをして我を殺そうとしてきた。その筆頭だったのが第一王子だ』

「どうして生贄が必要なんだ？」

『人間の肉、特に女の肉は美う味まい』

　つまりは……あれか。女を食す竜を倒そうとしたのだが、討伐に失敗した。イアンはリステルの勇者としてこの竜を討伐するため国に残り、リルを国外のリライト王国へと逃がした。そして状況報告するために会った瞬間、めでたく襲撃されたというオチか。

　和泉は馬鹿馬鹿しい展開に小さく舌打ちする。

　──神がかった運の悪さだな。

　優ゆう斗とと修しゆうがいないのが、さらに拍はく車しやを掛ける。

『さあ、理由も分かっただろう。我を騙だましたのだ、貴様ら全員喰くってやろう』

　予想以上に時間稼ぎが出来なかったことに和泉が焦った。

　しかも標的は何な故ぜかこの場にいる全員になってしまい、黒い竜の目付きが変わる。

『──死ね』

　黒い炎弾が竜の口から生まれた瞬間、

「全員、避けろ!!」

　レイナが声を張った。イアン、和泉が左右に避け、卓たく也やはリルを連れて下がる。

「イアン様！　他に戦える者はいないのですか!?」

　レイナも避けながら一いち縷るの望みを抱きつつ尋ねる。

　彼だけでこの魔物を倒せるわけもない。討伐隊は近くにいないのだろうか。

「い、いない！　黒竜に悟られないためにも一人で来たのだが……っ！」

　イアンの返答にレイナも和泉と同様、舌打ちをしてしまう。狙われているのが分かっているのなら、どうして一人で来たのだろうか。国境ならば安全だとでも思ったのか、この兄妹きようだいは。それにレイナは今まで培った感覚で強制的に理解させられていた。

　──この魔物はＳランクの超大物だ。

　Ｓランクの魔物は、上級魔法を十分に扱える熟練者が最低でも六人いなければならないレベル。最低でそのレベルなので、Ｓランクに数えられていても討伐必要人数が一〇人にも二〇人にも跳ね上がる魔物だっている。

　少なくとも目の前の魔物は……ここにいる五人程度では倒せそうにない。

『王子と騎士は反応が良いようだが……』

　黒竜が翼を振るう。それだけで中級魔法規模の風が渦巻いた。

　狙いは……少し離れた場所で拳銃を向けている和泉いずみ。

「イズミ！　避よけろッ！」

　レイナがいち早く察知するが、それでも和泉の反応速度では避けることができない。

「……ぐっ！」

　和泉は風の直撃を受け、一○メートルほど吹き飛ばされる。

「貴様！　よくもリルの学友を!!」

　和泉が吹き飛ばされたのを見て、イアンが剣を神々しく光らせながら斬り付ける。

　だが鱗うろこに薄い傷を付けるのみで、致命傷にはならない。するとお返しとばかりに黒竜が左前足を振るう。イアンは右腕をへし折られながら身体ごと吹き飛ばされた。

「お、お兄様っ!!」

「バカ、お前は逃げるんだよ！」

　リルが吹き飛ばされたイアンのところへ向かおうとして、卓たく也やが必死に止める。

「タクヤ！　リル様をそのまま逃が──」

　直後、今度は黒竜の尻尾しつぽがレイナに飛んでいく。

　ギリギリで剣を腕との間に挟み、威力を軽減させるが、膂りよ力りよくが人間とは明らかに違う。

　純粋な力のみで剣を折られ、レイナも二○メートルは吹き飛ばされてしまった。

「……くそっ！」

　空中で体勢を立て直し着地するが、吹き飛ばされるほどの衝撃を受けているせいか迂う闊かつにもよろけてしまい膝を突く。しかしその数秒が命取りだった。

　黒竜はすでに卓也たちに身体を向けていた。しかも口には何かが渦巻いている。

「まさかドラゴン……ブレス？」

　竜族だけが使える風の魔法。衝撃波がそのまま敵へと向かう魔法だが、Ｓランクの竜が使うとなれば上級魔法の中でも高威力の魔法に匹敵するのは必然だ。

　レイナは撃たせまいと身体に鞭むちを入れて駆け出すが……遅い。

　──駄目だ、間に合わないっ！

　和泉を吹き飛ばし、イアンを吹き飛ばし、レイナをも吹き飛ばしたのは、全てこの一撃をリルに見舞うために行ったことだ。護衛で来たのに守り切れない自分が腹立たしくなるが、それでも叫ばずにはいられなかった。たとえ間に合わないものだとしても、

「逃げてくれ、タクヤ!!」

　レイナは叫ぶ。卓たく也やの腕を引き離そうと暴れていたリルが目の前で起こっている状況に気付き突如として静かになるが、彼女を引っ張って逃げるには時間がなかった。




　そして卓也は状況を認識しながら頭をフル回転させる。

　──くそ、どうする!?

　黒竜が何かの魔法を放とうとしている。何をどうしたって逃げられない。

　だとしたら何もせずに黙って魔法で傷を負えというのか？

　卓也の中で様々な考えが巡る。けれど辿たどり着いた答えは一つだけ。

「……ざけんな」

　ふざけるな、と。その言葉が頭の中を巡っていく。足あ搔がかずに諦められるわけがない。

　──オレは修しゆうや優ゆう斗とじゃないけど。

　チート性能は持っていない。馬鹿げた努力もしてない。

　──だけどな。だからって不要に傷付くのを認められるわけじゃない。

　それは佐さ々さ木き卓也にとって最も忌み嫌うものだ。理不尽な怪け我がは認めたくないし、不当な痛みを正しいとは思わない。もし与えられようとするのなら、卓也は断固として拒否をする。それにたとえ傷付いたとしても、癒やせるようになりたいと思う。

　だから卓也が思うこと、やることは一つだけ。

　──今は一生懸命頑張って、守り抜くことだけだ。

　修ほどの才能はなくとも。優斗ほど努力もしていないけれど。それでも、成功出来ると信じよう。これ以上、他の奴やつらに心配を掛けないためにも。

　──どうにか成功するって信じよう。

　卓也はちらりと我わが儘ままな王女様を視界に入れる。

　正直言ってしまえば仲間を守る時ほどの頑張りは今、出せないのかもしれない。

　──だけど服を買った時の表情一回分で、どうにか気合いは入るかな。

　色々と大変だったからこそ、たった一回だけ見せた綻ほころばせた表情は印象深い。

　そして卓也はその表情に抱いた想おもいと共に、右手を前に突き出す。

　同時、渦巻くような何かが黒竜の口から吹き出された。空気を纏まとめるように白く濁った渦は、草原を削り空気を轟とどろかせながら、卓也とリルの二人へ一直線に向かっていく。

　その音と光景にリルは思わず目を瞑つむるが、卓也は一度握り拳を作った後に、

「──求めるは聖衣、絶対の守護」

　一息に詠唱をする。そして手を開いた瞬間、彼の目の前には白く光り輝く防護壁が生まれた。平然と、まるで当然のように現れたのは──聖属性の上級防御魔法。

　ココから使えるかもと言われ続けて、ずっと使えなかった魔法が卓也の眼前に輝いた。

　直後、衝撃波と守護の壁が衝突し、衝突の重みが卓也の右腕に圧のし掛かる。さらには防御壁との鬩せめぎ合いによる余波で、すぐ近くの地面が抉えぐられる音が耳じ朶だに響いた。

「……この……ッ！」

　気合いで耐える。後ろにはリルがいるのだから、退ひくことは絶対にしない。

　それに耐え切れなかった場合は死ぬのが自分だけじゃない。何があろうとしぶとく防ぎ切ってみせると己に誓いながら、卓たく也やは魔力をさらに込める。

　すると卓也が右腕を力の限りに突き出す姿を見て、リルは怯おびえ困った表情を浮かべながらも弱々しく悪態をついた。

「あ、あたしは守ってくれなんて言った覚えはないんだけど」

「お前の都合なんて知るか、どうでもいい!!　オレが守りたいんだよ!!」

　思い切り叫ぶ。馬鹿みたいなやり取りでさえ、今は自分を発奮させる材料だ。

　別にリルのことが心から大切ってわけじゃない。出会ってから一週間しか経たってない。

　けれども一週間も従者の真似事をしていたからだろうか。こんな状況だからだろうか。

　何な故ぜかは分からないが彼女を守らないといけないと思った。

　──あの時、笑い話になって終わった話のように。

　世界は優しくないから、だから卓也は守りたいと願って守ることを誓った。

　──オレが守るって決めたんだから、絶対に守り抜いてみせる。












　しかし卓たく也やの抵抗に気付いた黒竜が魔法の威力を高める。すると圧迫された結果なのか右の腕には裂れつ傷しようが走り爪先からは血が溢あふれた。

　防御壁も僅わずかに亀裂が入り、端たん部ぶは少しずつ欠けてきている。上級魔法とはいっても、相手の威力が上回っていればいつかは突破されてしまう。

　卓也は痛みで悲鳴を上げそうになるが、それでもどうにか堪こらえて左手を添えた。

「……タ、タクヤ。……だ、大丈夫なの？」

　泣きそうな表情を思わずリルが浮かべると、こんな顔もするのかと卓也は驚き、

「大丈夫なわけないだろ。だけどオレが駄目になったらお前も一緒に死ぬから絶対にやめない……。ついでに似合わないぞ、そんな泣きそうな顔は」

　そう言って卓也は笑う。虚勢だとしても、今は笑みを浮かべる時だ。

「それに、あとちょっとだから」

「……何が？」

「あとちょっとで……修しゆうたちがここに来る」

　親友たちがこの場所へ到着する。

　誰であろうと何であろうと、圧倒的なまでの力で薙なぎ払える連中が登場する。

「き、来たってどうしようもないじゃない！　お兄様でもやられてしまったのよ！」

　イアンとてリステル王国の勇者だ。それなりの実力はあるだろう。だが、

「残念ながらうちの勇者と一般人、その二人の親友は規格外でね。このふざけた強さを持つ黒竜でもサクッと勝っちゃうんだよ……」

　裂傷が肩まで届き始めたが、限界まで頑張ると決めたから関係ない。

　防御壁の亀裂が大きくなったところで、さらに大きく欠けたところで、彼女のことを守り抜けるのであればどうでもいい。

「リルには噓うそだと思われるかもしれないけど本当なんだ」

　修たちが来れば大丈夫。きっとあの二人はドラマのように。アニメのように。

「あいつらがどうにかするから」

　どうとでもしてくれる。自分が守り切ったら、ちゃんと終わらせてくれる。

　そのことを誰よりも知っているからこそ、卓也は次の言葉を呟つぶやけてしまう。

「…………ああ、全く」

　直後、傍かたわらを走り過ぎていく姿が見えた。見慣れている影が一つ、二つ、三つ。

「……本当にさ」

　ベストなタイミングというものを弁わきまえている。

　計ったかのように来るのはもはや、一種の天命だろう。呆あきれるように笑いながら、

「最高だよ。お前たちは」

　心からの賞賛を贈りたくなる気持ちを分かって欲しい。

　だって一番格好いい瞬間に。一番やって来て欲しい瞬間に。あいつらは颯さつ爽そうと。

「「「　　求めるは風切、神の息吹いぶき!!　　」」」

　卓たく也やが願ったとおりにやって来るのだから。




　優ゆう斗とと修しゆうとアリーが三人同時に風の上級魔法を放った。三人分の威力を喰くらえば、黒竜といえども五○メートルは吹き飛ばされる。その隙にアリーは和泉いずみとイアンの様子を見に行き、優斗と修は卓也たちに近付くとポン、と卓也の左肩を叩たたいた。

「よく頑張ったね、卓也。お兄ちゃんが偉いって褒めてあげよう」

「さすが守りに関してはお前が一番だわ」

「遅いんだよ、バカ。もうちょっとでヤバかったんだからな。防御魔法は亀裂が入るわ端っこから欠けてくるわで、本当に死にそうだったんだから」

　卓也が軽口で返すと、優斗も修も肩を竦すくめた。

「ごめんね。道が混んでたんだ」

「馬鹿なこと言うなよ。ヒーローは遅れて来るもんだろ？」

「バーカ。そういうのはアニメとかマンガで間に合ってるんだよ」

　いつものようなやり取りに笑い合うと、修が不意に真面目な表情を浮かべた。

「遅れて登場したからまだ判断出来てないけど、全員無事なんだな？」

　ぐるりと見回すと、まずはレイナが合流した。

「私は無事だし、まだ戦える」

「アリー、他はどうなってんだ？　問題ないか？」

「イズミさんは特に外傷ありません。ノビてただけなのでビンタしたら起きられました。イアン様はすぐに治療が必要ですが、命に別状はなさそうですわ」

　和泉は意識がはっきりしたのか、しっかりとした足取りでやって来る。

　イアンもアリーに支えられながら優斗たちのところまで辿たどり着いた。

「とりあえず事情は分からんけど、あの竜をぶっ飛ばせばいいんだよな？」

　簡潔に述べれば修の言ったことで合っているので卓也が頷うなずいた。

　優斗も全員の状況を的確に把握し、

「まだ元気に戦えそうなのはレイナさんと和泉だけど……どうする？　別に僕と修だけでやってもいいけど、どうにもそういう感じじゃないんでしょ？」

「ああ、ユウトの言う通りだ。借りは返す主義だ、私は」

「さすがに今回は俺も生徒会長に同意見だ」

　レイナは当然のように、そして和泉は珍しく瞳をギラつかせた。

　関係ないのに巻き込まれたのだ。やり返すに決まっている。

「分かった。んじゃ、アリーはそいつらの子守を頼む。卓也はアリーのフォロー。怪け我がしてやばいだろうけど気合いで守れ」

　修しゆうに名指しされた二人は頷うなずく。しかし、さすがに黙っていられない御仁がいた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　リステルの問題を君たちに被せてしまうわけにはいかない。それに黒竜の強さを見ただろう!?　逃げてくれ！」

　イアンがレイナたちに同意を求める。先ほど手も足も出なかったのだ。

　彼らが来たところで絶望的な状況が変わるとも思えなかった。

　けれどもアリーが絶対の意思を込めてリステルの勇者に告げる。

「イアン様。大変失礼ではありますが、あの竜がわたくしたちに手を出した以上はこちらの問題にもなっているのです」

　大切な友人たちに攻撃を放った魔物なのだ。国という問題だけで考える必要もない。

「悪いんだけどよ。俺らの仲間に手を出した時点で、あいつを倒すって決めてんだ」

「しかしっ！　危険なことに巻き込むわけにはいかない！」

　修の言葉にもイアンは引き下がらない。だからアリーは申し訳ないと思いながらも、

「シュウ様はリライトの勇者なのですから問題ありませんわ」

　声にしたと同時、遠くで黒竜が動き出すのが視界の端に映る。

　修はイアンの腰にある剣に目をやった。

「なあ、イアン。俺らを想おもう気持ちを貰もらっとくよ。だから剣、借りていいか？　同じ勇者なら俺にも使えるだろ？」

「あ、ああ。問題ないとは思うが……そうか。やはり戦う気なのか」

　もう何を言っても無駄だと悟ったのだろう。

　イアンは腰に携えた鞘さやを手に取ると、鞘ごと剣を修へ渡した。

「この剣の名前を教えてくんねえか？」

「聖剣エクスカリバー。それが私の使っている剣の名だ」

「おお。カッケー名前じゃん」

　自分たちの世界にある剣と同じ名前だ。受け取ってから修たちは歩き出す。

「……む、そういえば先ほど剣が折れてしまったな」

　レイナが剣の入っていない鞘に手を当てた。

　魔法を使えばいいが、騎士を目指す者として剣がないのは不安でもあった。

「あれ？　レイナさんが折られるってことは結構な力でやられたってこと？」

「その通りだ。力だけで持っていかれた」

　へし折られた、という言葉そのままに技術もへったくれもなく折られた。

「レイナさんって刀を使ったことある？」

「刀剣の形をしているものは、大抵触っているぞ」

「なるほどね。だったら修、レイナさんのために武器出してあげて」

「はいよ。やっぱり騎士は剣を持ってナンボって感じだからな」

　軽いやり取りをしながら修しゆうは魔法陣を生み出し、折りたたみ、新たな武器を創り出す。

「布ふ都つの御み魂たま。普通の刀より長いけどよ、レイナなら問題ねえだろ」

　修がレイナに手渡すと、彼女は一度だけ素振りをする。

「属性付与として雷いかずち。一応は神剣のカテゴリーっぽいから、折れたりはしないはずだ」

　魔法陣から武器が生まれるのを見たのは二回目だから、レイナも平然と受け取る。

　そしてレイナは後ろを見ずとも、イアンとリルが驚きよう愕がくの表情を浮かべているのが手に取るように分かる。だから彼女は苦笑しながら前方を見み据すえた。

　優ゆう斗とたちが来たからだろうか。神剣を手にしたからだろうか。

　先ほどまでは恐ろしかった相手だが、今はもう恐怖を感じる必要性がない。

　むしろ早く倒したいとさえ思う。それは和泉いずみも同じで、二人は視線を交わして頷うなずいた。

「さて、と。一応は言っとこうぜ、優斗」

「そうだね。せっかく揃そろって大物と戦うことだし」

　大技を使っている最中にカウンターで喰くらった魔法のダメージが抜けず、未いまだふらついている黒竜の前まで来ると、修と優斗が一歩前へ踏み出した。

　そして片方は預かった聖剣を黒竜に向けて突き出すと愉快そうに笑みを浮かべ、もう片方は冷酷なまでの貫くような視線を向けた。

「なあ、黒竜！　俺らの親友を傷付けてくれた礼だ！」

「何か出来ると思うなよ。これから僕たちは問答無用、絶対的に、完膚なきまで──」

　レイナが神剣を構え、和泉も拳銃を構えた。瞬間、修と優斗は同時に黒竜へと言い放つ。




「──お前を倒してやるよ」

「──お前を殺してやるよ」





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　二人の言葉が響くのを聞いた後、リルは目を点にして驚いていた。

「タ、タクヤ。さっきシュウが魔法陣を出したら剣になってたわ」

「そうだけど。それがどうかしたのか？」

「どうかしたのか……って、どうして落ち着いてるの!?」

　修がやったことはあまりにも意味が分からない。

　少なくともリルの中にある常識には存在しない出来事だ。

　しかし卓たく也やは説明したはず、と思いながらも同じことをもう一度リルに伝える。

「いや、言っただろ。うちの勇者は規格外だって」

　ちゃんと言葉にしたのに何を驚いているのだろうか。

「限度ってものがあるでしょ、限度ってものが！」

「俺に怒鳴られても困るんだけど。やったのは修しゆうなんだし」

　それに優ゆう斗とと修の限度がどれくらいなど、自分が知るわけもない。

　というか知ったところで結局のところ、天才と化け物だと改めて思うだけだ。

「しかもあんただって聖属性の防御魔法使ってたじゃない！　上級のやつ！」

「そんなこと言ってもな。一応、俺も異世界から来てるし」

　ちょっとぐらいは異世界人としての利点があってもいいだろう。

「……どういうことなの？　あんたたちって、とんでも集団なわけ？」

「俺を混ぜないで欲しい。あの二人と一緒にされたら、さすがに胃が痛くなる」

　とんでもレベルが違いすぎる。一方でイアンもアリーから治療を受けながら質問した。

「リライトの勇者と、もう一人の人物はどれほどの強さを？」

「正確には分かりませんわ。全力を出しているところを見たことがありませんから。しかしながら黒竜程度なら、シュウ様もユウトさんも一人で対応するのは簡単でしょう」

「リライトの勇者は代々強いと言われているが…………それほどなのか」

「おそらく歴代の中でも指折りの勇者なのだと思いますわ」

　さすがに黒竜を一人で倒せる、という勇者はリライトでもそうそういなかったはずだ。

「つまりはもう一人の彼も、勇者と同等のレベルにいるということか？」

「そうではありますが、これからユウトさんがやることに対して驚かないで下さい」

「驚かないで……？　というと何か特別なことをするのか？」

「ええ、間違いなくユウトさんはやらかしますわ」

　修はあれで世界に忠実で、世界に正しい実力を持っている。

　神話魔法を使うとしても『求め──』から始まる。だが、優斗は別だ。

「彼については、御お伽とぎ噺ばなしに出てくる大魔法士とでも思っておいて下さい。おそらくはそれが一番納得出来ますし、驚かないはずですわ」

　彼を常識の枠に収めるのは無理だ。

　何せ優斗が使う神話魔法は、誰も知ることがない独自詠唱の魔法なのだから。





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　修は優斗と同時に言ったことで、ふと昔のことを思い出す。

「なんかデジャブみたいなの感じねえか？　卓たく也やが守って俺らがどうにかするってやつ」

「……ん？　ああ、去年の話だろう。懐かしいものを持ち出すな、お前は」

　ふらついている黒竜を前に余よ裕ゆう綽しやく々しやくで話す。優斗も和泉いずみと同様に懐かしさを感じながら、

「守るに倒すに殺す。和泉いずみは確か穴に落とすって言ってたよね」

「一体、お前たちは何の話をしているのだ？」

　けれど一人、レイナだけが首を捻ひねる。昨年に話したことなので彼女は知る由もない。

「与太話だよ。とはいえそれに従うのも面白そうだと僕は思う」

　ゲームの台詞せりふから始まったどうでもいい話。

　それでも何となく、あの話の流れに乗ってみようと思った。

「あの竜、どうにか取り押さえといて。一発で殺すから」

　優ゆう斗とが楽しそうに笑いながら物騒なことを言う。

「はいよ。俺は倒すってことだけど、どこかしらぶった切ればいいか」

「いいだろう。あの黒い竜はしっかりと落としてやる」

「承った。とは言ってみたが、私には何の話か分からないから先陣を切るとしよう」

　三人がそれぞれ、頷うなずいた。そして興味深げに修しゆうが優斗に訊きく。

「そんで優斗。今回はどんな魔法を使うんだ？」

「ん～、と。とりあえず宮みや川がわさん初のオリジナル詠唱でもやろうかと」

　軽い調子で嘯うそぶく優斗。正確に説明をするなら参考の魔法をそのまま使おうと思ったら使えなかったので、言こと霊だまの追加という改良が必要だっただけだが。

「おおっ。何か面白そうじゃん」

「優斗オリジナルの詠唱か。当然、期待させてもらおう」

「私もユウトの神話魔法、楽しみにしているぞ」

　修、和泉、レイナも優斗と同じように笑みを浮かべる。そして黒竜に向かって飛び出した三人と、動かずにその場で陣取った優斗の二手に分かれた。

「では、先ほども言った通り私から行かせて貰もらおうか」

　最初に動いたのはレイナ。左側から飛び込み黒竜の右足を斬り付ける。

　黒竜とて多少はふらついていても視界に映っているはずなのだが、避よける素振りすら見せないのは先ほどの戦闘でレイナを倒した自負があったからだろう。

　加えて強固な鱗うろこ、そしてＳランクと判断されるほどの強さ故に避けない……のだが、

「悪いが先ほどとは得物が違う！」

　それが間違った判断と知るのは斬られた瞬間。

　ストン、と振りかぶられた上段からの一撃が鱗を容易に斬り裂く。

『……なにっ!?』

「シュウ曰いわく神剣らしいからな。貴様の鱗など容易たやすく斬り裂ける！」

　鱗だけでなく肉をも裂き、そのまま返す剣で二撃目を入れるとバックステップで後方へと退いた。間を置かずして和泉は六発の弾丸を放ち、竜を囲むように地面へ撃ち込む。

「さあ、開け」

　そして言葉と共に弾丸から魔法陣が浮かび上がる。

「冗談で覚えておいた落とし穴を作る地の中級魔法。使い方によってはこうも出来る」

　同時に黒竜を中心として地面に穴が生まれた。

　巨体ゆえに沈み込むこともないが、それでも足が埋まるくらいは落とせる。黒竜が翼を羽ばたかせ空を飛ぼうとするが、当然のことリライトの勇者が許すわけもない。

「単純なんだな、お前って。物の見事に俺らの目もく論ろ見み通りじゃんか」

　風の魔法を使って上空にジャンプしていた修しゆうが聖剣を構える。そして、

「切り裂けッ!!」

　怒号と共に煌きらめいた聖剣が輝く刀身を伸ばし、黒竜の右翼を根元から斬り落とす。

『──ッ!!』

　黒竜の悲鳴が轟とどろくが、それに負けない声で修が叫んだ。

「ここまでやったんだ！　決めろよ、優ゆう斗と！」




　そして修の言葉が響く少し前。優斗の右手の前に一つの魔法陣が浮かび上がっていた。

『古代より脈々と連なる聖炎』

　続いてもう一つの魔法陣が左手より生まれ、二つの魔法陣が重なるように浮かび上がっていき、両手を合わせると共に、

『混じりては終しゆう焉えんの零度』

　魔法陣が弾はじけた。しかし続けて紡いだ詠唱と共に、

『刹那にて砕きは纏まとい上げ』

　弾けていった魔法陣が集い、今度は足元に先ほどより大きな陣として生まれ変わる。

『求めるは月をも穿うがつ一弓、消滅の意思』

　合わせた両手が白く輝いた瞬間、優斗は手を左右に開く。左手に光る弓が現れ、右手には弦を引いた状態になっている一筋の光る矢が存在していた。

　そして初めて言こと霊だまを創った魔法の名前を小さく告げる。

『──虚月』

　右手から矢が離れた。放った瞬間に矢は極大の光を纏い、生い茂る草どころか地面すらも大きく削りながら黒竜に向かう。寸分違たがわずして黒竜の身体の中央に突き刺さると、

「…………よし」

　一瞬だった。矢の後方から押し迫る光が黒竜に触れた瞬間、まるで存在しなかったかのように跡形もなく黒竜が消滅した。

「はい、これで終了だね」

　パンパン、と手を叩たたきながら優斗は修たちに近付く。

「やっぱり四人もいると楽だね。僕は魔法を使うだけでいいんだから」

　無駄に体力を使わないで済む。

「……あの魔法、俺には絶対に向けるなよ。いいか、絶対にだ」

　和泉いずみが先刻使った魔法の威力を目の当たりにして、あらかじめ予防線を張った。

「えっ？　和泉、それは使えっていうフリだよね？」

「違う。お仕置きで馬鹿げた威力の魔法を使われたら俺の身が持たない」

　手加減したものでも喰くらいたくない。

「私としては一発ぐらい、いいのではないかと思うぞ」

　レイナが茶々を入れると、和泉は頭を搔かきながら話題を変える。

「しかし、あの黒竜はあれか？　〝堕だ神しん〟の何ちゃらと関係があるのか？」

　姿が黒かったので、そういう可能性もあるのではないかと和泉が予想する。

　けれどレイナ、修しゆう、優ゆう斗とは首を横に振る。

「いいや。先日のパーティーにいたやつとは空気が違っていた」

「存在感が別物だったしよ。今回の黒竜は普通の魔物だろ」

「そもそも魔法も普通に通用したからね」

　三者三様の言葉を使っているのだが、幾つか和泉には理解しかねることも言われた。

「ヤバい、ヤバくない程度なら俺にも分かるが……。空気だの何だのとよく分かるな」

　振り向いて黒竜が消え去った場所を見る。

「しかし、あれだ。リステルの二人にとっては因いん縁ねんの相手が倒されたってことだが、俺たちにとっては現れて数分で倒されただけの可哀かわい想そうな魔物だった」

「僕たち目線で考えると、確かにそうだよね。いきなり攻撃されたから逆襲しただけだし」

「本来であれば、あれほどの魔物だ。誉れとなりそうな討伐ではあるのだが、一緒にいる奴やつらの問題で達成感というものはあまりないな」

　一人で倒すことが出来たのなら、格別な想おもいを抱くこともあっただろう。

　けれど各々が一度だけ攻撃して終了となると、達成感も何もあったものではない。

「そりゃ俺と優斗がいるんだから、魔王ぐらい出てこないと達成感とか無理じゃね？」

　馬鹿げた話ではあるが、これを信じられそうなのだから性た質ちが悪い。

　四人で笑いながらアリーたちの下へ戻る。すると案の定というか当然というか、驚きよう愕がくの表情を浮かべたイアンとリルのお出迎えを受けた。

「サンキューな、イアン。この聖剣、使いやすかった」

「いや、別に構わない……のだが」

　イアンはもう、どのように言ったらいいのか分からなかった。特に優斗と修だ。

　自分の聖剣を使って黒竜の翼を切り落とすし、優斗に至っては神話魔法……なのだろうか。少なくとも神話魔法と同じ威力の魔法を平然と使っていた。

　何がおかしいか、と問われたら何もかもがおかしかった。

　ただし異常な戦闘力を見せ付けられたが故に気になることが一つ。

「もし君たちが全力で戦った場合、どうなる？」

　イアンは視線を優ゆう斗とと修しゆうに向ける。いきなり問われて首を傾かしげる二人だったが、優斗は少し真剣に考えてみる。そして結論を出した。

「おそらく……といった仮定でよろしいですか？」

「ああ、構わない」

「世界がやばいですね」

　淡々と告げられた一言にイアンとリルが絶句する。

　他の面々はそんな予感がしたので驚きはなかった。

「世界……というと、セリアール全てということか？」

「ええ。修はともかくとして、僕の最強の魔法となると……下手したら扱い切れませんし、もしそうなったら世界滅亡です」

　平然と言う優斗をマジマジと見た後、イアンは笑ってアリーに頷うなずいた。

「アリシア様の言ったことがよく分かった。彼は確かに御お伽とぎ噺ばなしの存在だ」

　アリーの言葉と行われた戦闘を見ていなければ、ただの虚言と思ってしまっただろう。

「この二人を使えば国家統一も夢ではないと思うのだが……」

　少なくとも戦争になれば確実に勝てるだろう。しかしアリーは苦笑いを浮かべ、

「他国の貴方あなたならばそう思われるでしょうが、絶対に無理ですわ」

「何な故ぜだ？　彼らの力を以もつてすれば簡単ではないか？」

「だって当の二人がどのような反応をするか、わたくしは簡単に分かってしまいますわ」

　アリーが修と優斗に視線を送ると、二人は心底面倒そうに、

「だるい。そんなもん、俺は絶対にやらないからな」

「面倒。僕の子育てを邪魔するなら、誰であろうと許さないよ」

　そんな答えが返ってくる。思った通りの言葉にアリーは再び苦笑し、

「ということなので、この二人は自国防衛限定です。平和主義者ですので、無理に他国を侵略して戦争など行おうものなら、逆にリライトがシュウ様とユウトさんに滅亡させられてしまいますわ。そしてこれはもちろん、リライトの名に誓って本当のことです」

「……そうか。アリシア様が言うのであれば、疑うつもりは全くない」

　アリーが誓うのであれば、それは本当のことだ。

　旧知の間柄であり、彼女のひととなりを知っているからこそイアンは安あん堵どする。

「では、無駄な憂いもなくなったことで、少しばかり話を変えさせて貰もらおう」

　イアンは晴れやかにそう言って、卓たく也やと未いまだ寄り添っている妹に声を掛ける。

「リル、お前はこのまま国に帰ってくるか？」

　突然、話を振られてリルが驚く。

「えっ？　で、でもあたしは今、リライトに留学してるんだけど」

「お前を狙っていた黒竜は倒された。帰ってきても問題はないが」

「……あっ、それもそうよね。黒竜に狙われることはもうないんだから」

　自分がここにいる一番大きな理由は黒竜の件だった。もちろん他に理由もあるが『どうしてもリライトにいなければならない件』は終わった。リルはちらりと卓たく也やを見る。

「タクヤ、あんたはどう思うの？」

「……オレ？　いや、どう思うって言われてもな」

　卓也はなぜ自分に話題を振ってきたか分からなかったが、素直に答える。

「別にどっちでもいいよ。残りたかったら残ればいいし、帰りたかったら帰ればいい」

　あまりに軽い卓也の答え。するとリルが少し憤慨した表情を浮かべた。

「で、でもあたしを守るって言ったじゃない！」

「黒竜に襲われたからな。一週間ぐらい従者の真似事してたら、そう思ってもいいだろ」

　僅わずかな日々ではあるが、守りたいと思うほどの情は持つはずだ。それに買い物に行った時に見せてくれた表情は、気合いを一回分でも入れるに足りたとは思う。

「だ、だけどあたしがリステルに帰ったら守れないのよ!?」

「でも何かに狙われることなんてもうないだろうし、お前が残ったってオレはもう従者の真似事なんてしない。別に異世界人に守られたくもないだろ」

　あれだけのことを言ってきたのだから、どうでもいいはずだ。

　ぐっ、と押し黙るリルに卓也はさらに言葉を追加する。

「さらに言うなら、オレは他人を問答無用で貶けなす奴やつは基本的に苦手なんだよ。もちろん生まれの事情とかもあるだろうから、何が何でもお前が悪いとは言わない。だけど今のまんまだったら、オレはお前と今後関わる気はない」

「……そ、そうなの？」

「皆も同じだと思う。生まれだとか血筋だとか興味ない連中が集まってるんだ。別にオレたちとお前は友達じゃないし、お前が残るって言っても関わることはほとんどない。だからオレたちが理由で残ろうと思ってるなら、素直に帰ったほうがいいって」

　卓也に言われてリルは他の面々の様子を窺うかがう。あからさまに顔を背けていたり、苦笑いや困った表情をしていた。卓也の言ったことが真実だと彼らが示していた。

　──あたしが客だから面倒見てた。それ以上でもそれ以下でもないってことね。

　確認したけれど、自分だって理解していた。それでも驚いてしまったのは、卓也まで彼らと同じだったとは……不思議と思っていなかった。彼だけはどうしてか違うと思ってしまっていた。何な故ぜか分からないが、卓也に侮ぶ蔑べつされるのはすごく嫌だった。

「だ、だったら……」

　リルは力強い瞳で卓也を見る。

「だったら、あたしが変わればいいのね？」

「……えっ!?」

　唐突な宣言に卓たく也やが驚く。というか意味が分からなかった。

「あんたが今、言ったことよ。あたしが変われば残っても問題ないわよね？」

「いや、まあ、確かに問題ないけど……。変えられないだろ、普通はそういうの」

「変わってやるわよ。あたしはこれからもタクヤと関わるから変わってみせる」

　力強く言ってのけた。変わると自分自身で決めて、変わると自分自身に誓った。

　ならば出来ないことはないだろう。リルは荒こう唐とう無む稽けいな夢を描いたわけでもなく、自分の意思一つでどうとでもなることを望んだのだから。

「そうは言っても、本当に出来るのか？」

「疑うなら証明してやるわ」

　リルは胸元にあるペンダントを取る。そして兄に宣言した。

「お兄様。これからすることに対しての証人として見ていて下さい」

　妹の行動が何を示すか分かったのか、イアンは顔を僅わずかに顰しかめる。

「リル。本当にそこまでするのか？」

「あたしの本気を見せないとタクヤは納得しません」

「……まあ、問題になるとは思うが、自分でどうにかしろ」

「分かってます。だけど、そうしたいと思ったから仕方ありません」

　他の人たちには分からないやり取りが行われた。

　けれど誰かが何か言葉を発する前に、リルは卓也の真正面へと立つ。

「タクヤ、少し屈かがみなさい」

「……？　よく理解してないけど、とりあえず分かった」

　素直に屈むと、卓也の首にリルがペンダントを掛ける。

「これ、何だ？　というかリルは何をしようとしてるんだ？」

「次は……えっと、目を瞑つむりなさい」

「いや、その前にこれが何なのかを──」

「いいから目を瞑りなさい！」

　リルの声に押し切られて、渋々とではあるが目を瞑る卓也。

　彼が目を瞑ったことを確認すると、リルは大きく深呼吸をして宣言する。

「これより、タクヤを生涯の隣人とすることを誓います。彼かの者にいかなる困難があろうと、側そばに寄り添い支えることを誓います。彼の者がいかなる災厄になろうと、信じ続けることを誓います。彼の者にいかなる不幸が降りかかろうと、助け続けることを誓います」

　そして前に一歩出て、卓也の頰ほおにキスをする。頰に触れた感触に驚いた卓也が目を開き、状況を確認した瞬間──顔を真っ赤にして後ずさった。












「え……っ!?　はぁっ!?　い、今のは何なんだよ!?」

「言ったじゃない。本気を見せるって」

「何だそれ!?　これの何が本気なんだよ!?」

「私の国に伝わってる『誓いの言葉』よ」

「こっちはセリアールに来て半年ちょっとしか経たってないんだ!!　知るか!!」

　あまりの出来事にテンパっている卓たく也や。

　頰ほおに受けた柔らかい感触に頭の中がぐちゃぐちゃになる。

「知るか……って何よ!!　せっかく『誓いの言葉』にキスまでしたんだから!!」

　口喧げん嘩かを始める二人。それを尻目にアリーはイアンに訊きいてみた。

「今の『誓いの言葉』とは、どのような意味があるのですか？」

「古来より大切な人に贈る言葉、と我が国で伝わっているものだ。自分の物を贈ると同時に告げることで『貴方あなたが大切です』という意味を持たせる言葉であって、生涯に一度しか使えない言葉なのだが……」

　困ったようにイアンは頰を搔かく。

「最近はプロポーズによく使われている」

「……あ～、納得だわ。それっぽい言葉だもんな」

「確かにプロポーズと取れますわね」

　修しゆうもアリーも内容的に同意し、

「というか僕はそういう意味だと思ってたよ」

　優ゆう斗とはそれ以外には考えられないと口にした。

「中々にロマンチックな台詞せりふだと私は思うぞ」

「俺的には面白い風習が残っているものだと感心した」

　レイナも和泉いずみも同じように納得し、言い合っている二人をしみじみと見物する。

　おそらくリルの意味合いとしては前者とはいえ、よく言ったものだと思う。

　和泉としてはリルの行動が不思議なこと、この上ない。

「出会って一週間しか経たってないのに、何が原因で言ったんだろか。少なくともこき使っていた相手に対して捧ささげる言葉じゃないだろう」

「卓たく也やが一生懸命に守ったのが原因じゃね？」

　修的にそれだと思う。けれど優斗が、

「う～ん。吊つり橋効果ってやつかな？」

「吊り橋効果？　それはどのような意味だ、ユウト？」

　レイナが聞き返すと、優斗は丁寧に説明を始める。

「今回の場合をモデルに解説すると、黒竜に襲われて心臓がドキドキしているのを卓也にドキドキしていると錯覚したこと」

「……駄目ですわ、ユウトさん。それではロマンがありません」

　あまりにも感動がなくてアリーが却下した。

「そんじゃ、どうするよ？　もうちょっとドラマチックに言うとしたら、どうなんだ？」

「運命でいいだろう。むしろそれ以外の言葉は当て嵌はまらない」

　和泉が決め付けるように言うと、レイナが賛同した。

「私としても吊り橋効果とやらは面白味がないから、それでいいのではないか？」

　レイナが確認を取ると全員が同意する。

「いいんじゃね？　吊り橋効果よりはよっぽど、似合ってると思うぜ」

「運命という言葉を使ったほうが、当然のことロマンがありますわ」

「まあ、そうだね。少なくとも吊り橋効果って言うよりは良い理由だと思う」

　と、ここで和泉が優斗に耳打ちをする。

「運命と言ったには言ったが、王族はチョロインである必要でもあるのか？」

　アリーのことをちらりと見ながら、和泉が可お笑かしそうに言う。

「どうだろうね。とはいっても、僕たちの王女様もチョロかったか」

　修に一ひと目め惚ぼれしている王女を知っているので、意外と間違いではないのかもしれない。

　優斗と和泉は未いまだに舌戦を繰り広げている二人と、何も進展がない二人のことを見て思わず笑みを浮かべてしまった。






第三話






　一〇月も半ばになった頃。修しゆうとクリスがギルドから出ていく姿があった。

「よっしゃ。これでギルドランクも上がったし、小遣いも増える！」

　ほくほくした様子で修が報酬金を財布に入れる。

「そもそもシュウはどうでもいい物を買いすぎなんですよ。少しだけでもいいので、ユウトやタクヤを見習ってみてはどうですか？」

「そうは言ってもな。面白そうな物があったら、買ってみたくなるだろ？」

　この世界に来て半年以上は経たったが、それでも珍しい物は多い。

　であれば買ってしまうのは仕方ない、というのが修の言い分だ。

「それで貴方あなたが自身の部屋をしっかり片付けるのなら、一応は納得もしてあげましょう。ですがシュウの部屋を片付け、掃除しているのはタクヤでしょう？」

「だって甘やかしてくれるなら、極限まで甘えたくなるじゃん」

「……全く。どうやらタクヤにも問題がありそうですね」

　卓たく也やも卓也で世話焼きが過ぎる。少しは厳しくしなければ駄目だろうとクリスは思う。

　──まあ、タクヤだからこそ甘えているのもあるのでしょうが。

　甘やかし上手と言えばいいのか、どうにもそういう雰囲気が卓也にはある。

　と、ここで修が通りすがりの剣士に目をやった後、別の話題を振った。

「そういやこの間、リステルの勇者が聖剣っていうのを持ってたんだけどよ。聖剣って普通の剣とは違うのか？」

「おや、珍しいですね。シュウが武器に興味を示すなんて」

　修は剣や弓、槍やりなどを興味深そうに見ることは多い。けれど剣は剣であって、それ以上のことに興味を持ってはいなかった。一体、どうしたのだろうかとクリスが聞き返す。

「いやさ。〝名剣〟だの言って使ってる奴やつらがギルドにもいるだろ？　この間、イアンから借りて聖剣を使ってみたんだけど、何かしら違いがあんのかなって思ったんだよ」

　普段、修は普通の剣を使っているが、違いは何なのかふと気になった。

　クリスは講義するかのように名剣と聖剣の違いを説明し始める。

「これは他の三人は理解していることですが、シュウが知ろうとしてくれたことが嬉うれしいので、しっかりと説明させて貰もらいます。まず名剣とは魔法科学によって属性を付与されている剣です。宝玉が付いているので分かりやすい目印になるかと思います。一方、聖剣というのは精霊の加護により、属性の付与がされている剣のことを言います」

「……ん～？　違いってあるのか、それ？」

　修が聞く限りでは大きな違いがなさそうな気がする。

「名剣は魔法の一種ではありますが、聖剣は魔法に属していません。また聖剣は希少性がありますので、買う場合は名剣と比べて金額が跳ね上がりますよ」

「じゃあ、聖剣は精霊術ってことになるのか？」

　魔法でないのであれば精霊術なのだろうと単純に修しゆうは思ったが、どうやら違うらしい。

「正確なところを言えば、精霊術そのものとは言えませんね。加護で補助をしてくれているだけなので、使用者が精霊術士である必要がないのですよ」

　もちろん優ゆう斗とのような精霊術を扱える人間が聖剣を扱えば、精霊術と言ってもいい。

　けれど加護だけであれば精霊術とは呼べない。精霊との意思疎通がないからだ。

「それに加護の度合いにもよるのですが、精霊の補助があるので命中率といった点で名剣は聖剣に劣りますよ。名剣はあくまで自分自身の技量でどうにかしないといけませんから」

　そういった違いがある武器も存在する。

「なるほどな。そんじゃ、もし小遣い貯たまったら名剣でも買ってみるかな」

　特殊な武器というものは、使うだけで面白いだろう。

　修としては買ってみようと思うぐらいには興味も生まれた。

「ですがシュウの場合、等級の高い宝玉を使わなければ割れてしまうのがオチです」

　純度が高くなければ、宝玉に込められる魔法も魔力も高が知れている。

　そして修の場合、相当な加減をしなければ割れること間違いない。

「うわ～、そりゃあんまり便利じゃねえな」

「大半の人には便利ですから。一部の人だけですよ、便利じゃないと言ってしまうのは」

　くすくすと笑うクリスに、修は苦笑いを浮かべながら頭を搔かく。

　これ以上話すと何度もクリスにからかわれそうなので、修は再び話題を変える。

「しっかし、あれだな。リルも短期留学を卒業まで伸ばすとか、随ずい分ぶんと大胆なことをしたもんだ。簡単に変更出来たりするのか？　そういうやつって」

「彼女は王族だけあって、普通に考えれば難しいはずです。ですがここまで簡単に許可を得たとなると、リステル王が彼女のお願いを好意的に受け止めた、ということでしょう」

　と、ここでクリスは少しだけ考えるような仕草を取る。

　──しかし好意的に受け止めた理由が何か、という疑問は残りますが。

　お転婆で強情な〝激烈王女〟が自分の意思で留学の延長を申し出た。何かしら思うところがあって願い出たとあれば、親とすれば成長したと感慨深いはずだ。

　だがそれだけで本当に留学の延長を許可するだろうか。

　クリスの感覚としては他に何かがある、と疑ってしまう。

　──たとえば『誓いの言葉』を掛けた卓たく也やを、籠絡するため……。

　異世界人は王族よりも数が圧倒的に少なく、希少な存在だ。隣国のリステルでは異世界人の召喚が出来ない以上、連れてこられるのであれば連れてきたい存在だろう。

　特にリライトは異世界人に甘い上、勇者以外にも三人いる。一人ぐらいはと思ってしまったとしても仕方のないことだろう……と、クリスは頭かぶりを振る。

　──どうにも邪推になってしまいましたね。

　リステル王は良き王だとクリスは聞いている。であれば今のクリスの考えは邪推だ。

　そもそもリルが何かしら命令を受けて行動するとしても修しゆうや優ゆう斗と、アリーに隠し通せるわけがない。彼女の性格は隠し事に全く向いていないのだから。

　親であるリステル王がそのことを理解していないはずがない。

「クリス？　いきなり考え込んだりしてどうしたんだ？」

「いえ。無駄に邪推して無駄に心配してしまっただけです」

「……？　まあ、よく分からんけど分かった」

　修はハテナマークを灯ともしながらもクリスが言うのだからそれ以上、訊きくことはしない。

　そして二人して前を向いたところで、見慣れた少年の見慣れない姿が目に映った。

「あれ？　あそこにいるのはユウト……ですよね？」

「ユウト……だよな？　何であいつボロボロなんだ？」

　クリスと修は顔を見合わせる。断定できなかったのは服装がボロボロになっていたから。

　怪け我がをすることはあれど、服装が汚れることはほとんどない優斗。つまり彼の服は一、二箇所ほど穴があいたり切られていることはあっても、汚れていることはほとんどない。

　けれど今の彼の服は汚れて、幾筋も切られて、ボロボロになっている。

　しかも難しい様子で顔を顰しかめ、疲れているようにも思えた。

「おーい、優斗。どうしたらそんな風になったんだ？」

「珍しくボロボロですが、一体何があったのですか？」

　仲間の声に優斗は反応すると、顰めっ面に困惑した様子を追加させた。

「……何て言ったらいいのか分からなくて凄すごく説明し辛づらい。というか僕自身、色々と意味不明なことになったから、考えが纏まとまったら皆に伝えるとするよ」

　やらかした、という意味だろうか。だが優斗だけに信じがたいことではある。

「もしやユウトが何かしらの失敗をした、ということですか？」

「そうじゃないよ、クリス。失敗はしてないし、むしろ成功したと言ってもいいぐらいなんだけど……。いや、成功しちゃったから面倒になったと言うべきかな」

　優斗は大きく溜ため息を吐くと、手を振って帰っていく。修とクリスは顔を見合わせて、

「成功して面倒になったって……どういうことだ？」

「さあ？　ですがユウトのことです。いずれは教えてくれることでしょう」

　意味は分からないが彼のことだ。悪いことではないのだろう。

　そのことを教えて貰もらう時は自分たちもきっと驚くだろうが、どうせ優斗がやったことだからで最終的には納得する気がしていた。




　そして修しゆうとクリスはレグル邸に戻ると、庭で距離を取り向かい合った。修は剣を抜き、クリスは細剣を抜く。今日一番の目的はこれで、ギルドの依頼は肩慣らしでしかない。

「そんじゃ、手を抜くなよクリス」

「貴方あなたに対して加減するなどあり得ません。全力で挑ませて貰もらいます」

　そもそもは優ゆう斗とと卓たく也やが二人でギルドに行ったことを知った修が無理矢理にクリスを連れてギルドへ行った際、依頼が早く終わってしまい暇なので戦ったことが発ほつ端たんだ。

　それ以来、二人は時々ではあるがこうやって稽古のため手合わせをしている。

「それでは参ります」

「おう。いつでも来いよ」

　真剣な表情のクリスは右腕を引き、笑みを浮かべる修は自然体のまま。

　次の瞬間、クリスは一投足に飛び込み右腕を突き出した。

「おっ、前よりも速いな！」

　修は垂れ下げていた右手の剣を無造作に振り上げ、クリスの細剣を弾はじく。

　しかしクリスは踏み出した左足を起点に、弾かれた細剣の反動も利用して器用に時計回りすると、そのまま横薙なぎをした。修はそれを握っていない部分の柄で受け止め、左足を振り上げてクリスの右腕を蹴り飛ばそうとする。

　だがいち早く察したクリスはしゃがみ込んで回避した。

　修の蹴りが髪の毛を擦かするが、構わず真横に細剣を走らせる。片足で立っている修の右足を狙ったもので、躱かわすにも防ぐにも難しいと思われる一撃。

　だというのに修は笑みを深くすると、読んでいたとばかりに蹴り上げた左足を急降下させ、細剣の平たい部分を思い切り蹴り付けた。切っ先が地面と触れると同時に、修が蹴り付けたままクリスが細剣を操れないように押さえ込む。

　そのことに気付いたクリスは慌てて細剣を手放そうとするが遅かった。

　修は剣をクリスの首筋に当てる。

「上出来じゃん。前よりも洗練されてるってことが、戦ってよく分かった」

「未いまだ貴方の戦い方には慣れませんが、剣を持っている勝負で蹴りの二連撃はあり得ないと常識的なことを考えた時点で自分の負けですね」

　一度目の蹴り上げは躱した。だが躱した蹴りを振り下ろし、あまつさえ細剣に狙いを定めるなんて普通は考えようともしない。そして、それを出来るのが彼の実力だ。

「全く。勝負というのは奥深いものだとしみじみ、思わされますね」

　そう言ってクリスは修から距離を置いた。

「ではもう一度、立ち会って下さい」

「あれ、もう一回やんのか？　珍しいな、クリス」

　勝負をする時は毎度、一回だけ。なのに、もう一度とは修が言った通り珍しいことだ。

「次は貴方あなたが勝ちたいという〝意思〟を持って立ち会うこと。お願いできますか？」

　瞬間、修しゆうの表情が変わった。クリスの言った意味に気付いたからこそだが、

「この場で、お前に向けるようなもんじゃないんだけど？」

　鍛たん錬れんのための勝負だから修も楽しいし、楽しむことが出来る。

　だがクリスが望んだことは勝負になり得ない。

「分かっています。ですがその差を知る必要があるんです」

　本当に嫌だったらやらなくてもいい。けれど、

「自分の肌で感じ取ることに意味があると、分かってくれますか？」

　クリスには知って、理解しておきたいことがある。だから修にお願いをした。

「……ったく、分かったよ。クリスが望むならやってやる」

　修は頭を搔かきながら了承する。どのような意味があるのか分からないが、クリスが必要だとするのならばやってやろう。

　クリスは感謝して頭を下げると、再度構える。修も剣を収めるように左の腰に構え、

「そんじゃ、行くぞ」

　言ったと同時、身体を霞かすませた。かろうじて見えた彼の姿に対して、反射的に細剣を横に振るったクリスだが当たったような感触はない。

「これで終しまいだ、クリス」

　耳元で呟つぶやかれたと思うと、修は後ろに立っていて首筋へ剣が置かれていた。

　クリスは何をされたのか全く分からなかったが、それでも一度も剣けん戟げきが響く音がなく戦ってすらいないとは理解した。

「なるほど。勝負の範はん疇ちゆうにないというのは、このことを指すのですね」

　名立たる剣士よりも、圧倒的な先にいる。この世界で剣聖と呼ばれている人物よりも、天下無双と呼ばれている人物よりも、絶対に格上だと断言出来る存在。

　同世代では優秀であろうクリスさえ、全く意に介さないほどの実力だった。

　一方で修は少し黙ったクリスに慌てて声を掛ける。

「だ、だけどあれだぞ！　ほら、俺ってばこういう才能を持ってるんだからよ、落ち込む必要はないんじゃね!?」

「何を言っているのですか？　自分から頼んだことで、落ち込むはずがないでしょう」

　内うち田だ修の実力の一端を肌で感じた。それだけのことに劣等感を覚える理由はない。

「とはいえ自分はレイナさんのように、追いつける場所にいるとは思えませんでしたね」

　ふむ、とクリスは自分自身のことを分析する。あれほどの実力差は何をやっても覆せないだろう。クリスの言葉に多少、落ち込んだ表情を浮かべる修ではあるが、

「ですが追い掛けない、ということも考えていませんよ」

「……えっ？　そうなのか？」

「当然です。自分も目指すべき場所がありますから」

　知りたかったのは追いつけるかどうか、ということ。

　ただ別に追いつけないからといって、追い掛けないわけではなかった。

「それに自分が強くなった分だけ、シュウも楽しいでしょう？」

　至上の天才に同等は一人だけしか存在しない。しかし同等でなくとも視界の端に映っていれば、彼にとっては十分に楽しめる相手となるだろう。

「自分が頼んだことです。貴方あなたを失望させるわけがないですよ」

「──っ!!　クリス～っ!!」

　殺し文句のような言葉に、修しゆうは歓喜のあまり抱きつく。

　それが本当に嬉うれしそうで、クリスは苦笑しながら修の頭をポンポンと叩たたいた。

「はいはい。それでは鍛たん錬れんも終わりましたから、和泉いずみのところへ行くとしましょうか」




　と、言ったはいいのだが。未いまだくっついて離れない修を引ひき摺ずって、和泉の研究室まで歩くのは骨が折れた。ドアを開けて中に入ると、拳銃を弄いじっていた和泉が顔を上げる。

　そして二人の様子を見て目を瞬かせた。

「おおっ、クリスが修をデレさせた……というかデレデレだな。何を言ったんだ？」

　問い掛けに対しクリスは今し方、伝えたことを和泉に教える。












「それは修しゆうにとって殺し文句にも等しいな」

　和泉いずみはくつくつと笑い、コーヒーを二人に差し出す。

　飲み物が出てきたことで、やっと離れた修とクリスに和泉は話し掛ける。

「そういえば拳銃は一応、完成に近付いた。だから次に何を作るか考えたい」

「また珍しい武器を作るつもりですか？」

「いや、武器でも何でもいい。この世界にはない、面白そうだと思ったものを作りたい」

「しかしこの世界にない、となると自分は役に立ちそうもありませんね」

「いや、そんなことはない。クリスが不便だと感じることでもいい」

　それを解決するための物を作ったとしても、この世界にないのは間違いないのだから。

「となると……そうですね。たとえばですが、身体強化の魔法に対して魔法具を用いることによってデメリットなしで使用可能にする、というのはどうでしょうか？」

　クリスが一案を示すと、和泉の瞳が輝いたのでそのまま説明を始める。

「先ほどシュウと手合わせした時、シュウの速度が人間離れ……というよりは、シュウですら通常では出せない速度だということに気付きました」

　人間を超えている……どころの話ではない。

　あの速度を自身の身体能力で出していたら、人類ではないと断言出来る。

「つまり魔法が関連している……ということか？」

「ええ。最初は身体強化の魔法かとも思ったのですが、どうにも違います。無論、あれはあれで何かしらの魔法なのでしょうが……」

　あれは動き出しから終わりまでが一連の魔法のようだ、とクリスは思い返して気付く。

　つまり自分でも出来るのではないか、と考えたところで、

「おっと、話が逸それてしまいましたね。それで身体強化の魔法において問題となるのが、身体が強化した負荷に耐えられないことです」

「耐えられない？　強化してるってことは、大丈夫なんじゃねーの？」

「違います。上う手まくやったとしても、頭痛と筋肉痛が凄すさまじいそうですよ」

　だから使う人間はいないし、誰も使おうと思っていない。

「今はもう廃れた魔法といっても過言ではありません」

　デメリットが大きすぎるので、使う者はどこにもいない。

　しかしクリスが言ったことをそのまま信じるのならば、

「要するに火事場の馬鹿力を魔法でやっている、ということか」

　脳のリミッターを外して、普段では出せない力を引き出す。

　けれどそれをデメリットなしに出来るのであれば、なるほど便利だと和泉は思う。

「それは面白そうだ。あともう一つぐらい、やってみたいと思っているんだが……」

　他に何かないだろうかと和泉が訊きくと、修は名案が浮かんだとばかりに手を挙げた。

「はい、はい！　カメラとかいいんじゃね!?」

「……カメラ？」

　のっけから想定外の方向だったので和泉いずみは首を捻ひねった。

「ほら、この世界って写真がないだろ？　人物とか風景とか、全部が絵だし」

「……確かに。クリス、カメラというものに聞き覚えはあるか？」

「かめら……ですか。自分も聞き覚えがない言葉ですね。それにシュウが言っている通り、風景も人物も描くことは普通ですね」

　しかし修しゆうたちが言っている物は違うのだろう。クリスも興味が生まれる。

「動画はどうなってんのか知らんけど、写真って要するに紙に風景を焼き付けてるわけだから、魔法でどうにかなりそうな気がするだろ？」

　修の提案に和泉は顎に手を当てて思案する。確かに動画は難しいだろうが、写真であれば作れる可能性はある。そのままでは作れないとしても、似たようなことは出来るはず。

「……面白い。挑戦する価値は十分にある」

　和泉はニヤリと笑い、修に頷うなずきを返す。

「明日からは身体強化のデメリットをなくす研究と、カメラ作りに洒落しやれ込むとしよう」
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　一方で優ゆう斗とは素直にトラスティ邸へと帰っていた。

　そして風呂に入って着替え、広間に顔を出すとエリスとマリカ、フィオナがいた。

「ボロボロだったけど、一体何をやってたの？」

　義息子むすこが帰ってきたと思ったら、服は汚れているし所々が切れている。

　これで心配しない義母はいないだろう。けれど義息子は苦笑いを浮かべて、

「ちょっとばかし戦っただけです。怪け我がは一切ないので安心して下さい」

　そう言った優斗の顔をエリスはまじまじと見る。どうやら辛つらそうな雰囲気ではなく、何かを誤魔化している様子もないので、エリスもこれ以上は問い詰めることを止やめた。

「ところで明日、保護者会があるっていうのはユウトも知ってるわよね？」

　エリスは気分を変えるように、明日のことを口にした。リライト魔法学院にも保護者会、というものはある。その際、保護者は授業を見ることも可能だと優斗は聞いている。

「それは知ってるんですけど、もしかして来るつもりなんですか？」

「当たり前よ。娘と義息子がいるのに、行かないはずないでしょう？」

「マリカは……まあ、家政婦長のラナさんがいれば問題ないかもしれませんけど、守衛の人数的に問題があると思いますよ」

　近くに控えている年配の家政婦長に、優斗はちらりと視線を送る。

　彼女は長年、トラスティに仕えている家政婦でありエリスも全幅の信頼を寄せている。

　ラナであれば別にマリカのことは問題ないのだが、義母が学院へ来ることによって割かれる護衛のことを考えれば気にしないわけにはいかない。

「まあ、ユウトの心配はもっともよね。まだ守衛の追加も来ていないんだから。だけど安心していいわよ、マリカも連れていくから」

「……マジですか？　というか、どうしてそんなことに？」

「ほら。我が王もついでにマリカの成長具合を見たいらしいのよ」

「そうなると……全く、先に言って下さい。王城にいる騎士の護衛で移動するんですね？」

　頷うなずくエリスに対して、優ゆう斗とは大きく溜ため息を吐いた。

「あの、優斗さん。何か問題があるんですか？」

　エリスからちゃんとした理由を聞いたというのに、それでも面倒そうな優斗を不思議に思ったフィオナが尋ねる。けれど答えは単純明快なものだった。

「……たまには平穏に過ごしたい」

「あのね、ユウト。異世界に来た時点で平穏なんて捨てなさいよ」

「面倒事が来るのと面倒事を作り出すのは違うんです」

「変わらないわよ。それにお友達のせいで平穏なんてないんだから、別にいいじゃない」

　そう言われるとぐうの音も出ない。

「……ああ、もう、分かりました。ただ、マリカを連れてくるなら僕のことを『パパ』と呼ばせないように気を付けて下さいね。噓うそを考えるの面倒ですから」

　何気なく優斗が言ったことにマリカが泣きそうになる。

　おそらく『パパと呼ばせないで』に反応したのだろう。

「……あぅ～」

「──っ！　ち、違うよマリカ！　パパはマリカのパパだからね！」

　娘の様子に気付いた優斗は、慌ててマリカをフィオナから預かって抱き上げる。

「ぱ～ぱ？」

「そうだよ。マリカのこと、嫌いになんてなってないから」

「……っ！　あいっ！」

　ぎゅ～っと抱きしめられて安心したのか、ニコニコするマリカ。

　優斗は安あん堵どしてほっ、と一息吐く。

「ホント、パパっていうのは迂う闊かつなことを言えないから大変ね」

「……大体が義か母あさんのせいじゃないですか」
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　リライト魔法学院で参観出来る授業は実技の時間。今回は武具を扱っての実技指導の時間なのだが割と自由に動けることもあって、親と話す生徒もちらほらと見られる。

　とはいえ普通の参観よりは独特の緊張感があった。その理由の一つが一部の貴族によって作り出されている。学院の成績が良ければ出世コースにも乗れる可能性は高い。

　文武両道ならば尚更、だ。しかも貴族の親には体面を気にする者もいる。つまり社交の場と勘違いしている数人のせいで空気がおかしい。とはいえ、そんな空気を全く読まずに行動する生徒もいる。その一人であるココは平民の友人であるリーネに相談を受けていた。

「えっと、お母さんがアリーに挨あい拶さつしてもいいのか、ということです？」

「そうなんです。だけどご挨拶したら気分を悪くさせるんじゃないかって……」

「アリーはそんな気分屋じゃないですよ？」

　ちゃんと律儀に対応するはずだ。しかしリーネは不安要素がまだあるようで、

「それとですね、こういう場で挨拶するのは娘のために胡ご麻まを擂すっているんじゃないかって、他の方々に勘違いされるのも嫌みたいで……」

　彼女の母親は単純に王女様へ挨拶をしたいのだろう。

　だからといって、その行動が他の人たちから別の意味へ捉えられてしまう可能性もある。

　なのでリーネはココへ相談しているのだが、ココは何を気にしているのか分からない。

「別に大丈夫です。そもそもアリーの場合、見抜きますし」

　蝶ちようよ花よと育てられた温室栽培の王女ではない。不審な部分があれば見抜くだろう。

「というより、わたしとしてはリーネさんがアリーと友達になって直接言ったほうが、余計な面倒もなくて手っ取り早いと思うんです」

「む、む、無理ですよ！　私とアリシア様がお友達なんて……っ！」

「だってわたしとフィオとは友達なんですから、王族も大丈夫ですって」

　先日、自分とも一緒に遊ぶことが出来た。であれば王族まであと一歩だ。

「王族と平民が友達じゃ駄目、なんて規則はありませんよ？　ほら、シュウやタクなんて普通にアリーと話してるじゃないですか」

　今のところ、彼らは平民として話が通っている。もちろん裏工作によって爵位を持つ家系になっているし、パーティーに参加しているので何人かの貴族は彼らの立場を理解している。だが説明する必要はないので、大半のクラスメートは平民と認識したままだった。

「シュ、シュウ君とかは変人だから……」

「それじゃ、リーネさんも変人の仲間入りをすればいいだけです」

　簡単に言いながらココは笑い声を漏らす。

「それに見た目から高貴っぽいって勘違いされてますけど……」

　そういった立ち振る舞いを見せることが多いから、分からないだろうけど。

「わたしにとっては聞き耳立てながら、いつ来てくれるか待ってる可愛かわいい王女様です」

　ふと聞こえた会話に耳を澄ませて、来るのだろうかと待ち構える。けれど流れが少し変わって、友達が出来るかもしれないと思ったら少しそわそわとしている。

　こんなに可愛かわいい王女は他にいないとココは思う。

「……えっと、ココ様。本当にそうなんですか？」

　信じかけているリーネに、ココは頷うなずきを返して耳打ちする。

「だったらアリーが内心、どう思ってるか喋しやべってあげるので一緒に行きましょう」

　ココはリーネを連れてアリーのところまで歩いていく。

　もちろん来たことが分かったアリーは振り向いて佇たたずまいを整える。

　ココに肩をポン、と叩たたかれたリーネは意を決してアリーへ声を掛けた。

「あ、あの、アリシア様」

「はい！　何でしょうかリーネさん！」

　力強く応答したアリーの態度に、リーネはココへ通訳をお願いする。

「えっと、今のアリーは『もしかして友達になって欲しいって言ってくれたりするのでしょうか？　嬉うれしいですわ！　ですがその場合、了承の勢いはどうしましょう？』です。あまりにも気合いを入れて了承をしたら、引かれないか心配ってところです」

　ニヤニヤしながら暴露するココに対し、アリーは大きく動揺した。

「……コ、ココさん？　どうして人の心中を話しているのですか？」

「そのほうがリーネさんも安心出来ると思うんです！」

　だが言葉とは裏腹に、表情が悪戯いたずら成功だと物語っている。

「わたくしをからかうのはその口ですか！」

　アリーは一息でココに近付くと、彼女のほっぺたを引っ張る。

　友達同士のじゃれ合いの最中、不意にリーネから笑い声が聞こえた。

「ふふっ、アリシア様ってやっぱりお茶目なんですね」

　この国の王女であるアリシア＝フォン＝リライト。リライトの宝石と呼ばれるほどの美しい容姿に、どのような時でも王族であると証明しているかのような存在感。

　それが平民の知っているアリシア＝フォン＝リライトだ。

　けれど同じクラスであるリーネたちは違う。聞き覚えのある姿だけではなく、全く別の一面もあると知っている。いつもは遠目からだが、今は目の前で見ている。

　それが何な故ぜか可お笑かしくて、リーネは笑ってしまった。

「アリシア様。これから大変失礼なことを言いますが、よろしいでしょうか？」

「……は、はい。全く失礼とは思わないので、どうぞ言って下さい」

「私とお友達になってくれると嬉しいです」

「──っ！　はい、もちろんですわ！」

　多少は緊張したリーネだったが、アリーの即答に緊張はすぐ霧散してしまった。

「あの、アリシア様？　もう少し疑ったほうがよろしいのでは？」

「どうしてですか？　ココさんとフィオナさんが友達の時点で、問題ない御方なのは理解していますわ。わたくしとて、日々の生活でリーネさんが問題ないのは分かっています」

　そもそもリーネに問題があれば、最初からアリーか優ゆう斗とが止めている。

　しかし止めなかったということは、彼女が良い人だという証あかし。

「アリー、よかったです。今度は一緒に遊びに行けますよ」

「本当に嬉うれしいですわ。それにわたくし、初の平民のお友達ですし」

　この言葉にリーネは少しだけ首を捻ひねる。

　自分が平民で初めての友達……ということは、修しゆうたちは一体何なのだろうかと。

「ではリーネさんのお母様へ挨あい拶さつに伺いましょう」

　しかし意気揚々と歩き出すアリーに驚いてしまい、リーネの疑問はすぐにどこかへ飛んでいってしまった。




　一方、優斗たちは出番が終わってから、のんびりと他の生徒の試合を観戦中だ。

「おい、優斗。あれ見てみ」

　修が指し示す場所。そこにいたのはリルと卓たく也やに、

「……何やってんの、あの人たち」

　リルの兄であるイアンとアリーの父親──王様だった。

「あれって一応、リステルの勇者とうちの国の王様だろ？」

「間違いなくそうだよ」

「王様はいいとしても、勇者って簡単に国から出てこれんのか？」

「知らないよ。もしかしたら伝えることがあって、来ただけかもしれないし」

　和やかに談笑しているところから察するに、大事な話になっていないと信じたい。

　しかも彼らの周りにいる貴族の親たちが王族の姿に気付き、何人かは話し掛けようとしている。しかし、一つ失敗をしてしまえば一巻のお終しまいなのは間違いないだろう。

「そういやおばさんはもう来てんのか？」

「もう来てるよ。フィオナがあっちで話してる」

　二人が視線を移せば、フィオナたちが和やかに話している姿があり、こちらも下級の貴族親子が幾人か機会を窺うかがっている。特に息子を持つ親としては、フィオナと恋仲になったり、婚約でもすれば儲もうけものだと考えているのだろうか。

　無論、周囲にいる人々からは、好意的に見られてはいないが。

　と、フィオナたちのことを見ていた修があることに気付いた。

「なあ、優斗。マリカがず～っとお前のことを見てんだけど、どうすんだ？」

　優斗が愛まな娘むすめに目をやると、確かにじっと見ていた。

「行ってやったほうがいいんじゃねーか？」

「だね。あの場所には行きたくないけど、行かなかったらマリカが泣くだろうし」

　このままずっと留とどまってマリカに泣かれるのだけは避けたかった。

　優ゆう斗とは立ち上がると歩いていく。エリスが近付いてくる義息子むすこに気付いた。

「ユウト。さっきは格好良かったわよ」

「ありがとうございます」

　エリスが親しげに話し掛けると、先ほどから彼女たちへ話し掛けるチャンスを窺うかがっていた貴族たちの視線が優斗に集まる。値踏みされているような嫌な視線だった。

「今のうちに慣れておきなさい」

「大丈夫です。もう慣れていますから」

「……そうだったわね」

　義息子の過去を思い出してエリスが少し暗くなるが、それを壊すようにマリカがエリスから身を乗り出すよう優斗に手を伸ばした。

「あぅっ。あうっ」

「あら？　マリカが貴方あなたに抱っこして欲しいって言ってるわよ」

　昨日のことがあったからなのか、いつもより懸命にマリカが手を伸ばしている。

「エリス様。さすがに授業中ですので」

「……ユウト。エリス〝様〟って何かしら？」

　思わず優斗を睨にらみ付けるエリス。

　義母の鋭い視線に義息子は多少狼狽うろたえたが、

「……いや、本当に勘弁して下さい。周りに人がいるのですから」

「それって私にとっては関係ないわね」

　案の定、エリスは引かない。優斗は声を小さくして、

「……エリスさん」

「誰のことかしら？　私はそんな風に呼ばれても反応しないはずよ」

　優斗も分かってはいる。彼女が義母になってからというもの、名前で呼んだ時は拳げん骨こつをお見舞いされたぐらい、エリスは義母という立場を大事にしている。

　とはいえ、このままではどうしようもない。

　優斗は諦めた様子でいつも通りにエリスのことを呼んだ。

「…………義か母あさん。今は授業中だから勘弁してくれませんか？」

「大丈夫よ。さっきフィオナだってマリカを抱いたけど何も言われなかったもの」

　それは何も言われなかった、ではなく話し掛けられる雰囲気ではなかっただけだ。

　優斗はそう言いたいのを飲み込むと、諦めてマリカに手を伸ばす。

「おいで、マリカ」

「あいっ！」

　優ゆう斗とはマリカを抱き上げて、小声でエリスに尋ねる。

「何がしたいんですか？　義か母あさんは」

「何人かの視線が鬱陶しいのよ。フィオナと仲が良い男の子がいれば落ち着くかと思って」

「……甘くありません？　僕は今のところ、平民ですよ。それにここをパーティー会場と勘違いしている輩やからが、そんなことで引き下がるとは到底思えませんけど」

「だけど普通、娘とも親とも仲良しの男の子がいるなら──」

　と、こそこそ密談している最中、息子を引き連れた男性が寄ってきた。

　息子はラッセルの取り巻きだった一人。どうやら優斗とエリスが親しげなのを見て、邪魔しに来たのか様子を見に来たのかどっちかだろう。

「初めまして、トラスティ公爵夫人。私は──」

　ごちゃごちゃと自分と息子の説明をし始める。

「……ほら来た。僕が来たことで、余計な手間になっただけですよ」

「……本当に面倒なことね」

　エリスは溜ため息を吐つき、相手に気付かせないぐらいに毒づいた。そして、

「私は娘の様子を見に来ております。自己紹介はパーティーでやっていただけませんか？」

　笑みを張り付けて一刀両断する。

「しかし平民の相手をする暇があるなら、相手をしていただいてもよろしいのでは？」

　無駄に自信満々な様子に、ある意味で頭が下がる。息子がラッセルの子分だったとあって、やはりと言うか父親も同じ考えの人間だった。エリスは何と言い返すかを考えて、周囲の状況を確認する。幸いにも、自分たちの様子を窺うかがっているのはそこまで多くない。

　しかも本当の優斗を知っている貴族とて何人もいるし、他は心配そうに割って入るか考えている様子。であれば言い返していいかと考え、エリスはわざとらしく首を捻ひねった。

「平民？　一体誰のことを仰おつしやっているのでしょうか？」

「そちらの男のことですよ。息子から聞きましたが平民のくせに公爵や王族と親しげに話している、礼儀のなっていない愚か者のことです」

　テンプレのような台詞せりふをよくも初対面の人間に言えるものだと優斗は感心したが、エリスは違った。義息子むすこにしてフィオナの相手だ。貶けなすなど以もつての外だった。

「何を勘違いしているのか分かりませんが、この場に平民はおりません。いるのはミヤガワ子爵の長子、ユウト＝フィーア＝ミヤガワ。さらに言えばフィオナの婚約者で私の将来の義息子ならいますが、一体どこのどちらと勘違いなさっているのかしら？」

　挑発する笑みを携えて蔑むような視線を送る。

「……っ、し、しかし息子は彼が平民だと……」

「ならば我が王もいることですし、伺ってみましょうか？　息子さんから聞いてらっしゃるから知っておられると思いますが、ユウトはアリシア様と仲がよろしいので我が王にも名前を覚えられるほど面識があります。是非ともご随ずい意いに」

　というか、だ。そのことを訊きいてしまえば、どうなるか分からないのだろうか。

「そもそも平民だからと貶けなす貴族を、我が王が許すとも思えませんが」

　エリスが王様を示すように右手を広げた。状況を読めていないのか、それとも公爵夫人に王様までいて舞い上がったのか。どちらにせよ知られてしまえば失態でしかない。

　さすがに引き下がるしかなかったのか、息子を伴って優ゆう斗とたちの前から消えていく。

「……ああ、もう、面倒だったわね」

「やりすぎです。というか割って入ろうとした人たちも困惑していますよ」

　公爵夫人がやるようなレベルじゃない。

「しょうがないじゃない。ユウトを貶されたらプツンと来てしまったんだもの」

「怒ってくれるのはありがたいですが、公爵の奥方なんですから耐えて下さいよ」

「分かってるわよ。次は一応、気を付けるから」

　と、続いて近寄ってくる影があった。

　またか、と思った優斗とエリスだったが姿を見て驚く。すぐに頭を下げた。

「よい。ここにいるのはアリシアの父親だ」

　そう言って王様はエリスに一つ尋ねた。

「少し問題があったようだが……」

「いえ、我が王の手間を取らせるほどのことではありません」

　王様はトラブルの気配があって来てくれたらしい。

　その心遣いに感謝しつつ、問題ないと伝えるエリス。

「そういえばリステルの勇者とお話をされていたようでしたが、リル様のことですか？」

「ああ。授業の参観があると聞き、リルの保護者として来たようだ。まあ、別件もあるのだが、ここで語ることではあるまい」

　そう言って王様は何な故ぜか優斗のことを見る。

「えっと……何か？」

「リルとは問題なく関われているのか？」

　そう言われた優斗はリルがいる方向へ目を向ける。

　彼女は今、イアンと談笑しながら卓たく也やのところへ向かおうとしている最中だ。

「いえ。最近は忙しいらしく、私はあまり話していません」

「そうか。まあ、短期留学から長期留学に切り替えたことで、荷物を増やしたり新しい家財道具を入れたりと忙しかったのだろう」

　王様は喋しやべりながら、優斗を真まっ直すぐに見み据すえる。

「もしリルから何か頼まれたなら、快く引き受けてやって欲しい」

　その頼み事を優ゆう斗とは……不思議に思う。他国の王女を受け入れているからこその言葉とも思えるが、おそらくは違う。わざわざ優斗へ伝えたことに違和感があった。

　かといって王様がお願いしてくるのであれば、優斗の答えは一つしかない。

「かしこまりました。我が王」

　そして喋しやべり終わった瞬間、マリカが急に王様の髭ひげへ手を伸ばした。

　慌てて優斗はマリカの手を押さえると、王様は大きく笑う。

「別に髭で遊ぶくらい構わないが」

「我が王はよろしいかもしれませんが、何でもやりたいようにやらせてしまうと、マリカのためになりませんので」

「ふむ、それもそうだな。教育は大事、というわけか」

　しっかりと父親をしている優斗に、王様は優しい視線を向けて頭を撫なでて去っていく。

　王様が向かった先に大半の注意が向かう一方、優斗たちにも少なからず注目が残る。

　その中で優斗とエリスは苦笑した。

「誰に対しても気さくなので、逆に困ってしまいますね」

「本当よね。でもあれが、我が王の魅力の一つだと私は思うわ」




　そして参観も終わり、夜になるとマルスに誘われて優斗はテラスでお酒を飲むことに。

「義か母あさんが怒って言い返した時は焦りましたよ」

　今日の出来事を義父に話すと、義父は大きく頷うなずいていた。

「気持ちは分かる。私でも言い返さないとは保証出来ない」

「僕は別に構わないんですけどね」

　あの程度のことであれば、気にする必要はない。

「それほど大事なのだよ。私たちにとってユウト君はね」

　断言するマルスに少し照れ臭くなって、優斗はコップに口を付けた。

「でも、これでフィオナと僕が婚約者というのが広まってしまうかもしれませんね」

「うん？　何か問題があるのかい？」

「いえ、僕としては問題ありませんけど」

「だったら、いいじゃないか。私たちにしたって何も問題はない」

　マルスもグラスに注いであるワインを一息に飲む。

「さて、と。これ以上はエリスに怒られてしまうから、私は先に戻っているとしよう」

　いつもは一緒に戻るのだが、珍しくマルスが先に戻ると告げてきた。

「分かりました。僕はこれを飲んでから戻ります」

「ああ。ゆっくりするといい」

　マルスが去っていくと、優斗は一口お酒を含んでから空を見た。月が満月を描いていたので気分が良くなる。すると、マルスより一回り以上も小さい身体からだが隣に座った。

「優ゆう斗とさんも飲みすぎは駄目ですよ」

　来て早々、フィオナが窘たしなめる。けれど優斗は笑って、

「大丈夫だよ。義と父うさんのペースに付き合って飲んでるわけじゃないから」

「それならいいんですけど」

　安あん堵どしたように息を吐くと、フィオナは今日の出来事を思い返す。

「もしかしたら、これから私の婚約者として学院で扱われてしまうかもしれませんね」

　先ほど、優斗とマルスがした会話の内容と同じだった。

　聞いたのはクラスの極一部かもしれないが、話が広がらないとは限らない。

「優斗さんは、その、嫌……ですか？」

「嫌って何に対してかな？」

「私が婚約者であると皆に知られてしまうことが、です」

「さっき義父さんにも言ったけど、全然嫌じゃないよ」

　嫌だと思う理由が一切ない。嫌だと思えるわけがない。

「ですが、まーちゃんの父親というのも周囲に知られたくないようだったので」

「波風は立たないほうがいいからね」

　面倒事の素をわざわざ見せ付ける必要はない。

「だけど知られたって嫌じゃない。面倒だとは思うけど嫌じゃないよ」

　美人な婚約者に愛いとしい娘。嫌だと思うほうがおかしい。

「……本当ですか？」

「本当だよ。僕がこのことで噓うそを言うわけがない」

　優斗がくすくす笑うと、フィオナはほっとした表情を浮かべる。

「それなら、なんですけど……この際ですから──」

「ちょっと待って、フィオナ」

　と、フィオナが何か言い掛けたところで優斗が止めた。

　やっぱり嫌なのだろうかと一瞬だけ考えてしまうが、先ほど彼が否定していたので違うと思い直す。一方の優斗は立ち上がると窓ガラスへ歩いていき、

「何をやってるんですか？」

　そしてカーテンで何も見えてない先へ声を掛けた。

「…………」

「…………」

　何も反応はない。傍はた目めには何をしているのかと思うところだが、

「これ以上黙ってるなら、僕の新しい神話魔法の実験台にしますよ？」

　ぼそりとえげつないことを言うと、マルスとエリスがカーテンを開けて飛び出てきた。

「そ、それは勘弁して欲しい！」

「ちょっとした出来心だったのよ！」

「二人して何をやってますか。というか義と父うさん、家の中に戻りましたよね？」

「そ、それはだね……」

　マルスが言い淀よどんでいると、エリスが堂々と宣のたまった。

「娘と義息子むすこのラブラブシーンが見たかったの！」

「…………ったく、二人とも正座！」

　多少は酔っ払っていることもあるのだろうが、普段は修しゆうたちにしか言わないことをマルスたちに向かって優ゆう斗とが言い放った。

「出で歯ば亀がめをするような輩やからには説教をさせてもらいます！」

　そうして始まった優斗の説教は一時間を要した。

　翌日、フィオナにも軽く説教をされて、マルスとエリスは二度としないと誓ったそうだ。






第四話






　リライト魔法学院での保護者参観が無事に終わった数日後。

　トラスティ邸の庭で、優斗は膝の上にマリカを乗せながらフィオナの指導をしていた。

　彼女の左手薬指に嵌はまっている指輪が、輝きを放つと風がそよぐ。

「そう。毎度、同じことを言うけれど精霊には意思があるから、彼らの意思を無下にして無理矢理に従わせるのは駄目なんだよ」

「……なるほど。やっぱり魔法に似ているようで違うんですね」

　風がそよいだ後、水の塊が空中に生まれ、土が盛り上がり、火が唐突に現れる。

「フィオナは異様に精霊から好かれてる。だから大精霊も召喚出来ると思うよ」

「私が……というよりは、まーちゃんのママだから好かれてる気がしますけど」

　とてもじゃないが、自分だけの功績だとフィオナは思えない。

　龍りゆう神じんの母親だから、こんなにも精霊が好いてくれているように感じるが、

「それに優斗さんも精霊に好かれて──」

　そう言い掛けて、どうにも違和感があることにフィオナは気付いた。

「いえ、好かれているといった感じではありませんね。どちらかといえば傅かしずいているように思えます」

　優斗の場合は精霊が自ら協力してくれる、というよりは自ら従っている。そういう風に見える。些さ細さいな違いではあるが、フィオナの感覚としてはそうだ。

「とはいえ、私も大精霊召喚が出来るか試したいと思います」

　優ゆう斗との使し役えきに対する違和感よりも、まずは自分だ。出来そうな気はするが、やってみないことには始まらない……と、その時だった。家政婦長のラナから来客の知らせが届いた。

「ユウトさん、お客様がいらっしゃっています」

「僕に？　誰ですか？」

「リステル王国第四王女のリル様でございます」

「……えっ？　リル様が来たんですか？」

　予想外な人物だった。何しに来たのかが全く分からない。

　フィオナと視線が合うが、彼女もよく分からないようだ。

　とはいえそのままにしておくわけにもいかず、家の中に招き入れると第一声が、

「お願いがあって来たの！」

　前置きも何もなく、正直に伝えられた。

「えっと……リル様？　とりあえず落ち着いて説明をして下さい」

　笑みを浮かべて優斗が言うが、リルは何な故ぜか表情を固くした。いや、固くしたというより緊張しているのだろう。不思議に思った優斗に対して、リルは顔を強張らせたまま、

「あ、あのね。ユウト、あんたってタクヤたちにそんな喋しやべり方しないわよね？」

「そうですね。リル様は王族ですので、この喋り方が適切かと思います」

　他国の王族なのだから口調が変わるのは当然だ。

　むしろ平然とタメ口を使う修しゆうや和泉いずみのほうが信じられない。

「あたしにも普通に喋りなさ……じゃなくて、普通に喋って欲しいわ」

「……あれ？　突然、どうされたんですか？」

　優斗が尋ねるとリルは少し顔を赤くしながら、

「あ、あたしはあんたたちが誰であろうと無闇に下に見るとか、そういうことはもうやらないってこの間、誓ってるわよね？」

「そういえばそうでしたね」

　変わってやると卓たく也やに対して宣言し、そのために『誓いの言葉』も使っていた。

「だ、だったらあたしにも、その……」

　リルは頰ほおを搔かきながら、明後日あさつての方向を見ながら照れ臭そうに伝える。

「友達みたいに接して貰もらいたいと思うのは……普通でしょ？」

　同等に扱おうと思ったら、同等に扱って貰いたいのは必然だった。

「や、やっぱり駄目かしら？」

　リルが不安げに訊きくと、優斗は首を横に振った。

「駄目じゃない。うん、そういうのは駄目じゃないよ」

　今の彼女が願ってくれるのであれば歓迎すべきことだ。

「フィオナも、えっと……お願いしていいかしら？」

「はい。それではこれからリルさん、と。そう呼ばせて貰もらいますね」

　二人の優しい返事にリルは嬉うれしそうに頷うなずく。

「よし。じゃあ、改めて友達としてお願いを聞くよ」

　再び優ゆう斗とが聞く態勢を取ると、リルは力強い口調で、

「ユウトとフィオナに、一緒にリステルに来て欲しいの」

　そして、何な故ぜリステルに行かなければならないのか説明を始める。

「やっぱりというか何というか、あたしがやったことって国内で少し問題になってるのよね。他国の人間に王族が『誓いの言葉』を使ったことに対して、ね」

「そうなんだ。あの時のイアン様とのやり取りは、そういうことだったんだね」

　多少の問題が起こると分かっていて尚なお、リルは卓たく也やに誓ったわけだが。

「あの言葉は撤回できるものでもない。だから説明しないと納得もして貰えなくて」

　何故、卓也に対して『誓いの言葉』を使ったのか。どうして使わなければならなかったのか。その説明をするためリルはリステルに一度、戻ることになったようだった。

「僕たちが一緒に行く理由は？」

「二つあるわ。一つはユウトに護衛をして貰いたいってこと。リライト王も少数精鋭の護衛を出すって言ってくれたけど、やっぱりあたしは身近な護衛も欲しかった」

　リルが国内に戻る必要がある。そのために身近な護衛が欲しかったのは本当のこと。

「だけどそれだけじゃない……というより、それだけじゃなくなったのかな？」

「ええ。この間、リライト王とお兄様が話して決まったそうよ」

　追加で入った条件が、優斗たちに頼む最大の理由となった。

「あんたたちが龍りゆう神じんの親だから。それがお願いする最大の理由になっちゃったの」

　リルとしては彼らが龍神の親だから頼みたかったわけではない。友達であることが、最大の理由だった。その気持ちが滲にじみ出た言葉に優斗は思わず笑ってしまう。

　──それに王様がこの間、会った時に言ってたのはこういうことか。

　この件、王様が命令やお願いするのは簡単だ。

　けれどリルが来たということは、彼女の気持ちを慮おもんぱかってくれたわけだ。だからこそ王様は優斗に対して、参観の日に『快く引き受けてやって欲しい』と伝えたのだ。

「分かった。引き受けるけど、順を追って確認させて欲しい」

　状況等など、色々と確認しておきたい。

「まず聞きたいのは、龍神の親だから一緒に行くって話だけど、これはマリカをリステルへと連れていって顔見せをする……ってわけだよね？」

「そうね。龍神の赤子がリライトにいるというのを知っていても、他国の人間が実際に見ていない。情報が本当なのか問われたところで、真実だと言い切れる者もいないの」

「だから一度は他国へ連れていく必要があるってわけだね」

　なるほど、と優ゆう斗とは頷うなずいたがフィオナは首を捻ひねる。

「ですが、それなら逆に来て貰もらうほうがいいのではないですか？　危険も少ないですし」

　フィオナが言うことも当然といえば当然だ。

　わざわざ龍りゆう神じんを連れていく必要はない。しかし優斗は説明するように指を一本立てた。

「そこで引っ掛かってくるのが、他国との信頼関係だよ」

「信頼関係……ですか？」

「リライトは我が国が龍神を害すると考えるなんて自分たちを信頼していないのか。そう問われてしまう。どこか龍神関係で面倒そうな国もあるんでしょ？」

　自分たちが崇拝していて、せっかく地上へと現れた龍神の赤子を心置きなく目の前で崇あがめ拝みたい国。龍神がいるのだから、といった単純な理由で何も考えずに呼び寄せたいと思う国。どちらかはあるのだろうと優斗は予想する。

　リルも同意するように頷いた。しかしフィオナはもう一度、首を捻る。

「ですがリステルに連れていっても、そう易々と面倒な国が引き下がるとは思えません」

「引き下がるんじゃなくて、引き下がらせるんでしょ。おそらくだけど王様は龍神が一度、他国へ行ったという実績が欲しいだけだと思う」

　もう少しすると、面倒な国が出しゃばってくると読んでいるのだろう。

　であれば今、自発的に動かなければ今後が面倒になると簡単に予想出来る。

「トラブルが起こるなら、それを口実に二度と行かせない。トラブルが起こらずとも、龍神の赤子が他国へ移動した際に思った以上の負担を強いてしまったので二度目は行わない。そんな風に一度顔見せをしたことによって、色々とあることないこと言えるんだ」

　そもそも何度もマリカを見世物にしたら、優斗がキレることも想定した頼みなはずだ。

　であれば今回の一度で済ませたいはず。

「そのための実績作りに王様が選んだのが、隣国であるリステル王国ってことだね」

　少なくともリステルでトラブルは起こらない。そう踏んでいるはずだ。

「だけどあたしも分からないのは、どうして少数精鋭でってこと。あたしだけならいいけど、マリカも連れていくなら話は別。大げさに護衛を連れて行っていいはずよね？」

　マリカも一緒なら、もっと護衛を増やしたほうがいいのではないかとリルは思う。

　けれど今度は優斗が首を捻る。

「……う～ん。わざわざ龍神がいることを宣伝しながら移動するよりは、少数精鋭で動いたほうが危険度は少ない。そう考えたってことじゃないかな」

　そもそも限られた人にしかマリカが龍神の赤子だと知られていない。

　なのに大げさな護衛をすれば、龍神の居場所を教えているようなもの。

　だからこそ少数精鋭にして、そもそも龍神がそこにいることを教えない。

　どちらが良いかは判断しづらいが、王様は後者を選んだだけのこと。

「じゃあ、次の話に移ろう。『誓いの言葉』って、リステルではかなり重要な言葉みたいだけど、どんな問題があって説明をしに戻るの？」

　イアンもリルも問題が起こると思っていた。その理由は何なのだろうか。

「えっとね。あたし、何人か婚約者候補がいたのよ」

「そういう話は小耳に挟んだことがあるけど」

「どうせあれでしょ？　〝激烈王女〟が色々罵倒したとか、そういうやつ」

　リルが平然と言ったので優ゆう斗とは吹き出した。どうやら本人も知っているらしい。

「それで『誓いの言葉』が最近、プロポーズに使われるのはお兄様から聞いてるわよね？」

　優斗はリルの言ったことに頷うなずきを返す。

　リルが卓たく也やに告げた時、最近はそういったことに使われると言っていた。

「つまりあたしの婚約者候補はあたしから『誓いの言葉』を得たら、他の婚約者候補を出し抜いて婚約者に昇格するってことよ」

　だから躍起になって『誓いの言葉』を欲しがっていた、とリルは言う。

　けれど優斗は呆あきれたように笑って、

「そんな状況下なのに、卓也に誓っちゃったんだ」

　色々と面倒があって婚約者候補も躍起になっていたというのに、そこらの事情はお構いなしに卓也へ誓ったとなれば、それは問題になるだろう。

「だってタクヤに軽蔑されるのだけは嫌だったの！」

　ただ、その一念だけで大切な言葉を使えるのも凄すごい、と優斗は素直に賞賛する。

　普通は状況を考えてしまうものだし、優斗には出来そうもない。

「あれ？　でも、そうなると卓也も一緒にリステルへ行くってこと？」

「そうね。タクヤには悪いけど、当事者だし一緒に来て貰もらうわ」

　ついでにココも一緒にリステルへと行くらしい。

　何でも『お兄ちゃんの面倒事は兄妹きようだいで解決するもの』だとか。

「タクヤへ伝えた時にココがそう言ってたんだけど、あの二人ってどういう関係なの？」

「まあ、そういう関係。普通の兄妹だと思っていいよ」

　理解するにも難しいだろうから、言葉の意味そのままで捉えて納得してくれればいい。

「ふーん。まあ、変な二人だってことは分かったわ」

　リルも首を傾かしげながらではあったが、優斗の言ったことに頷いた。

「というわけで、改めて伝えるわ」

　佇たたずまいを直して、リルは真まっ直すぐに優斗とフィオナを見る。

「リステルへ一緒に行くこと、お願いしてもいい？」

「…………へぇ」

　リルの真っ正直な言葉に感嘆した優斗。ぶっきらぼうにリルが訊きいた。

「……な、何かしら？　ちょっと言い方が悪かった？」

「いいや、そんなことないよ。本当に変わったなと思って」

「そうですね。最初の印象とは大きく違います」

　優ゆう斗ととフィオナが言った瞬間、リルの顔が赤くなった。

「ち、誓ったって言ったじゃない！」

「分かった分かった。ちゃんと変わろうとして、変わってくれたんだね」

　彼女の正直さは優斗としては美徳だと思う。

　普通は無理だと考えるが、彼女は普通じゃなかったというだけだ。

「そういえば少数精鋭の護衛って誰が来るのかな？」

　王様が選ぶのだから問題はないと思うが、優斗としては一応知っておきたい。

　するとリルが驚きを表すように、

「それが凄すごいのよ。リライトの騎士の中でも選えりすぐり、リライト近衛このえ騎士団の何人かがあたしとマリカを護衛してくれるらしいわ」
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　数日後。他国へ行くための高速馬車に乗る際、騎士八名が優斗たちに傅かしずいていた。

「これより皆様の護衛をさせていただくリライト近衛騎士団副長のエル＝サイプ＝グローリーと申します。身命を賭してお守りすること、ここに誓わせていただきます」

　一人の女性が名乗りを上げると、リルもフィオナもココも驚きの表情を浮かべる。

　優斗と卓たく也やは誰なのか分からずとも、副長というところに驚いていた。

　今回の護衛のリーダーである彼女は若い。見た目としては二十歳を少し過ぎたぐらいに見えるのに、大国と呼ばれるリライトの近衛騎士団副長というのは驚きだった。

　卓也は未いまだビックリしている表情のリルの肩を叩たたき、

「あの副長ってお前も知ってる人か？」

「も、もちろんよ。リライト近衛騎士団副長って、あたしでも知ってるぐらいの超有名人。たぶんだけど、女性の騎士では世界で一番有名だと思うわ」

「……とんでもないのがいるな、リライトは」

　近衛騎士というだけで凄いと思っていたが、その中でもさらに凄い人が出てきた。

　世界で一番有名だと思われる女性騎士がリライトにいるのも凄いし、しかも護衛で出てくるとは思わなかった。近衛騎士団の副長は立ち上がると、優斗へ話し掛ける。

「ミヤガワ・ユウト様。貴方あなた様は護衛を兼ねていると伺いました」

「そうですね。僕と卓也はある程度の護衛も兼ねる形で今回は同行をします」

「道中、貴方様やササキ・タクヤ様のお手を煩わせないよう、私たちも気を付けて護衛をしますので、どうぞよろしくお願い致します」

　こちらこそ、と優ゆう斗とが丁寧に頭を下げたと同時に馬車が到着した。けれど普段、優斗たちが見ている馬車とは違い、馬も車もがっちりと武装されている。

「皆様は連結した三つの車の中央に。我々は皆様を挟む形で前後に乗ります」




　そして高速馬車に揺られながら一行はリステルへと向かっている……のだが、

「あれだね、卓たく也や。思ってた以上に……速いね」

「そうだな、優斗。地上なんだけど飛行機に乗ってる気分になるな」

　優斗と卓也が啞あ然ぜんとする。少なくとも馬車に乗っているとは思えない。

　普段よりも振動が少ないのは、高速馬車専用の道が整備されているからだろう。

　それだけであれば馬車と違いはあまりないと思えるが、窓から見える風景が全く違う。

　近くの風景は当然のように霞かすんで見えるし、遠くの風景すらすぐに去っていく。

「しかも初めて他国に行くんだから、もっと驚きがあるよ」

「そうだな。こんなことで行くとは思ってなかったけど」

　優斗はともかく、卓也としては巻き込まれた感で一杯だ。

「……何よ、文句あるの？」

　リルが不ぶ躾しつけに訊きくと、卓也は大きく息を吐いた。

「大事になりそうなことを軽々とやるなよ」

「仕方ないじゃない。『誓いの言葉』を言うのが一番だと思ったんだから」

　不明瞭であったとしても、自分の気持ちに従うことが大事だと考えた結果だ。

　そしてリルは後悔を全くしていない……のだが、

「だからって一生に一度しか使えない言葉を使うな」

「何ですって!?」

　広くはない馬車の中で卓也とリルが口ゲンカを始めようとする……その時だった。

「たー！　りー！」

　マリカが大きな声で遮った。

「……え？　えっと……ちょ、ちょっとユウト、フィオナ。今のってどういう意味？」

　マリカの言葉の意味が分からず、リルは赤子の両親に助けを請う。

「おそらく卓也の『たー』にリルの『りー』だと思うけど」

「そうですね。そういう意味だと私も思います」

「マリカがケンカするなってさ」

　ねっ、と優斗がマリカに同意を求めると、意味を理解してるのかしてないのか分からないが、大きく頷うなずいた。それで卓也とリルの気概も逸それる。

「マリカに言われたら仕方ないわね」

「そうだな。一時休戦ってことで」

　赤ん坊が窘たしなめたのなら、素直に従わないと泣きそうだ。

　優ゆう斗とは愛まな娘むすめを褒めながら、ココに話し掛ける。

「そういえばココが来たのって、兄妹きようだいで面倒を解決するためだっけ？」

「そうです。タクってば頼りないですし。だからリルさんから話を聞いた後、お父さんもお母さんも一緒に来ようとしてたんです。だけど都合がどうしても合わなくて」

「……はっ？　オレ、それは知らないんだけど」

　卓たく也やもココの両親が行こうとしていたのは知らなかった。

「うちはタクの後見なんですから、そう考えるのは当然です。なのでタクの一大事にフィグナ家が誰もいないってことは絶対にないです」

　卓也はココに言われたことに対して、何な故ぜか恥ずかしくなったのか少し顔を赤くして、

「嬉うれしいけど恥ずかしいって思うのは、どうしてだろうな？」

　そんな言葉を声にしながら、笑みを浮かべた。
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　無事にリステル王国へと入った五人は王城へと向かう。

　話は当然のように通してあるので、そのまま謁えつ見けんの間へと向かう。

　中に入れば六○歳は過ぎていそうなおじいさんと呼べる人が座っていて、傍かたわらにはイアンがいた。優斗、卓也、フィオナ、ココ、近衛このえ騎士たちは片膝を立てて顔を伏せる。

「どうか顔を上げて欲しい。呼び寄せたのはこちらなのだから」

　ほっほっほっ、とリステル王が穏やかに笑う。

　声の感じからして優しさが滲にじみ出ていた。許しを得た優斗たちは顔を上げる。

「まずは龍りゆう神じんの赤子を見せて貰もらってもいいかね？」

　柔らかい声音にフィオナは立ち上がると、リステル王へ近付いていく。

「龍神の赤子。名をマリカと言ったね？」

「その通りでございます」

「証拠を見せて貰ってもいいかい？」

　穏やかな口調でフィオナに訊きく。フィオナは左手の薬指に嵌はまっている指輪を見せた。

「ありがとう。確かにこれは龍神の指輪だ」

　外れないことも確認すると、リステル王は視線を優斗へ向けた。

「父親役は彼でいいのかい？」

　フィオナが静かに頷うなずくと、感嘆する声が響いた。

「君たちの事情はリライト王から聞いているよ。大変だね」

　恋人でもない二人が両親役を任されてしまった。

　しかも子供は龍りゆう神じんであるのだから、想像を超える苦労が彼らにはあるだろう。

「お父様。事情って何のこと？」

「こちらの話だよ」

　リルの問い掛けに、この場ではリステル王も言葉を濁した。ここでは言えない事情があるのだとリルも察して引き下がる。リステル王は娘に頷うなずくと、優ゆう斗とに笑みを浮かべる。

「ユウト、と言ったね。黒竜の件についてはイアンからも話を聞いているよ。私たちの問題に巻き込んでしまって済まなかったね」

「いえ、大切な友人であるリル様を守ることが出来、光栄であります」

「そう言ってくれると助かるよ」

　微笑ほほえみを維持しながらリステル王は続いて、

「君やリライトの勇者がリルの友人というのは、私としても喜ばしい限りだ」

　同時、優斗の視線が僅わずかに鋭くなり、空気も若干重くなった。

　ちょっとした変化ではあるが、違いに気付いた近衛このえ騎士団の副長を含めた数人は緊張を走らせる。その中で優斗は今、発せられたことの意味を聞き返した。

「……。リステル王、今の言葉どのように受け取ればよろしいのでしょうか？」

　幾つか意味が含まれている。そのうちの〝どれ〟かによって、こちらの対応も変わる。

「褒め言葉だよ。君たちほどの力を持つ者が友好的であるというのは、隣国であるリステルにとっても喜ばしいんだよ」

　リステル王に言われて優斗は少し考えるが、今回の発言がどの意味になるのか気付く。

「侵略される可能性が減る、という観点からでしょうか？」

　リステル王は優斗の発言に少しだけ驚いた様子を見せたが、微笑みはそのままだ。

「そうだね。今の王である限り心配はないけれど、不安の種は残るものだからね」

「大丈夫です。その点については心配ないと断言出来ます」

「ほう。どうしてかね？　君たちならば一国の主になれるだろうに」

　世界に覇を唱えれば、彼らならば出来る。そういう可能性を持っている。

　しかし優斗は横に首を振り、

「私には何一つとして利点がありませんので」

　どういう意味なのか、という視線をリステル王が送ってきたので優斗は答える。

「我々は異世界からやってきており、考え方が皆様とは違っています。民主主義で戦争を忌避するべきものと考えている我々からしたら、一国の主という考えは『大それた話』になります。さらに私やリライトの勇者の幸せはもっと素朴なものなのです」

「一国の主は幸せになり得ないのかい？　リライトの領土も増えるというのに」

「それは『リライトの幸せ』ということになります。あくまで私の幸せという話になりますが、私の幸せは友達と楽しく遊べて、フィオナと一緒にマリカを育てられる環境のことを指します。もしも他国への侵略に対して私たちの力を頼りとするならば、友人と遊ぶ時間はなくなる。さらにマリカの面倒も見られなくなると何一つ利点がありません」

　リステル王は優ゆう斗との真偽を問おうと目を細める。

　けれど彼の言葉に噓うそはないと判断したのか、先ほどの微笑ほほえみを浮かべた。

「確かに侵略は君の幸せとは程遠いね」

　リステル王は何度か頷うなずくと、続いて卓たく也やを見た。

「そして君がリルから『誓いの言葉』を受けたタクヤだね？」

「は、はいっ！」

　ガチっと固まったまま、卓也が大きく返事をした。

「ほっほっ、緊張しなくてもいいよ。君を問い質ただすために呼んだわけじゃないのだから」

　とはリステル王が言うものの、この状況で緊張しないほうがおかしい。

「リルのことだ。意味などあまり教えずに使ったのだろうし、君に非はないよ」

「お、お父様!?」

　父親の発言にリルが慌てる。

「だってそうだろう？　見届けたイアンからリルが問答無用で使ったと聞いているよ？」

「ま、間違ってないけど、見境なしに使ったわけじゃないわ。ちゃんと考えて使ったんだから。タクヤになら言ってもいいって思ったから」

　だから『誓いの言葉』を告げたのだ。

　父親だからといって文句を受け付けるつもりは一切ない。

「しかしだね。おかげで婚約者候補は皆、うな垂れていたようだ」

「別にあんな連中がどう思おうと知ったことじゃないわ」

「確かにどうしようもない連中がいたことは確かだし、私も否定はしない。けれど幾人かは素晴らしい人物だったのも間違いないよ」

「嫌なものは嫌なの！」

　リルが全力で否定する。リステル王はやれやれといった感じで、

「……本当に仕方ない娘だ」

　呆あきれたように笑う。そしてリステル王は再び卓也に視線を向けると、

「タクヤ。こんな娘でよかったら貰もらってくれないかい？」

「──はいっ!?」

　唐突に話の矛先が向けられ、卓也から素すっ頓とん狂きような声が出る。

「気が強く我わが儘ままなところもあるが、これで可愛かわいいところもあるのだよ」

「い、いや、でも他国の王女がオレみたいな一般人と結婚ってまずいんじゃ!?」

　卓也の反論の中に「嫌だ」という言葉が入っていないということは、少なくともリルのことを悪く思っていないことが分かる。それに気付いたのはリステル王と優ゆう斗とだけ。

　卓たく也や本人でさえ気付いていないのかもしれなかった。

「君は王族よりも希少な異世界の人間だ。そしてリライトでは貴族以上の立場を持っている。少なくとも嫁がせる先というには問題がないと思っているよ」

　さらにはリライトとの友好の架け橋になる。細々とした問題を探すならともかく、大きな問題がどこにあると問われたら探すのが難しいだろう。

「だけど出会って一ヶ月も経たってないんですよ!?」

「君の世界ではおかしいのかもしれないが、こっちの世界では顔も知らなかった同士が結婚する場合もよくあるのだよ」

「け、けれど……」

　卓也がリルの様子をちらりと窺うかがう。視線に気付いた彼女が問い掛けた。

「……な、何よ。あたしとじゃ嫌なの？」

「嫌ってわけじゃないけど……」

　卓也だって、絶対に嫌だと断言はしたくない。

「じゃあ何なのよ！　悪いけどあたし、あんたに誓ってるんだからね！」

　彼以外の誰かに誓うことはないし、彼以外には誓えない。

　リステルの人間にとって生涯たった一度の言葉は、彼に対して使われたのだから。

「……そ、それはそうなんだけど……」

「はっきりしないわね!!　イエスかノー、どっちなのよ!?」

　痺しびれを切らせたリルが問い詰めると、反射的に卓也が答える。

「イ、イエス!!」

　瞬間、卓也の運命が決まった。リルの顔がほっとしたのを卓也以外の人間は見逃さない。

　そういうことだったのか、と周りが目配せする。

「ほっほっほっ、ならばリライト王に書状を送らないといけないね。たった今、リライトとリステルの友好の架け橋が出来たのだから」

　リステル王が頷うなずくと、当人たち以外はリステル王に続いて頷いた。

「いや、まさか卓也が国外の王族の婚約者になるなんてビックリだよ」

　くつくつと笑って卓也の肩を叩たたく優斗。

　これほど唐突な展開を卓也がするとは露ほどにも考えていなかった。

「私も驚きましたけど、タクヤさんとリルさんだと問題ないように思えます」

「リルが他国との架け橋になるために婚約したとなれば他の者も納得するだろう」

　フィオナもイアンも祝福するような言葉を二人に贈る。

「わたしとしても、リルさんならいいかなって思います」

「あれ？　ココも意外と物分かりが良いことを言うね」

　優ゆう斗とが口を挟んだ。卓たく也やの妹である彼女の場合、たとえ相手が隣国の王女だとしても、多少のブラコンを発揮して拒否することもあると思ったのだが、

「……あのですね、ユウ。この間のリルさんだったらわたしだって駄目って言います。だけど今のリルさんは違います。ユウもそう思ってるから否定しないんですよね？」

「まあ、そうだね。今のリルなら当人同士の問題だと思ってるよ」

　初対面の時のままであったら、何があろうとリステル王の提案は拒否する。

　だけど今の彼女は前のままではない。だとすれば当人の気持ち次第。

　そして卓也が了承した以上、自分たちがあれこれ言うつもりはなかった。

　しかし了承した卓也が何な故ぜか慌てだして、

「えっ？　ちょっ!?　ま、待った！　何でいきなりそんなことに──」

「あのね、卓也。リステルの王族にリライトの公爵令嬢。ついでに君の兄である僕と妹のココが聞いてるんだから、色々と諦めたほうがいいよ」

　満面の笑みでそう言った優斗に卓也は何かを言おうとして、そして……無駄だと悟ったのか何も言わなかった。まあ、実際のところは何かを言おうとしたところで意味がない。

　結局は卓也だって心から嫌がってはいないのだから。




　最終的には自分が言ったことに腹を括くくった卓也は、謁えつ見けんの間を出てとリルと二人で先頭を歩いていた。離れた後ろでは優斗とフィオナ、ココ、イアンが話している。

　リルが卓也に先ほど、気になったことを問い掛けていた。

「ねえ、タクヤ。そういえばユウトたちの事情って何なの？」

「さっきのお前の反応を見て思ったけど、二人から聞いてないのか？」

「聞いてないわ。だから実はユウトとフィオナが婚約者じゃない……って考えたくらい」

「さらに言うなら恋人同士ですらない」

「……タクヤ。ひょっとして冗談でも言ってるの？」

　リルの理解の範はん疇ちゆうを超えた返答が来て、驚くよりも困惑が先だった。

「あれだけラブラブで？　夫婦って言われて何の違和感もないのに？」

「そうなんだよ。理解しようと思ったって、普通に無理だよな」

　あの二人の仲は夫婦と言われても違和感がないほどだ。しかし卓也の言っていることが事実なら、龍りゆう神じんの親になる前提条件が分からなくなってくる。

「あたしは恋人ぐらいなら龍神の親に選ばれるものって思ったんだけど」

「違うから、せめて今までの親たちと同じような関係に偽装したってことだよ」

「でもユウトたちって全盛期の恋人とかと同レベルの甘い空気を出してない？」

「そこがマリカに選ばれた理由なんじゃないかと睨にらんでるよ、オレは」

　呆あきれたように卓也が笑うと、リルも可お笑かしそうに笑った。




　そうしてそのまま七人で夕食を摂とり、本日は王城に泊まることとなった。

　フィオナとマリカとココ、リルは一緒の部屋で寝ることになり、男子もイアンが優ゆう斗とたちに訊ききたいことがたくさんあるとのことで、一緒の部屋で寝ることに。

　そして食事をした広間から各々の部屋へ向かっている途中で、変に格好付けて待ち構えている人物に出会った。年齢は二〇代の後半ぐらいだろうか。襟足より少し長い銀髪を纏まとめ、オーソドックスな貴族然とした服装。後ろには従者を引き連れている。

「お久しぶり。イアン様、リル様」

「うわっ、ガリア侯爵」

　気まずそうにリルが顔を背けた。イアンはやれやれ、と返事をする。

「どうかしたのか？　今日はもう仕事はないはずだが」

「仕事はないけれど、リル様が『誓いの言葉』を使った相手を見に来たのだよ」

　ガリア侯爵は卓たく也やを値踏みするように睨ねめ付ける。

「リル様もこんな輩やからを婚約者にするのだったら、私を選べばよかったのに」

　瞬間、あまりにも不ぶ躾しつけな言葉にリルが反論する。

「あんたなんて絶対に嫌！　あんたよりもタクヤのほうが一億倍マシだわ！」

　全力で否定するが、ガリア侯爵はさらっと受け流した。

「これは愛らしい囁ささやきだね。リル様を彼から奪い取って欲しいという意思表明かい？」

「やめて！　本当に、本当に気持ち悪いから！」

　怖おぞ気けが走るようなことを素面しらふで言われて、リルの身体に鳥肌が立った。

　彼女の反応を面白そうに見た後、ガリア侯爵は再び卓也へ視線を移す。

「とはいえ、やはりリル様に君は相応ふさわしくないように思える。目立つ容姿ではなく、かといって取り柄もきっとないのだろうね。武勲もありそうにない」

　どこまでも普通だと思えるし、普通だと感じてしまい、普通だとしか考えられない。

「有り体に言えばリル様と見合っていない自覚が、君にはあるのかな？」

　それとも王族を射止めるだけの何かがあるのだろうか、と。

　下卑た笑顔と共に観察するべく卓也へ近付いていくガリア侯爵だったが、

「リルと父が、そして私が認めた男だ。それ以上の暴言は王家に対する不忠と見み做なす」

　優斗が動くよりも早くイアンが二人の間に割って入った。

「別に悪口を言っているわけではないし、酷ひどいことを言ったつもりもないよ」

　印象そのままを口にしただけで、ガリア侯爵としては事実を言っただけでしかない。

　リルも卓也たちと出会った時は全く同じことをやったので、もしかしたら同族嫌悪だったのかもしれないと、蚊か帳やの外にいた優斗はふと考える。

　このまま蚊帳の外で関わらず、時が過ぎ去るのを待とうとした優斗だったが、

「まあ、私を選ばなかったことを後悔するのはそちらだろうけどね」

　ガリア侯爵の視線が不意に優ゆう斗とへ移り、フィオナと……マリカで少し留とどまる。

「それでは私はこれで失礼するとしよう」

　一応、ガリア侯爵は頭を下げて通り過ぎていく。卓たく也やは意味が分からず、

「なあ、リル。今の人は一体何だったんだ？」

「元々はあたしの婚約者候補の一人。父親が死んでからあいつが侯爵の地位を継いだんだけど、論外すぎて話にならないわ」

「論外すぎる？　それってどういう意味だ？」

「言動が気持ち悪い、視線がキモい、態度がおかしい。時々、意味不明なことを言ってる。正直、あたし以上に王城で浮いてる存在よ」

　リルが自身も含めてボロクソに言う一方で、優斗は嫌な不安を感じた。

「……イアン様。少しお伺いしたいことがあります」

　優斗はイアンの耳に口を寄せる。

「マリカが龍りゆう神じんと知っている貴族って……どの爵位までですか？」

「ん？　リステルで知っているのは王族の私たちだけだが」

　イアンの返答に優斗は眉をひそめる。

「…………王族、だけ？」

「どうかしたのか？　何か気に掛かることでも？」

「ガリア侯爵……でしたか。彼の視線がフィオナとマリカに移った時、笑ったんですよね。しかも笑い方が赤ん坊を見たときに出る笑いじゃなくて、もっと不快な笑い方で」

　悪寒が走った。ついでに言えば視線に虫唾むしずも走った。

　どうにも不愉快な気分にさせられて、苛いら立だつ気持ちが生まれた。

「それは私も見ていたが、彼は基本的にああいう笑い方をする男だ」

「それなら構いませんが、何となくマリカの正体を知ってそうな気がして」

「気のせいじゃないのか？」

「あくまで気のせい、というならそうかもしれませんが……」

　ふむ、とイアンも考える。ガリア侯爵はいつもあの様子なので、イアンは判断出来ないが、優斗にはどうやら違和感があったらしい。

「リライト近衛このえ騎士団副長。ちょっといいだろうか？」

　彼らの背後で控えている副長にイアンは声を掛ける。

「そちらの近衛騎士にも部屋も取ってはあるが、護衛はどうするつもりだった？」

「ユウト様、フィオナ様方の部屋を二名ずつ、ローテーションで考えていました。しかしユウト様の発言をふまえて、フィオナ様たちの護衛に人数を掛けようと思っています」

「……なるほど。貴女あなたはユウトの言葉を信じた、というわけか」

　リライト近衛このえ騎士団副長ほどであれば、小さな危険も見逃さないのだろう。

　副長はイアンの言葉に頷うなずきを返した。

「リライトの異世界人であるミヤガワ・ユウト様。独自詠唱の神話魔法を扱い、騎士一人では倒し切れぬ魔物も、魔物ではない漆黒の存在すら平然と倒す。そのような方が違和感を抱いたのであれば、僅わずかな可能性だとしても危険は考慮するべきかと思っています」

　年齢の上下ではなく実力の上下を考えれば、宮みや川がわ優ゆう斗とという少年は副長よりも上。

　ならば彼の違和感を無視することは考えられない。

「……そして私も、ほんの微かすかに引っ掛かりを覚えました」

　元々が不快さを持っているとしても、それでも奇妙に感じたのは副長も同じだった。

「何事もないのであれば、問題ありません。ですが何事もないはずだと高を括くくってしまえば、それは護衛たり得ず。また我が王にも面目が立ちません」

　他国にいる状況でトラブルを未然に防ぐのは難しい。であれば問題が起こった際、どこにいるかが護衛にとって重要。守れない場所にいる護衛など価値がないも同然だ。

「これは貴国を信頼していないのではなく、騎士としての矜きよう持じとご理解願います」

　副長の言葉にイアンは分かっていると頷いた。

「よし。ではこちらも何人か護衛を出すとしよう」





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　そして同じ時間、修しゆうと和泉いずみはクリスの家にいた。

　というのも寮でいつも面倒を見ている卓たく也やがいない以上、代わりに誰かが二人の面倒を見なければ……といった理由でクリスは二人を呼び寄せたわけだ。

　その日はクリスの婚約者であるクレアも遊びに来ており、夕飯の時にはついでだからと食事作法を教えようと思ったクリスだったが、その考えは最初の一歩で打ち砕かれる。

「シュウ、イズミ。貴方あなたたちはテーブルマナーを覚えるつもりはありませんか？」

　テーブルに着き、食事が出てくる前に提案したクリス。

　しかし彼らの返答はあっけらかんとしたもので、

「あんまりないな。飯は思うように食うのが一番だろ。なあ、和泉？」

「もちろんだ。作法に気を取られてしまうのは、食材に失礼というものだ」

　胸を張って、自信満々に覚えないと断言する二人。

　その堂々とした様子にクリスは頭が痛くなる。

「あのですね。シュウもイズミも今はまだ、この世界に来たばかりといった免罪符があるからこそ問題になっていないのです。ですが、まあ、イズミはいいでしょう。自分やレイナさんが近くにいる状況も多いでしょうから、その都度注意をすればまだ、どうにか出来る範囲ではあるでしょう」

「そうだ。つまり俺は前向きに覚えようとしなくても問題ない、というわけだ」

「構いませんよ。イズミの場合は自分が家庭教師である以上、強制的に覚えさせると言っているも同然です。前向きに覚えたほうが幾分か楽だとは思いますけどね」

　にっこりと笑ってはいるが、拒否は許さないといった様子のクリス。

「……一応訊きくが、俺に拒否権はあるのか？」

「一応言っておきますが、ありません。イズミの選択肢はすぐに覚えて魔法科学に没頭するか、魔法科学を取り上げられて覚えさせられるかの違いです」

　いずれ、必ず必要となってくる。なので覚えない、という選択は出来ない。

「なるほど。クリスがそこまで言うのなら、これは絶対に覚えないといけないことか」

「ええ、御察しの通りです」

　強制するということは、つまりそういうことだ。

　和泉いずみもクリスがここまで言うのなら、自分にとって必ず必要になると理解している。

　だからこそ、これ以上の反論は無意味だと悟った。

　とはいえ、面倒でやりたくないことには変わりないが。

「おおっ。和泉が折れるなんて珍しいじゃねえか」

「俺の家庭教師は最低限を見極める。つまり強制ということは、その最低限に引っ掛かるということだ。であれば前向きにさっさと覚えたほうが手っ取り早い」

　魔法科学の実験を奪われることに比べれば、手っ取り早く覚えたほうが気は楽になる。

　すると二人のやり取りを見ていたクレアも嬉うれしそうに頷うなずいて、

「イズミ様！　わたくしもしっかりと教えますので頑張りましょう！」

　いきなりの参戦発言に、誰もが驚きの表情を浮かべた。

　というより、どうしてやる気満々なのか誰も理解出来ていない。

「……ちょ、ちょっと待てクレア。俺はクリスに教わるから、お前に手間を取らせるつもりはないぞ？　それに俺はこの通り、面倒な人間だ」

　クレアも自分のような変人を相手にするのは面倒だろう、と。

　いつになく常識的なことを言う和泉。だがクレアは首を振って、

「いえいえ、謙けん遜そんなさらないで下さい。イズミ様は知的で意欲的であり、常に冷静さを欠かさない素晴らしい方だとクリス様はいつも仰おつしやっています。わたくしに務まるかどうかは分かりませんが、精一杯やらせていただきたいのです」

　全くもって言われたことのない単語の羅列に、和泉は困惑しクリスを見た。

　本当にそんなことを言ったのか、という疑問を含めた視線に対してクリスは首を振る。

　素晴らしい親友だとか、魔法科学が大好きなところは純粋で好ましい。

　そういった類たぐいを彼女に伝えたことは確かにある。

　だが間違っても今のような言葉を使ったことはない。何のフィルターを通したら、今のような言葉に変換されたのかクリスすら理解が追いつかなかった。

「ク、クレア？　自分はそのようなことを貴女あなたに言っていましたか？」

「はい。クリス様はいつも、そのように仰おつしやっていました」

　大きく首肯するクレアはさらに言葉を続ける。

「それにわたくしはクリス様とイズミ様の関係に感動したのです。なのでお手伝いをしたいと思ったのですが……その、クリス様はご迷惑でしょうか？」

　上目遣いで婚約者の様子を窺うかがうクレア。

　クリスとしては色々と情報が錯さく綜そうしていて混乱しているが、それでも分かるのは彼女が自分と一緒に和泉いずみを教えたいと思っていること。

　そしてそれだけ分かっているのなら、答えとしては簡単だろう。

「迷惑ではありませんよ、クレア。自分と二人でイズミに教えましょう」

　彼女が作り出す不思議な状況は、和泉にとっての天敵だ。

　初めて出会った時もそうだったし、今回もそうだった。

　であれば面白い状況に転ばせたほうが自分も楽しいだろう。

「ありがとうございます。わたくしもクリス様の婚約者の名に恥じぬよう、精一杯頑張りますのでよろしくお願い致します、イズミ様」












　大きく頭を下げてから、満面の笑みを浮かべるクレア。

　現状、和泉いずみにとって想定外の方向へ話を展開する彼女は唯一の天敵といっても過言ではなく、またそれを見越して了承したクリスを和泉は半目で睨にらみ付ける。

　そんな三人のやり取りを見て、修しゆうも大笑いした。

「なるほどな。話には聞いてたけど、クレアは面白いな」

　和泉のような人間を振り回せるのは、単純に言って二種類しかいない。

　レイナのように強制的に振り回すか、クレアのように不思議な状況を作り出すか。

　修は今日、クレアと初めて会ったので話に聞いていただけだが、実際に現場を見てみると面白い。何せ和泉が困惑して狼狽うろたえるような表情を浮かべるのだから。

「シュウも面白がってる場合ではありませんよ。貴方あなたはイズミ以上にテーブルマナーが必要となる時が多いでしょう。逃げることは出来ませんからね」

　クリスが第三者となった修を注意する。リライトの勇者である彼は、和泉以上に機会があるだろう。訪れる機会も和泉より早いはずだ。

「しかしアリーさんはどのように考えているのでしょうか？　今はまだ問題ないと仰おつしやっていましたが……さすがにそろそろ、やっていったほうがいいと思うのですが」

　と、そこでクリスはあることに気付いた。

　本当に彼は食事の作法を学ぶ機会がないのだろうか、と。

　今まで、彼と会話してきた中で不意に気になった部分が浮かび上がる。

「そういえばシュウは以前、我が王と食事をする機会を作ると言っていましたよね？」

　夏休みのパーティーの後、優ゆう斗とと修とエリスと話した時のことだ。

　エリスが王様の修に対する気持ちを話したことで、彼はこれから王様と食事をしたり顔を出したりしよう、と言っていたはず。

「ああ、そのことか。とりあえず何回か王城に顔を出して王様と話したり、昼ご飯を一緒に食べたりもしたぞ。おばさんが言ってた通りだったわ」

　嬉うれしそうに迎え入れてくれたので、修としてはこれからも顔を出そうと思っている。

「その時の食事で、我が王から何か教えて貰もらったことはありませんか？」

「何かって言われても、しっかり皿の上の料理を食べ切るナイフとフォークの使い方とかは教えて貰ったけど、別にマナー云うん々ぬんは言われてないしな」

　修の食べ方はもったいない、と。ナイフとフォークの使い方次第で、料理を残さず食べられると修は王様に教えられた。

　修もわざと残したいわけではないので、言われた通りにナイフとフォークを使ってみると、確かに細かい部分も残さず料理を食べることが出来た。

　そしてクリスは修の話を聞くと、納得したように相づちを打つ。

「それです。それがテーブルマナーの取っ掛かりなんですよ」

「……えっ？　いや、だってクリスがやってるような、優雅な使い方じゃなかったぞ？」

　テーブルマナーというのは、もっと綺き麗れいにナイフやフォークを使うはずだ。

　修しゆうが教わったこととは似ても似つかない。

「ですがテーブルマナーに対する最初の一歩としては、間違ってはいないでしょう」

　わざと残す食材もあるが、それでも基本は食べ切ること。そして適切なナイフとフォークの使い方を洗練させたのが、この世界のテーブルマナーでもある。

　つまり修は意識せずして最初の一歩を踏み出していたわけだ。

「我が王はシュウの扱い方を心得ているのですね」

「修が無意識のうちに調教されるとは、王様はさすがだ」

　アリーの提案があったのか、それとも王様が自主的に教えたのかは分からないが、それでも本人すら気付かないうちにテーブルマナーの一歩を踏み出していた。

　そして堅苦しいことが面倒な修に対しては、満点のやり方だろう。

「うわ～。本気で気付かなかったわ、それは」

　してやられた、と言っていいかもしれない。そんなことを平然と出来るのは優ゆう斗とだけしかいない、と修は思っていただけ余計に実感する。

「でも、まあ、別に嫌じゃないからいいけどな」

　修のことを考えてやってくれたことに対して、嫌な思いをするわけがない。

　苦笑いを浮かべて、自分自身にくつくつと笑ってしまう。

　そして話が落ち着いたところで、今度はクレアがここにいない二人の話題を出した。

「そういえばユウト様とタクヤ様について、クリス様は心配にならないのですか？」

「あの二人は問題ありません。ユウトは最初からテーブルマナーも完璧でしたし、タクヤもココさんの指導でしっかりと覚えていましたから」

　問題行動を取らない二人が、トラブルになりそうなことを放置しているわけがない。

　卓たく也やも初めてのパーティーに参加してからというもの、力を入れて学んでいたらしい。

　和泉いずみと修も、今はリステルへ行っている二人のことを脳裏に思い浮かべる。

「心配といえば、優斗と卓也はリステルに行って問題が起こっていないのだろうか？」

　彼らが行った理由としては、それなりに面倒な理由だ。

　龍りゆう神じんの顔見せに、リルが『誓いの言葉』を卓也に使ったこと。

　二つの理由が重なったからこそ、彼らはリステルに行くことになった。

「……ん～、と。何があっても問題ないとは思うけどよ。問題が起こらない……ってのは断言出来ないよな。案外、何かしらトラブってるかもしれねえぞ」

　もちろん問題が起こってしまったところで、あの二人ならしっかり解決するだろう。

　だが、そもそもなことを言えば問題なんて起こらないのが一番だ。平和に過ごして帰ってくることを願うが、それでもトラブルに巻き込まれないと断言出来ない。

「今回に限って言えば、俺以上のトラブルメーカーもいそうだしな」

　軽い調子で、周知の事実を言ったとばかりに淡々と声を発した修しゆうだったが、クリスには爆弾発言にも等しかった。どこかへ行けば大体のトラブルが巻き起こる修以上なんて、クリスが考える限りは誰一人として存在しない。

「一体、誰のことを言っているのですか？　ユウトだろうとタクヤだろうと、シュウ以上のトラブルメーカーではありませんよね？　もしやリルさんですか？」

「違う違う、俺の姪めいっ子のことだよ」

　再び修は苦笑いをしながら、クリスの疑問に答えを返した。

「シュウの姪っ子となると……。なるほど、そういうことですか」

　言われてみればその通りだ、とクリスも納得がいった。確かに修の姪っ子は実在する神様であるが故、修以上のトラブルメーカーになる可能性は否定できない。

「初めてリライトから出て、それなりに近いとはいっても別の国に行くわけだろ？　だから何かのトラブルが起こりそうで面倒そうな感じがするんだよな」

　もちろん、優ゆう斗とたちも注意散漫になるつもりはないだろう。

　けれど普段のように注意して、普段のように気を付けるだけでは駄目なこともある。

　どれだけ注意し気を付けたところで、どうにもならない状況に陥ることもある。そして、そんなことをやらかす輩やからを引き寄せるものは、いつだって特別な存在感を持っている。

　だから修はちょっとだけ真面目に、けれど重い雰囲気にならないよう告げた。

「龍りゆう神じん様なんてのは、俺以上のトラブルメーカーだと思うぜ？」
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　優斗たちの話し合いが終わり、護衛の配置も無事に終わる。

　客室内では寝間着に着替えようとしていた女性三人が、わいわいと話し始めていた。

「それにしても見た目に似合わず大きいわよね、フィオナって」

　さっさと服を脱いだフィオナを見て、リルが見た通りの感想を述べる。

　どこがとは言わずとも、感想からどこの部分か普通に読み取れる。

「わ、分かってくれますかリルさん！」

　すると同じく着替え中のココが、血涙でも流すのではと思えるほどの勢いで同意する。

「大きいんです、フィオもアリーも！　同い歳なのに何なんですか、これ!?」

　羨うらやましくない、とは口が裂けても言えない。むしろ羨ましいと断言出来てしまうほど。

　けれどリルはさすがにココほど貧しい胸元、というわけでもないので、

「……えっと、あたしはそこまで羨ましがってないわよ」

　同年代の一般サイズぐらいはあるので、ココほどの羨ましさはなかった。

「ど、どうしてです!?　フィオのこれは大正義なはずです！」

「だ、大正義ってあんたね……。女性たるもの大きさだけが重要じゃないわよ」

　リルはココの胸元を見るが、全く発展しなかった彼女の心中を察してしまい、

「……ごめん。多少は必要かもしれないわね」

　たった今、言ったことをリルは翻した。

　そして三人はベッドに入り、眠っているマリカのために明かりを暗くして会話を続ける。

「そういえばココってタクヤの妹なのよね？」

「はい。わたしにとってタクはお兄ちゃんです」

「どうしてお兄ちゃんだったの？　弟じゃ駄目だったわけ？」

　リルが問い掛けると、ココは苦笑いを浮かべた。

「わたしもどうしてって最初は思いました。わたしはタクの家庭教師で、タクはこの世界に来たばかりですし。だけどお互い、逆だとしっくり来ないんです」

　姉と弟だと違和感があって仕方がない。と、そこでココは苦笑いから一転して、

「まあ、あれです。リルさんはわたしのこと、未来の義妹って思ってくれていいです」

　ニヤリと弄いじるような笑顔で将来の状況を言ってのける。

　そして僅わずかな明かりでも若干、顔が赤くなったリルに気付いたココは追撃を開始した。

「というかタクで良かったんです？　もっと他にいるとか思わなかったんです？」

「思わなかったっていうか、あたしだって自分がやったことの意味が分からないわよ」

　ただ、卓たく也やに嫌われたままでいたくない気持ちだけは確かなことで。

「意味分からないけどタクヤに言おうって思った。婚約者になっても大丈夫だと思った」

　全部、それだけ。自分が抱いた気持ちの名前を考えないまま、突っ走った。

「……ごめん。ちゃんと考えようとすると、顔が赤くなってきたわ」

　照れるようにうつ伏せになり、枕に顔を押し付けるリル。

　その姿を見たココはフィオナの肩をちょんと叩たたくと、

「どうしよう、フィオ。わたしの未来の義姉が可愛かわいいです」

「そうですね。今のリルさんは、私もとても可愛いと思います」

　と、そこでココはふと嫌な事実に気付いた。

「……あれ？　もしかしてリステルに来た中でわたしだけ独り身です？」

　優ゆう斗ととフィオナは言わずもがな。卓也とリルは今日、婚約者となった。

　つまり彼氏だの恋人だの婚約者だの……といった人がこの場でいないのはココのみ。

「い、いやいや。ここだけのことです。戻ったらズミさんいますし」

　向こうには魔法科学にのめり込んだ変人がいる。彼に恋人が出来るなんて考えられない。

　しかし、だ。もし和泉いずみに先を越されてしまったら、ココは想像以上に苦境に立たされる。

「……ちょ、ちょっと頑張ったほうがいいかも、です」

　そう呟つぶやいたココに、フィオナは顔を綻ほころばせて彼女の頭を撫なでたのだった。




　結局のところ、夜には誰も来なかった。女性陣はその後もたっぷりと話したところで眠り、男性陣もイアンの質問責めが終わったところで気付いたら眠っていた。

　そして朝。比較的寝坊などをすることがないイアンと、寝坊などしていられない優ゆう斗とが目を覚ます。ドアを開けて隣を確認すると、副長が問題ありませんと伝えてきた。

「どうやら杞き憂ゆうだったようだな」

「お手数をお掛けしてすみません。副長も護衛、お疲れ様です」

「いえ。騎士として当然のことをしたまでです」

　優斗は卓たく也やを起こして隣の部屋に朝食を食べることを伝えると、まだ準備に時間が掛かるから先に行っておけと言われた。

　副長には彼女たちの護衛をするように頼み、三人は先に出て朝食が用意されている場に向かって城内を歩く。階段を上り、様々な部屋を横切り、一○分ほど掛けて到着した王族専用の場所なのだが、着席してからも五分、一○分と待つこととなった。

「女性の身だしなみを整える時間はどうにかならないものかと常々思う」

「でも女性としては大切なことみたいだよ」

「オレは優斗ほどの心境にはなれないな」

　とはいえ仕方ないかと優斗たちは笑って、くだらないお喋しやべりをしていた……瞬間だった。

『────ッ!!』

　唐突に外から何かしらの音が聞こえて、反射的に三人は立ち上がる。

　優斗、イアン、卓也は食事場から飛び出してバルコニーへと出る。

　真下にある綺き麗れいに並んだ森林を越えて、五○○メートルほど離れた王城域内の広場から煙が見える。下を見れば今の音と煙に反応して幾人かの兵士が向かっていく姿が映る。

　優斗は再度、広場に目をやった。煙と距離で誰がいるのかは分からないが、片方は少数で、もう片方は一○○人を超えるほどはいそうだった。

「一体、誰がこんな朝からやっている？」

　イアンの疑問も当然だったが優斗は嫌な予感がする。フィオナたちが来ていない。間違いであってくれと願うが、次に起こった現象が優斗の願いを崩す。竜巻が生まれたのだ。

　しかも現象が起こる少し前に小さな光の煌きらめきと、薄く緑色に光る何かが少数の眼前に現れたのを優斗は見逃さない。何より自身が感じた気配に間違いがない。

　──あれは……風の大精霊だ。

　龍りゆう神じんの指輪を用いた大精霊の召喚を行ったから指輪が光った。

「……フィオナ」

　気付いた瞬間、全身から一気に冷や汗が出た。大切な人が襲われている。

「──ッ!!」

　反射的にバルコニーから飛び出た。高さは二○メートルほどあったが、風の魔法を使って身体を減速させて着地。そのまま駆け出す。イアンがすぐ後ろに、卓たく也やも出遅れながら優ゆう斗とを追っている。そして走りながら優斗が願うのは唯ただ一つ。

　一秒でも早く、フィオナのところへ駆けつけることだった。
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　優斗たちから遅れること二○分、フィオナとマリカ、リルとココが部屋を出た。

　副長を含めた護衛八人も一緒に歩いていると、目の前に完全武装をしている兵士が廊下から幾人も現れる。最初に疑問を抱いたのはリルだった。

　──あれって王城勤めじゃないわね。

　武装姿が通常の兵士と違っている。その違いが足を止まらせた。

　同時、副長を含めたリライトの近衛このえ騎士たちが前後に分かれて構える。

「リルさん？　それに騎士の皆さんもどうかされたんですか？」

「急に止まっちゃいましたけど、何かあったんです？」

　フィオナとココだけが状況に気付いていない。

　リルが後ろを見れば、前にいる兵士と同じ服装の奴らがぞろぞろと現れてくる。

　今、この場にいるのはリルにフィオナ、マリカ、ココに近衛騎士。

　──狙いは一体、何なの？

　このような格好の奴やつらが堂々と現れることが出来るのは、彼らが王城勤めではなくともリステルの兵士だと王城内で認識されているからだ。

　──だけど王城勤めじゃないっていうよりは……。

　どちらかというと、リステルの貴族が持っている私設兵団に近い。

　──どこかに家紋でもないかしら？

　誰か一人ぐらいは服か剣か何かに付けているだろう。

　そして周囲を見回したリルは、ある兵士が剣に装飾している家紋に気付いた。

　瞬間、苛いら立だちを覚えながら叫ぶ。

「……っ！　ガリア侯爵ッ！」

　どれだけ嫌いな奴だろうと、忘れるわけがない。昨日出会った最低な奴の家紋だ。

　つまり、ここにいるのはガリア侯爵の私設兵団であり、狙いはどちらか。

　──あたしか……マリカってことよね。

　と、思ったところでリルは変だと思った。元婚約者候補として、なりふり構わずに自分を狙うのは……おかしい。タイミングは今、この時でなくてもいいはずだ。

　自分が狙いならば、表向きの体てい裁さいくらいは取り繕つくろうはず。

　ではこれほど無茶苦茶な状況になっているのなら、答えは自ずと導かれる。

「マリカが……狙いってこと？」

　リルが緊張感を漂わせると、フィオナもマリカを強く抱き寄せる。だけどどうしてだろうか、とリルは考える。龍りゆう神じんの赤子を襲う理由はリステルにない。

　だからこそリライトも信頼してくれたというのに、個人的な事情にしても爵位を得ている人間がここまでやるだろうか、と違和感は拭えなかった。

　疑問は色々あって、だけど考えたところで分かるわけもない。

　何を言えばいいか分からずリルが服の裾を握り締める。

「よく分からないですけど、大丈夫です？」

　ココがリルの背に軽く触れた。僅わずかな感触と温ぬくもりにリルは隣を見る。

「少なくともリルさん一人が抱えることはないです」

　ココが優しい笑顔をリルに向けると、彼女は自身の頰ほおを張って気合いを入れた。

　その中で副長は前後に視線を送った後、立ち回りを考えていた。

　現状が続いていくのであれば、別に大げさに何かする必要はない。

　少なくとも左右が壁で前後を守ることが出来るこの状況は悪いとは言えない。

　時間が経たてば、いずれは他の誰かが気付き騒動は終わっていく。

　けれど、この考えはあくまで現状のままだったとしたら、だ。

　想定外が一つでもあれば、容易たやすく崩れ去る思考でしかない。

　故に副長は注意深く周囲の気配を探り、そして探り当てる。

　廊下の曲がり角からゆっくりとした調子で現れようとしている〝漆黒の巨体〟に。

　気付いた直後、副長は鋭い声を近衛このえ騎士たちに発する。

「──フィオナ様たちを外に連れ出しなさい!!」

　場所的にはすぐ横に窓があり、丁度良いことに開いている。

　次の瞬間、近衛騎士たちはフィオナたちを抱えて同時に窓から飛び出す。

　地面までの高さは一五メートルほど。風の魔法を使って上う手まく着地した近衛騎士たちは、フィオナたちを降ろしてすぐに周囲を警戒しながら走り始める。

　副長も少し遅れて合流し、最初は城の中に逃げようとも思ったが、右から左から兵士が出てくるので真正面、森林のほうへと駆け抜ける。

　そして城から少し離れた訓練でも使われる広場に出たところで……囲まれた。

　前後左右、おそらく一○○人は軽く超えているだろう。

　そして武装した兵士の中から、一人だけ小こ綺ぎ麗れいな格好をした男が出てきた。

「やっぱりあんたの仕業ってわけね。ガリア侯爵」

　リルが睨にらみ付ける。しかしガリア侯爵は気にせずフィオナたちの前に立った。

「いかにも。私がやっているよ」

「この騒動、隠すつもりでやっているわけじゃないのよね？」

「もちろんだとも。王に気付かれたとて、何一つ問題はないさ」

　リステルにとって最悪の出来事だろうと関係がない。

　何な故ぜなら、これは個人的な事情で動いているわけだから。

「私は昨夜、素晴らしい情報を手に入れてしまった」

　僥ぎよう倖こうと言うしかない。前日の夜、聞こえてきた話にガリア侯爵は身体が震えた。

『あたしは恋人ぐらいなら龍りゆう神じんの親に選ばれるものって思ったんだけど』

　何気なく会話している卓たく也やとリルの様子に、ガリア侯爵の胸は高鳴った。

　察することは簡単だ。会話の脈絡を追えば単純にそこへと至る。

　──今、ここに龍神の赤子がいる。

　そのことに身体が震えるほどの歓喜があった。ガリア侯爵はニタリ、と表情を歪ゆがめる。

「リル様と婚約者の話を偶然聞いてしまってね。ふと思ったわけだよ」

　ガリア侯爵は欲望を滲にじませる笑みを惜しげもなく前面に出した。

「私が龍神の親になる、というのはどうだろうかとね」

　けれどその表情に、その雰囲気に告げられたことが信じられるわけもない。

　それは当然、ガリア侯爵にも分かっている。












「何のために親になるのか、と。確かに君たちは問うだろう」

　これだけのことをして、親になる以外の意味はないのだろうか、と。

　もちろんあるに決まっているだろう。

「答えは単純なものだよ。その身をいずれ切り刻み食すため。それが答えだ」

　突然に、唐突に、急に現れた人物の意味不明な言動。

　フィオナが絶句するが、それでもガリア侯爵の言葉は止まらない。

「いやはや、昨夜の君たちの話を要約すれば龍りゅう神じんの親というものは夫婦や婚約者どころか恋人ですらなくても、なれるというじゃないか。そして親は子に対して、どのように扱っても親であるのだから問題ない……というのが私の考えでね」

　ついでにガリア侯爵はフィオナを指差す。

「今ならば君も妻に迎えてあげよう。顔は素晴らしく他国のとはいえ公爵家だ。私の妻になるには分相そう応おう。これで仮初めの婚約者、噓うその夫婦を演じる必要がなくなるのだから君にとっても悪い話じゃないだろう？」

　そうすることがベストだ、と言うようにガリア侯爵は笑い続けている。

「龍神を食べるとか、フィオナを妻にって……ふざけたこと抜かしてんじゃないわよ！」

　フィオナの代わりにリルが激高し、怒鳴るように言い返す。

　けれどガリア侯爵は未いまだ余裕を崩さない。

「おや、リル様はご存じではないか？　龍神の血肉には不老不死の力が宿っている、という噂うわさがあることを。真偽はともかくとして、試してみたくはなるだろう？」

「知らないし試したくなるわけないでしょ！　馬鹿馬鹿しい！」

　知るわけがないし、知ったところで何かしようと一切思わない。

　リルは今までガリア侯爵のことを散々に言ってきたが、それでも自分が知っていたのは上辺だけでしかないことを思い知らされた。

　壊れている、この男の考えは。どうしようもなく歪ゆがんでいる。

「ついでに言えば、私の信心している神が龍神を殺すことを所望しているんだよ。その理由を細かく説明するのも億おつ劫くうだから、次の言葉を不思議に思うかもしれないけどね」

　どうせ知らないだろうから、と。この世界について何も知らないだろうから、と。

　せめてもの言葉を軽い調子でガリア侯爵は告げる。




「代替わりするはずの龍神が代替わり出来なかった場合。この世界はどうなると思う？」




　その問い掛けに答えられる者はいない。答えなど誰も知らないのだから。

　全員が怪け訝げんな表情を浮かべたことに満足したガリア侯爵はくつくつと笑う。

「一応、信仰者としてはやるべきことをやらないといけないんだよ」

　不意に登場した人物に対して、立ち向かうべき人間は疑問しか持てなかった。

　情報があまりにも突飛であり、意味が理解出来なくて頭の中がごちゃつく。

　リライト側の人間だろうとリルだろうと、誰も理解が追いつかない。

「…………」

　しかし、だ。その中でただ一人、フィオナだけは心の奥底から怒りがこみ上げていた。

　難しいことを言われて、理解出来ない情報がたくさんあったとしても。

　言い返せることが確かにある。言い返さなければならないことが絶対にある。

「ふざけたことを言わないで下さい」

　どう勘違いしたら、ガリア侯爵が宣のたまう馬鹿な結論になるのだろうか。

　そもそも昨日、少し出会っただけの男が何をふざけたことを抜かしている。

　──仮初めだとか、噓うそだとか。

　心底どうでもいい。自分にとって重要なのは〝優ゆう斗とと一緒にマリカを育てること〟だ。

　神とか世界はどうなるかとか、そんなものはどうでもいい。

「仮初めの婚約者？　噓うその夫婦？　だから何だというんです」

　ガリア侯爵がマリカの父親になるなど冗談ではない。

「噓も偽りもまーちゃんを育てることに関係ありません」

「本当にそうだろうか？　少なくとも君みたいな女性があんな偽りの夫を持っているのは君にとって苦しく、悲しいことだろう？」

　分かっているよ、と言わんばかりのガリア侯爵にフィオナは初めて敵意を向ける。

　何を分かったように語っているのだろう。全てが間違っている。

　──苦しさなんてありません。

　楽しい日々ばかりだ。心の底から幸福を感じている日々だ。

　──悲しさなんてありません。

　嬉うれしい日々ばかりだ。その全てがマリカと優斗から得られている日々だ。

　優斗がいなかったら得られなかった日々だ。

「関係が偽りだったとしても、私の気持ちに何一つ偽りなんてありません」

　そう。フィオナにとって、偽りの関係だとしても偽りの気持ちはどこにもない。

　──自分でもどうしようもないほど、分かっていることですから。

　本当は自身の感情に対して、相手に抱く感情に対して無知な自分は、それを言葉で形にするのは早いと思っていた。もっとたくさんの感情を知って、もっとたくさんの想おもいを見つけて、それでようやく優斗に対する感情の名前を見つけられると思っていた。

　──今まで、そう思っていましたけど……。

　どうせ何を知ったところで、優斗に対する感情の呼び方は変わらない。

　何な故ぜなら自分が優斗に抱く気持ちは、始まりも途中も今もずっと同じだから。

　彼のことを特別だと理解した日から、強くなることはあっても変わっていない。

　──本当は順々にその感情の名前が変わっていくはずなのですが……。

　フィオナは違った。理解した瞬間から、その気持ちを抱いていた。

　だから今、この瞬間だけは優ゆう斗とのことを想おもってフィオナは笑みを浮かべる。

　自分が彼に抱いている気持ちの名前なんて、たった一つしかない。




「私は宮みや川がわ優斗を愛しています」




　仮初めだろうと噓うそだろうと関係ない。どうだっていい。

「私は出会うべき人に出会った。出会いたい人に出会った」

　他の誰かでは駄目だ。他の誰かでは意味がない。

「あの人は、私がこんなにも『愛している』と思わせてくれた」

　どうしようもない自分に対して特別な優しさを贈ってくれた。いつだって親身になって、いつだって一緒にいてくれた。フィオナのことを、誰よりも幸せにしてくれた。

「だから私は今までも、今も、これからも──優斗さんを愛し続けます」

　ただ一人、たった一人。あの少年こそフィオナにとっての唯一。

　だからガリア侯爵の言い分が何であろうと看過しない。看過出来るわけがない。

「そしてもう一つ、お伝えすることがあります」

　龍りゆう神じんの親はなろうとしてなるものではない。

「関係が偽りに満ちていたとしても、優斗さんがまーちゃんの父親じゃなくてもいい、という理由はどこにもありません。まーちゃんが優斗さんを父親に選んだのですから」

　愛いとしい娘が自ら、優斗を父親に選んだ。

「どんなことになろうとも、貴方あなたが龍神の父親になることはありません」

　奪い取ったところで父親になれるわけがない。けれどガリア侯爵は余裕を崩さず、

「しかし、だ。あの状況から外に出てきた失態を、君は理解しているのかい？」

　廊下で左右が壁に囲まれ優位な状況だったというのに、外に飛び出した。

「あのままではやられてしまう、くらいは理解しています」

「そしてここまでは私の予想通りの展開だということも？」

「それは知りませんでした」

　とはいえガリア侯爵の予想通りだとしたら、先ほどよりも分が悪くなっているはずだ。

　その程度ならフィオナにも分かる。

「この開けた場所だと、世界有数の近衛このえ騎士とはいえ守り切ることは難しい」

　先ほどよりも簡単に、より追い詰めやすくなった。

　ガリア侯爵が周囲を囲んでいる兵士を構えさせる。近衛騎士もココもリルも、緊張の糸が張り詰めていく中で……フィオナだけは言い返した。

「ですが建物内では出来ない守り方、というのもあります」

「たとえリライト近衛このえ騎士団とはいえ、限度というものはあるはずだよ」

　四方八方から襲われると、注意は散漫になる。

　副長と同等の実力を他の近衛騎士が持っているのなら可能性はあるかもしれないが、飛び出さなければならないと判断した存在も、再び現れる可能性は捨て切れない。

　つまり近衛騎士は先ほどより難しい状況に追い詰められたと言っていいが、

「いいえ。近衛騎士の方々の話ではありません」

　フィオナは抱きかかえたマリカをリルに預けると、左手を少し前に出す。

「先ほどと違う守り方というのは、近衛騎士のではなく──私の守り方です」

　同時、フィオナの左手薬指に嵌はまっている龍りゆう神じんの指輪が輝き始める。

『荒すさぶべき疾風はやての担い手よ。龍神の指輪の名において願う』

　フィオナが吐き出した言葉は詠唱。それも魔法を使うための始まりではない。

　魔法ではなく詠唱する行動というのなら、やっていることは一つしかない。

　大精霊の召喚だ。そのことにガリア侯爵は気付いた瞬間、

「攻撃を開始しろ！」

　彼の後ろにいる兵士が一斉に準備を整えるが三、四割の兵士は戸と惑まどいを隠せない。

　いくらガリアの私設兵士といえど、まともな人間はいる。

　話を聞いていれば、目の前にいるのが龍神と母親ということは理解出来た。

　赤子とはいえ龍神と、龍神を育てている母親に手を出すなんて大それたことを出来るはずもない。かといって雇い主に逆らうことも出来ず、構えるだけ構えて後ろに下がる。

「いいから放て！　これは命令だ！」

　しかし何も考えず従順に従っている兵士が、鎌かま鼬いたちや火球をフィオナ目掛けて放った。

　何十と放たれる魔法が迫ってくるが、フィオナは避よける素振りすら見せない。

　どうしてだ、と疑問を持つ人間もいる中で動いたのはリライトの精鋭。迫る魔法を手に持つ剣で斬り散らす。しかし、それでも数の多さにより通り抜けてしまった魔法を、

「フィオ、大丈夫です!?」

　ココが素早くフォローする。当然、手慣れているわけではなく、初めての状況であるからにはミスがある。防ぎ切れなかった鎌鼬がフィオナの左腕を微かすかに切り裂き、火球が左肩を擦かするように通り過ぎる。それでもフィオナは動揺することなく、傷付いた左腕を前に突き出した。指輪から溢あふれる白い光が一気に薄緑の光へと変わった瞬間、

『来て下さい──シルフ』

　フィオナが生み出した魔法陣から薄い緑色の女性が現れる。直後、強烈な竜巻がフィオナたちを包んだ。竜巻は火球も岩をも通さず、剣を持った兵士も近付けず、何も出来ない。

　これがフィオナたちにとって最善だ。攻撃に転じてしまえば、傷付く可能性は高い。

　何よりも副長が危険だと感じた存在が、どこから狙ってくるかも分からない。

　であれば、フィオナがしている全方位防御が最善だと考えられる。

　もちろん現状を保てれば、ではあるが……。

「初めてとはいえ、少々……疲れるものですね」

　三○秒もしないうちにフィオナの息が荒くなり、身体が崩れそうになる。風の精霊を統括する大精霊を呼び出しての全力防御。今のフィオナでは魔力の減りが凄すさまじかった。

「ちょ、ちょっとフィオナ!!　大丈夫なの!?」

　心配そうにリルが訊きいてくる。ちらりと視線を向ければマリカも泣きそうになっていた。

「大丈夫ですよ、まーちゃん。ママが……ちゃんと守りますから」

　愛まな娘むすめにかろうじて笑顔を見せて、フィオナはさらに魔力を込める。

　──私は優ゆう斗とさんじゃないから。

　強くないから。倒すことは出来ないし、こんな人数を相手に戦うことは出来ない。

　──でも、守り切れれば……。

　一分と少しが経過した。竜巻の障壁は崩れ始め、ついには火球が小さくなりながらも通り抜け始める。副長が咄とつ嗟さに処理したとはいえ、そろそろ厳しくなってきた。

「まだ……まだ……っ！」

　けれどフィオナは頑張る。振り絞る。そうすれば彼が来てくれると知っている。

　前にリルたちが襲われた時も、自分と似たような状況だった。優斗に話を聞けば、あんなタイミングで現れることができたのは修しゆうが勇者で主人公体質だからと言っていた。

　──彼は自分を主人公じゃないなんて言うけれど。

　主人公っていうのは修みたいな奴やつを言う、なんて笑うけれど。

　それでもフィオナにとっては、彼以外の誰にも出来ない無二の存在だ。

　──優斗さんは私の主人公なんです。

　身体が倒れそうになる。竜巻が消えそうになる。

　そのどちらも必死に堪こらえようとして……それでも駄目だった。

　精霊自身が竜巻を炸さく裂れつさせるように散らし、止めたのだ。

「……どう……して？」

　フィオナが問い掛けると精霊は消えながら微笑を浮かべて、ある方向を指差した。

　気付けば誰かの叫び声がして攻撃が止まっている。

「……あっ……」

　そして精霊が指した先には……彼がいた。





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　到着した瞬間、イアンが吼ほえた。

「貴様ら、何をしているッッ!!」

　突然に現れたリステルの勇者に攻撃がピタリと止まった。

　同時に竜巻が消え去り、優ゆう斗とはそのままフィオナの下へと駆け寄る。

　今にも崩れ落ちそうな彼女はきっと、最後の一滴まで魔力を使い切っているのだろう。

　けれど精霊から指を差された自分を見たとき、彼女は嬉うれしそうに笑った。

　優斗はフラフラなフィオナの身体を抱きとめる。

「……無事でよかった」

　よく見れば左肩は少し煤すすけており、左腕は皮膚まで切れて血が流れていた。

「……優斗さん。私……頑張りました」

「うん。ちゃんと知ってるよ」

　フィオナに治療の魔法をかけながら、身体をしっかりと抱き寄せる。

「まーちゃんを守ったんですよ。パパがいない時はママが守ってあげられるんだって、まーちゃんに教えてあげられたと思います」

「……うん。本当に、僕の自慢の奥さんだ」

「でも少し疲れたので……後は任せてもいいですか？」

「…………うん。ゆっくり休んで」

　魔力を使い果たして気を失ったフィオナを、優斗は優しく寝かした。

　遅れて着いた卓たく也やに治療を続けるよう頼んだ。本当ならば自分がやりたいところだが、卓也のほうが治療の魔法については実力が上だからだ。

　続いて優斗はリルとマリカのところへ向かう。フィオナが倒れて大泣きしているマリカがいた。懸命に優斗に手を伸ばしていたのでリルから預かる。背中をリズムよく叩たたく。

「ごめんね。パパ、来るの遅かったね」

　そして言い聞かせるように優しい声音で話す。

「けれどママがちゃんと守ってくれたよね？」

「………………あいっ……」

　しゃくりながらもしっかりとマリカが返事をした。

「もうパパが来たから、マリカは泣かないよね？」

「…………あいっ」

　先ほどよりも強く頷うなずく。

「マリカはママに似て、強い娘だもんね」

「……あいっ！」

　先ほどよりも、もっと力強く頷く。

「じゃあ、もうちょっとリルと一緒にいてね。パパはやることがあるから」

　泣き止やませたマリカを再びリルに預ける。そして踵きびすを返した。

　途中、副長が優ゆう斗とへ頭を下げる。

「申し訳ありません。騎士としてお守りすると誓っておきながら……」

「いや、確かに守ってくれた。そのことに感謝しても、文句を言うわけがない」

　これが誰の失態なのか。護衛として来た近衛このえ騎士の失態か？

　いいや、それは違う。違和感に気付いていながら、それでも見逃した自分の失態だ。

　優斗は右手を強く握り締めて、元凶の人間たちへ歩いていく。

　イアンがガリアたちに何かを言っているようだが、優斗にはどうでもよかった。

「貴様ら、何をしでかしたのか──」

「そこにいるので全員か？」

　イアンの言葉を遮って優斗が言葉を発した。声を張っていないのに、何な故ぜかイアンよりも響く。同時、その場にいた人間の毛という毛が逆立った。

「どうした？　意味が分からないのか？」

　尋ねるよう訊きいているが違う。冷え切った声音と感情が隠すことなく滲にじみ出ている。

「………………っ!!」

　ガツン、と何かのスイッチが入った。

　空気は震え、地が揺れる。誰も彼もが言葉を失い、恐怖で身を竦すくませた。

　身体からだが震えて止まらず、武器を握っていられず、立つことすらままならない。

「僕に殺されたいのは、そこにいるので全員かと訊いているんだ」

　あまりに軽く問われる。それは彼らの命が優斗にとって本当にどうでもいいものであり、そんな奴やつらがフィオナたちを襲ったことに心底殺意を芽生えさせているからだ。

「どうする？　今すぐ楽に死ぬか、苦痛に喘あえいで死ぬか。選んでいい」

　簡単な相談事のように訊いてくる。けれど誰も返事が出来ない。

　誰かが選択してしまえば、すぐにでも始まりそうな地獄絵図。

「選ばないのであれば、僕がやりたいようにやっていいのか？」

　しかし誰も答えないのであれば、それを待つこともしない。

「だったら、だ。一人残らず苦痛に喘がせ殺してやるよ」

　右手を前に出して、恐怖に竦む連中に対して問答無用で魔法を使おうとする優斗。

　龍りゆう神じんの赤子と母親に対して行ったことを考えれば、誰もが当然だと思いそうになるが、

「……違うだろ、優斗」

　たった一人だけ、優斗がやろうとしていることに異を唱えた。

　頭の中で簡単に思い描けてしまう恐怖の惨劇が始まるのを前にして、フィオナの治療を終えた卓たく也やは身体を竦ませながらでも歩き始める。誰もが注目している少年に、誰もが化け物だと断言する少年に、誰もが動けない中で一人の普通な少年が立ちはだかる。

　そして、あと数秒もすれば数多あまたの魔法を放つであろう優ゆう斗との右手を取り、

「駄目だ、優斗。それはオレが許さない」

　昔、約束をした。普通を知らない三人が望む日々を与えると。

　すぐに踏み外しそうになる三人を、ちゃんと自分が守る。その怒りは誰にとっても正しく見えているとしても、宮みや川がわ優斗にとって駄目なことだと自分だけが知っているから。

　だから今の彼の考えを認めないし、許さない。

「……卓たく也や。どうして僕を止める必要がある？　こいつらは──」

「お前がこいつらを許せないことは分かってる。オレがお前を止めるのは、全員を殺そうとしていることじゃない。最悪、リステルを潰しても構わないって思ってることでもない」

　目の前の少年は国一つぐらいなら、別に壊しても構わないと本気で思っている。

　何万、何十万人が死のうと、彼にとってはどうでもいいのだから。

「リライトに迷惑は掛けない。それが出来る力を僕は持ってる」

「お前だったらどうとでも出来ること、オレは知ってるよ」

　無理だとも無茶だとも無謀だとも思わない。

　優斗が出来ると思っているのなら、どれほど荒こう唐とう無む稽けいでも出来るはずだ。

「だとしたら何も問題は──」

　その時だった。卓也はあまりにも理解のない優斗の胸ぐらを摑つかむ。




「お前がやろうとしてることに、フィオナとマリカを巻き込むなって言ってんだよ!!」




　その怒鳴り声に全ての震えが止まった。重苦しさも足の震えも消えてしまう。

「今のお前は冷静に、冷徹に『守る』ためにやってるって言えるのか!?」

　守る必要があるのなら分かる。守るためにやるのなら分かる。

　けれど怒りのあまり殺すのだけは、潰すのだけは駄目だ。

「殺すことも、潰すことも、徹頭徹尾『守る』ためにやれ！」

　でなければマリカのせいで、不必要に殺すことになる。

　でなければフィオナのせいで、意味なく殺すことになる。

「怒りに身を任せたら、お前は後悔する。絶対に後悔するってオレは知ってる」

　フィオナのためなら、マリカのためなら卓也だって気にしない。けれどフィオナのせいで、マリカのせいで殺し始めていく危うさを今の優斗は持っている。

「お前が後悔するって分かってる行動を、このオレが許すと思ってるのか？」

　優斗を守ると誓った。だとしたら怒鳴ってでも止めるのが当然だ。

「答えろよ、優斗。オレとお前のどっちが正しいのか」












　その質問の答えなど一つしかない。

　宮みや川がわ優ゆう斗とにとって正しい答えを、本人以上に知っている親友の問い掛けなのだから。

「……酷ひどい質問だな、卓たく也や。お前が正しいことを僕は知ってるのに」

「よし、そう言えるなら大丈夫だな。ちゃんと冷静に片付けられるよな？」

　頷うなずきを返す優斗に卓也は笑みを零こぼし、後ろに下がっていく。

「リルもイアンも悪かった。怒りのあまり、思考が過激になっていた」

　国すら潰すと考えるのは、さすがに酷い飛躍だ。友人の属する国に対する思考ではない。

「いや、そう思われても仕方ないことだ。この一件、リステルが悪いのだから」

　イアンは優しくそう言うと、優斗はやっぱりといった感じで納得する。

「なるほど。こいつが元凶で合っているのか」

「何がなるほど、なのかは分からないがね。目の前で茶番を繰り広げられた身としては、何とも面白いものを見せて貰もらったと拍手をさせていただこう」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやく、といった様子のガリア侯爵を優斗は訝いぶかしんだ。

　先ほどの優斗を感じれば、ここまで余裕を取り戻せないはずだが、

「ユウト様。先ほど、廊下で〝漆黒の巨体〟を私は見ました」

　副長が優斗に話し掛ける。優斗が戦った謎の存在については、副長にも情報は伝わっている。

　そして今、彼女がこのように言ったのならば、

「またしても〝堕だ神しん〟が絡んでいる。そういうことか」

　つまり、出会うのはこれで三度目となる。

　かなりの頻度で邂かい逅こうしている以上、そろそろ詳しく知っておきたいところだが、

　──さっさと倒したほうがいいが、どうするべきか。

　とはいえ長引かせると、当然周囲の危険度は高くなる。自身が何度も関わっているから知っておきたい気持ちはあれど、やはり周囲を危険にしてまで知ることでもない。

　──とりあえず武器は、さっき兵士が怯おびえて落とした剣でいいか。

　少し歩いて地面に落ちている剣を手に取った……その時だった。

「優ゆう斗と、こっちは任せろ！　知りたいことや調べたいことがあるんだろ？」

　卓たく也やがフィオナたちの前に立って、大きな声で優斗に伝えた。さらにはココとリルが周りを固め、近衛このえ騎士たちも今度こそは守り切ると決意した表情をしている。

　その様子に優斗はふっと笑みを零こぼす。

「悪い、イアン。少し頼りないから、君も行って貰もらえるか？」

　優斗が知りたいことを知るには、ガリア侯爵と話し合う必要がある。周囲の兵士程度ならば卓也たちで何とでもなるが、先ほど副長から漆黒の巨体が現れたと報告もあった。

　あの妙な存在の不安を払うのであれば、おそらくイアンこそが適任だと優斗は考える。

「ユウトは一人で大丈夫なのか？」

「問題ない。だから僕の大切な人たちのことを頼む」

　そう言って送り出した優斗は、ゴミを見るような目つきでガリア侯爵と相対した。

「珍しいこともあるものだね。まさか〝堕神〟と関わっていたとは」

　しかしガリア侯爵は物珍しそうに優斗を見み据すえる。

「リライトでいえば……まあ、おそらくはアルノーレだろうね。あの連中は〝堕神〟の欠片かけら一体程度しか召喚出来ないだろうから、まだ本当の怖さを君は知っていない」

　そう言ったガリア侯爵は軽く右腕を横に振るった。

　同時、三つの召喚陣が生み出され、そのうち二体は優斗が過去にパーティーで見た漆黒の巨体をしている。ガリア侯爵に召喚された〝堕神〟の欠片は、優斗の横を通り過ぎて卓也たちへ飛び込んでいく。優斗はそれを横目で見ながら、ガリア侯爵と会話を続けた。

「お前のところに残っているそいつは〝堕神〟の欠片ではなさそうだな」

「あれ？　随ずい分ぶんと余裕なものだね。〝堕神〟の欠片の強さを知らないのかい？」

「十分過ぎるほどに知っているが、気にする必要があるのか？」

　卓也が任せろと言った。倒す可能性を持つ人物も送り届けた。

　であれば〝堕神〟の欠片二体程度を気に掛ける必要はない。

「〝堕神〟の欠片は僕も戦った経験がある。だからこそ思ったんだが、どんな魔法であろうとも〝堕だ神しん〟の欠片かけらは問答無用で消せるわけじゃない。少なくとも神話魔法は軽減するものの消すことは無理だった。ということは、だ」

　そう。問答無用というわけではないのなら、一つの仮説が生まれる。

「質が高く、出来の良い上級防御魔法なら相打ちまで持っていけるんじゃないか？」

　どうにか出来る線引きはどこかにあるはずだ。

「もし出来なかったとしても、どうにかするはずだ。少なくとも僕がやろうとしていることが終わるまで必ず無事でいる。佐さ々さ木き卓たく也やもココ＝カル＝フィグナもそういう奴やつだ」

　加えてリライトの近衛このえ騎士にリステルの勇者もいるのだから、気に掛ける必要もない。

「だから僕はお前と喋しやべってるんだよ」

「そう言ったところで、私が教えると思うかい？」

　知りたいと言っている人間に対して、素直に教えるわけがない。

　それが当たり前ではあるのだが、優ゆう斗とは意に介さず会話を続けていく。

「だったら、そもそもな話をしよう。僕は先月と先々月に〝堕神〟の欠片と出会っているが、大元を考えれば〝堕神〟という単語が目に付く」

　詳しく知っているわけではない、と説明するかのような優斗の台詞せりふ。

「それで教えて貰もらえるか？　〝堕神〟とは何なんだ？」

　淡々と、しかし傲慢な問い掛け。何より周囲の状況を理解していないやり取り。

「…………」

　ガリア侯爵が優斗に抱いた感想としては、分かりやすいものだ。

　気持ち悪い、という以外の言葉が出てこなかった。異常な雰囲気から、彼が相当な手て練だれだということは予想出来る。だが、だからこそ余計に宮みや川がわ優斗の思考が読めない。

　悪手も悪手だ。会話を引き延ばすことなど、理に適かなっていない。

　彼が今、やるべきことは自分を打倒すること以外ないはず。

　だというのに、目の前にいる少年は薄ら笑いを浮かべて告げてきた。

「殺してしまえば知ったところで意味はないんだから、教えてくれよ」

　まるで挑発になっていない。これで素直に答える人間はいない。だが、

「それとも僕のことを殺せない不安でもあるのか？　であれば仕方ない」

　宮川優斗のある意味で特筆すべきは、相手が人間であれば的確に煽あおることが出来ること。

　今の状況で言えば『喋ってしまえば殺せない程度の自信』しか持っていない、とあえて突き付けることで情報を引き出そうとしている。

　これでも尚なお、喋らないのであれば優斗の言葉を肯定しているも同然で、絶対的な強者であると自負している人間であれば確実に我慢ならないことだ。

「真正面から挑むこともせず、喋ってしまえば『負けるかも』と途端に不安が生まれる程度の自信だ。訊きいた僕が悪かった。小物らしく負けることに怯おびえているといい」

　嘲あざ笑わらい、吐き捨てるように言ったことでガリア侯爵が眉を寄せる。

「どちらが上か分かっているのかい？」

「強者の振る舞いすら出来ない三さん下した如ごときが僕に何をほざく」

　立場が上だと思っているからこその返答に、ガリア侯爵が初めて苛いら立だちを見せた。

「であれば、少し話してやるとしようか。死出の道すがら暇潰しは必要だからね」

　あくまで自分が上だと思わせるには、そのための態度と行動が必要だ。

　それこそ優ゆう斗とに仕組まれたことだとしても。

「君たち大勢は勘違いをしている。この世界の在あり方についてね」

　ガリア侯爵は優斗へ情けを掛けるかのように、優しく教えるように言う。

「この世界はね。龍りゆう神じんが管理しているとしても、龍神だけが管理出来る世界ではないよ」

「龍神だけが……管理出来るわけではない？」

「ああ、その通りだとも。今は龍神がやっているだけに過ぎない、ということだ」

　何な故ぜ、このようなことが考え付かないのかガリア侯爵は理解出来ない。

　それほどに、この世界は龍神が絶対であると考えている人間が多すぎる。

「龍神の〝対等〟が、この世界に存在しているとは思わないのだろうか。そして世界の管理を奪い取ろうと考えているとは思い付かないのだろうか」

　ガリア侯爵の言葉に対して、優斗は僅わずかに目を細めた。

　妄言なのか、それとも事実を語っているのか。判断が難しかった。

　──そもそも突拍子のない話だとは思うが、否定し切れないのも事実だ。

　いきなり現れた奴やつのことを暢気のんきに信じるのは馬鹿のやることだ。

　だが初めて優斗が出会った〝堕だ神しん〟の欠片かけらは、マリカを狙うように現れている。

　そのことを知っているからこそ、ガリア侯爵の話を完全に否定することは難しい。

　──事実かどうかは分からないが、有益な情報には違いない。

　少なくともガリア侯爵は、そのことを信じているし事実だと思っている。

　──しかもこいつはダイク＝ルスティ＝アルノーレと繫つながっているのだから、似たような馬鹿が他にいるかもしれないと気付けたのは大きな収穫だ。

　他に気に掛かることも幾つかあるが、少なくとも現時点では上出来と言っていい。

　優斗が注意深くガリア侯爵のことを観察していると、ガリア侯爵が先ほどとは違い賞賛するような視線を送ってきた。

「さっき、君は私のところへ残したモノが〝堕神〟の欠片とは違うと言ったね？」

「そうだな。大きさもそうだが、気配が〝堕神〟の欠片よりも濃い」

　今まで見てきた、そして今も背後で戦っている〝堕神〟の欠片とは違う。

　大きさも雰囲気も、何よりも強さが全くもって掛け離れている。

「その通り。こいつは〝堕神〟の半身。欠片とは比べものにならない強さを誇っている」

「〝堕だ神しん〟の半身……。なるほど、そういうものもあるのか」

　欠片かけらときて、次は半身。おそらくは名の通りに大きな力の差がある。

　そしてガリア侯爵はこれで十分すぎるほど強者の振る舞いをしたと思ったのだろう。

「さて、と。死出の旅の間、考えるに値する話はしてあげただろう？」

「本音を言えば、もう少し聞きたいところだがな」

　しかしガリア侯爵的にはちゃんと話した、といったところだろう。

　これ以上は強者ではなく愚者の振る舞いになるが、

「では最後に、君に残念なことを知らせてあげよう」

　ガリア侯爵はわざと下卑た笑顔を作って優ゆう斗とに語り掛ける。

「〝堕神〟の欠片を知っていて、ここにいる。ということは〝堕神〟の欠片を倒した可能性を君は持っている。それは素晴らしいと賞賛出来るけど……」

　もしかして、と考えるほどにガリア侯爵の前に立っている少年は強烈だった。だが、

「御お伽とぎ噺ばなしになれないのなら、君に待っているのは明確な死だよ」

　その言葉に優斗が僅わずかな反応を見せると、ガリア侯爵は笑みをさらに濃くする。

「私が知っている限り、単身で〝堕神〟の半身を倒せたのは過去に一人──」

　それこそ優斗が目の前にいる存在を倒せない証拠。ありとあらゆる人間が無理だと証明してしまうその一人とは、この世界で唯一無二と呼ばれた最強。

「──大魔法士だけだ」

　直後、地面の爆はぜる音が響いた。





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　魔法が通用しないということは、思っていた以上に厄やつ介かいだ。

　戦い方の半分が削られる、といっても過言ではないのだから。

　二体の〝堕神〟の欠片に対し、片方は副長を含めた近衛このえ騎士四人が攻撃を繰り返し、また残りの一体はイアンと近衛騎士四人、加えて卓たく也やとココがフォローしている。

　リルはフィオナとマリカをぎゅっと抱きしめていた。優斗の先ほどの雰囲気にやられて、周囲の私兵が立ち向かう気力を根こそぎ奪われていることも功を奏していた。

　しかし、このままではジリ貧だ。神話魔法であれば問題ないとはいえ、それを扱える人間は話し合いをしている最中で、こちらの状況を完全に気にしていない。その中で、

「これって意外と大ピンチじゃないです!?」

「大ピンチに陥るなら、オレたちの戦い方が悪いってことじゃないのか!?」

　騒ぎながら共闘している二人の存在が、皆の過度な緊張感を丁度良く奪っていた。

「というかタク、どうやったら防御魔法が消されないんです!?」

「消されそうになったら魔力をもっと込めて気合いを入れるんだよ！」

　戦い始めた直後、かろうじて聞こえた優ゆう斗との言葉を信じて防御魔法を使ってみると、確かに問答無用で消されることはなかった。もちろん予想以上に柔やわな防御になってしまっているのだが、それでも防御不可能かと問われれば否と答えられる。

「タクヤ、ココ、リル！　そっちへ行ったぞ！」

　イアンが大声で三人に声を掛ける。

　七人掛かりとはいえ、直撃を避けるような戦い方だ。フォローする頻度は多い。

「気合い入れろよ、ココ」

「そっちこそ、ちょっとは異世界人らしさを見せて下さい！」

　二人は同時に息を吸うと、詠唱を開始する。

「求めるは岩がん鬼き、質なる圧壊！」

「求めるは聖せい楯じゆん、絶対の守護！」

　上級防御魔法と地属性の上級攻撃魔法を放つ。〝堕だ神しん〟の欠片かけらの目前に現れた大岩は呆あつ気けなく消されてしまうが、それはそれで目もく論ろ見み通りのこと。

　視界を奪うのが目的だからだ。飛び込んできた〝堕神〟の欠片の視界が開けた直後、卓たく也やの防御によって唐突に攻撃が防がれる。背後からは近衛このえ騎士とイアンがすぐ駆け寄り、

「タクヤが気合いを入れて魔法を使っているのなら、私も同じようにやるとしよう！」

　リステルの勇者が感化されて、思いっきり力を込めて剣を振るった……その時だ。

　敵の腕を目掛けて振るった剣が、そのままストンと腕を斬り落としてしまう。

　その異常事態に気付いた〝堕神〟の欠片は、すぐさま弾はじけるように距離を取った。

　一方で卓也もココも近衛騎士たちも、斬ったイアンでさえ首を捻ひねる。

「……斬れてしまったぞ」

「あれ？　普通に斬れてるんだけど、どういうことだ？」

「凄すごいです。結構スパッって斬っちゃいました」

　近衛騎士たちも同様に疑問しか生まれなかった。聞いている限り剣でダメージは与えられず、修しゆうのような神剣を生み出すとんでもない人間でなければ不可能なはずだった。

　実際、近衛騎士たちの剣で〝堕神〟の欠片は傷付いていない。

　しかし卓也は意味が分からずとも斬れた事実にラッキーと思い、

「とりあえずイアンが気合いを入れると斬れるってことか」

　自分たちで〝堕神〟の欠片を倒せる。そういうわけだ。

「じゃあ、こういう風にやってみたらどうです？」

　ココが一つの提案をすると、皆の視線が卓也に向いた。

　それが意味することに卓也は苦笑いを浮かべ、

「さっきも同じことをやったんだし、一生懸命頑張るだけだ」

　あれやこれやと駄々を捏こねられる状況でもない。

　出来ることがあるのだから、出来ることをやる。ちょうど腕を落とされて警戒している〝堕だ神しん〟の欠片かけらも、再度攻撃しようとしているところだ。

　全員で頷うなずき合うと、まずは近衛このえ騎士三人が〝堕神〟の欠片に対して順々に飛び込む。

　先ほどと同じでダメージは与えられないとしても、鬱陶しいことには変わりない。

　それを振り払うように残った腕を振り回した後、先ほどよりも速度を上げて〝堕神〟の欠片は卓たく也やに攻撃を仕掛ける。それを先ほどと同じように卓也は受け止めた。

「求めるは聖せい楯じゆん、絶対の守護！」

　先ほどと違うのは、ココが魔法を使うタイミング。

「求めるは岩がん鬼き、質なる圧壊！」

　少し遅れて〝堕神〟の欠片に消されない程度の左右。そして真上に大岩を出現させる。

　どこまで〝堕神〟の欠片の視界範囲があるかは分からないが、それでも確認出来ない部分はあるはず。たとえば大岩に隠れるように何かがいれば、気付くことはほぼ不可能。

　だからイアンはココが魔法を発動させた瞬間、視界から外れるように左右の大岩の背後へ身を滑り込ませると、すぐに頭上から落とされている大岩へ飛び乗った。

　大岩の下部はすでに消えていっているが問題はない。一呼吸を入れ、イアンは思い切り気合いを込めて振りかぶる。聖剣は光を放ち、そして大岩が消え去ろうとした時に、

「気合いを込めて──斬るっ！」

　イアンは真下へと聖剣を振り下ろした。直上から振り下ろされた聖剣は〝堕神〟の欠片を頭から斬り裂き、そのまま股下まで一気に両断した。

「上う手まくいったぞ！」

　地面に着地したイアンは嬉うれしそうに笑顔を浮かべたが、すぐに真剣な表情に戻る。

「タクヤとココはリルたちを頼む。私たちは副長のフォローへ動く」

　もう一体〝堕神〟の欠片はいる。そしてイアンが斬れると分かったのだから、そちらの援護にも行ったほうがいいだろう。卓也とココはすぐさま、移動していくイアンと近衛騎士たちを見送りながら大きく息を吐いた。

「何とかなったな。色々と心臓に悪かったけど」

「意外とどうにかなるもんです。まあ、倒せるとは思ってなかったですけど」

　警戒を怠ったりはしないが、それでも張っていた肩肘は弛し緩かんさせてもいいはずだ。

　二人は少し離れた場所にいるリルに駆け寄る。次いで卓也とココはちらりと轟ごう音おんを鳴らし始めた優ゆう斗との戦いを見たのだが、とんでもない戦いとしか言えなかった。

　そもそも優斗が敵対している相手の姿が霞かすむ。優斗も交通事故に遭っているのではないかと思うほど、意味不明に身体が浮いていたりする。というか気付いたら躱かわして剣が擦すれるような音がして、まるでコマ送りの映画を見ているようで気味が悪い。

「タク。あれがこの世にある戦いとか、わたし思えないです」

「偶然だな。オレも似たようなことを思ってたよ」

　離れた場所にいるのに、優ゆう斗との戦いが目で追い切れない。

「ねえ、タクヤ。あんな意味不明な化け物をユウトは倒せるの？」

　と、リルが不安そうに声を掛けた。

　さすがにあれを見ていると不安になる気持ちは分からなくもない。

「意味不明、か。確かにそうだけど……」

　とはいえ卓たく也やにしてみれば、不安になる必要は全くなかった。

「どっちもどっちだろ。あそこにいるのは宮みや川がわ優斗と〝堕だ神しん〟の何とか。だけど知ってることって、お互いにそれぐらいで他は何も分かってない」

　宮川優斗と〝堕神〟の半身。それを別の言葉で表すのなら、

「どっちにとっても意味不明な化け物には違いない」

　とはいえ同じ意味不明な化け物だとしても、実力はどうなのだろうか。

　卓也は絶対の信頼を優斗に持ちながら、笑顔を浮かべてリルに答える。

「だけどな。うちの化け物は、世界を壊せる最強の化け物だぞ」





　　　　　　　◇　　　　　　◇






　最初の一撃で終わると思っていた攻撃は、気付けば躱かわされていた。ガリア侯爵が分かっているのは、いつの間にか優斗が剣を振るっていて、彼の右腕の服が少しばかり斬り裂かれていたこと。一呼吸置くこともなく〝堕神〟の半身が追撃を開始する。

　しかしガリア侯爵が目で追い切れない攻撃でさえ、優斗は器用に躱していく。

　おそらくは剣を振るう反動を用いて上う手まく躱しているのだろう。それぐらいはガリア侯爵にも分かるが、逆に言えばそれぐらいしか理解出来ていない。

　少なくともあれほどの動きが出来る人間をガリア侯爵は知らない。

　見たこともなければ、彼以外にはいないだろう。だが、それでも〝堕神〟の半身の動きが上回っている。戦いが進むにつれて優斗の服は切れ、頰ほおにも一筋の傷が生まれた。常に先手を打ち攻撃をしているのはこちら。ならば攻撃の速度を上げればいいだけのこと。

　幸か不幸か〝堕神〟の欠片かけらが二体、倒されてしまった。

　三体を使し役えきするための魔力を一極集中出来るようになっている。

　であれば、だ。人間の形をしている化け物を、圧倒的な力で打倒するべきだろう。

　と、ガリア侯爵が考えた瞬間だった。優斗と〝堕神〟の半身が交錯した直後、宙に舞った刀身の一部がガリア侯爵の目にはっきりと映った。

　ガリア侯爵は優斗が折れた剣を投げ捨てる様子を見ながら、僥ぎよう倖こうに胸を躍らせる。

　──ここが好機だ！

　幾ら手て練だれであろうと、彼が手に持っていたのは量産品の剣。品質は騎士が持っている剣とは一線を画すほどに劣っていて、技術でカバー出来るレベルではない。となると武器もなく、魔法を詠唱する時間もなく、打つ手が全てない今こそが最大のチャンス。

　ガリア侯爵は〝堕だ神しん〟の半身にさらなる魔力を与え、さらなる力の向上をさせる。

　その恩恵を受けた〝堕神〟の半身はガリア侯爵の目もく論ろ見み通り、先ほどよりもさらに速度を上げて優ゆう斗とへ攻撃を目論む。

　彼の手には武器もなく、詠唱をする時間もなく、防ぐ術すべはどこにも見当たらない。

　加えて優斗は視線を折れた剣に向けていて〝堕神〟の半身を捉えていない。

　──人間にしては上出来だったが、それもここまでだね。

　何をどう足あ搔がいても不可能だ。〝堕神〟の半身はすでに攻撃態勢に入っている。

　だから数瞬の後、素人しろうとであろうとも簡単に予想出来た決着の瞬間が──

「……なっ!?」

　訪れることはなく、宮みや川がわ優斗は左手一本で覆していた。

　視覚の範囲外から恐るべき速度で飛び込んだ〝堕神〟の半身の攻撃を、無造作に突き出した左腕で何でもないように受け止めていた。ガリア侯爵は常識外のことに目を見張る。

　──あり得ない……っ!!

　あの速度を人間は受け止められない。あの力強さを人間は耐えることが出来ない。

　何があろうと優斗が負けることは必然だと思っていたというのに、どうしてそれが覆るのか。しかし不可能だと思っていても、目の前で起こった事実は揺るがない。

　──一体、彼は何をやった？

　通常では不可能だと断言出来る。人間の筋力だけで止めるなど、常識外だとしてもなお無理だと言い切れる。であれば、と考えたガリア侯爵はふと優斗の左手薬指に輝いている指輪があることに気付いた。同時、風が優斗から発せられているかのように吹き荒すさぶ。

「まさか……精霊術？」

　経緯を考えるのではなく、結果を見み据すえる。

　結果から経緯を見つけ出す以外、目の前で起こった異常事態の把握はない。

　──しかし精霊術だとしても〝堕神〟の半身を止めるのであれば……。

　それは大精霊を召喚しているはずだ……ということ。

　結果だけを見れば経緯はこれになる。とはいえ幾つもおかしな点があるのはガリア侯爵にも分かっていた。詠唱をせずに大精霊を使し役えきするなど聞いたことがない。

　意思の疎通が必要な精霊に対し、タイムラグなく使役出来るわけがない。しかもガリア侯爵すら知らなかった〝堕神〟の半身に対しての有効策を、どうして理解していたのか。

　幾つもの疑問があり、幾つも納得いかない部分がある。

　でも、それでも結果として防がれたのであれば、ガリア侯爵は訊きく必要があった。

「……君はまさか精霊で受け止めたのかい？」

　左手を突き出したままの優ゆう斗とは、ちらりと〝堕だ神しん〟の半身の動きがないことを確認すると、まるで賞賛するかのようにガリア侯爵へ嗤わらう。

「冷静さを失わず原因を追究するのは尊敬すべきところだ」

　そして丁寧に分かりやすく説明口調で話し始める。

「魔法は消せる。であれば精霊術は消せるのだろうか、と考えるのは不思議じゃない」

　試すだけの価値はあると踏んでもおかしいことは一つもない。

「あっちでも〝堕神〟の欠片かけらが倒されたみたいだが、疑問には思わなかったのか？」

　すでに二体の〝堕神〟の欠片は倒されている。しかし、だ。

「どうやって倒したのか気に掛けなかったのは、お前の落ち度だろうな」

　その問い掛けにガリア侯爵はイアンたちに視線を向けて、そして気付く。

「聖剣……が答えだということでいいかい？」

　剣技では倒せない。魔法でも倒せない。となると答えは自ずと辿たどり着く。

　武器が特殊であれば〝堕神〟の欠片を倒す可能性があることに。

「ご明察。ついでに言えば〝堕神〟の半身も、幾つか擦り傷があることに気付いたか？」

　その言葉にガリア侯爵ははっとした様子で〝堕神〟の半身を見る。

　かろうじて認識出来る程度ではあるが、確かに擦り傷が見受けられた。

「要するに精霊を纏まとわせて簡易的な聖剣にして、どうなるかを僕も試した。個人的に聖剣は〝堕神〟の欠片に有効だと判断していたから、間違っていなかったと証明出来たか」

　魔法も剣に纏わせて魔法剣にすることは出来る。だとしたら精霊も同じだ。

　聖剣と呼んでいいのかは分からないが、少なくとも似せることは出来る。

「つまり君は同時に実験していた、ということかっ!?」

　イアンの聖剣を用いて〝堕神〟の欠片を倒せるかどうか。そして優斗本人は〝堕神〟の半身に対しても同様に通用するかどうか。その確認をしていた、ということになる。

　それで倒せなくても倒せても、どちらでもよかったのだろう。

　少なくとも通用するか否かが、彼にとって知りたいことだったのだから。

「さて、ガリア侯爵。御お伽とぎ噺ばなしになれなければ明確な死、だったか」

　絵本になるほどの明確な実力を持っていなければ〝堕神〟の半身を倒せない。

「だったら僕の答えは単純なものだ」

　他に方法がないのであれば、提示された方法を選択するまで。

「過去に誰もいないのであればまだしも、一人は確実に存在する伝説がいる」

　未踏に踏み込むわけではない。誰一人、到達しなかったわけでもない。

「だとしたら僕がそこに届かないと断言される謂いわれはどこにもないはずだ」

　一○○○年前の伝説でなければ勝てないのなら、並んでみせるとしよう。

　そうでなければフィオナと娘を守れないのなら、至るだけの理由が優ゆう斗とにはある。

「だから──」

　今から自分がやることはきっと、戦いと呼ばれるものではない。

「これが単純な戦いでも勝負でもなく、童話と呼ばれるに値するものであるのなら……」

　その通りにやってやる、と。自分自身で決めた。

　勝つために必要なのだから、勝つためにやるべきことをやる。

「お前に言うべきはおそらく、一つしかない」

　人間離れしていることは、自分が誰よりも理解している。

　化け物だと呼ばれるほどに異常だということを、自分が誰よりも把握している。

　だとしたら、だ。それを声にして告げるとしよう。

「──さあ、始めるとしようか〝堕だ神しん〟の半身とやら」

　圧倒的な存在感と圧倒的な力を以もつて宣言する。

　これは誰にでも出来ることではなく、誰にでもやれることではない。

　過去にたった一人だけが残し、たった一人だけが出来たと証明したこと。

　そう、それはセリアールにおいて唯一無二の物語。




「ここから先は──御伽噺の時間だ」




　一○○○年の時を経て、再び御お伽とぎ噺ばなしは語られる。セリアールの誰かが行うのではなく、異世界から来た少年が今、この世界で誰も出来ない物語を紡ぐ。

　そのための一歩を踏み込んだ、と。語るように優斗は左手を大きく横に振った。

　同時、轟ごう音おんが響き〝堕神〟の半身の姿が消えた。

　しかし優斗が次いで左手を軽く下に振ると、地面に直径二○メートルほどのクレーターと衝撃が走り、その中央には身動きの取れない〝堕神〟の半身が押し付けられていた。

「この威力でダメージがあまり入った様子がないな」

　ふむ、と考えるように右手で顎に触れた直後、今度は〝堕神〟の半身を跳ね飛ばすように地面が突然と隆起した。そして再び、隆起した地面を削り取るように〝堕神〟の半身は直下へと叩たたき付けられる。優斗のあまりの暴虐ぶりにガリア侯爵は舌打ちをした。

　──強い、弱いと考える事態ではなくなった、ということか。

　このままでは確実に自分は終わる。終わらせてみせると彼の実力と行動が示している。

　つまりガリア侯爵に待っているのは、破滅という言葉以外には存在しない。

「だとしたら、どのように行動するのが良いだろうか」

　この事態に追い込まれて。この状況になってしまったというのに。

　生きることに何の意味があるというのかとガリア侯爵は思う。

　選択し動いたことに対して間違ってはいなかったろう。〝堕だ神しん〟の半身であれば悉ことごとくを打倒出来ると考えたことも、間違ったとは今でも思っていない。

　ただ単純に想定外の存在が『大魔法士』に比肩しうる、誰一人予想出来ないことが起きたというだけだ。ならばと考える。自分が出来る最善は何なのかを。

　そして出てきた結論は、あまりにも単純なものでしかなかった。

「感謝をして欲しいものだよ、分家と……そして本家の諸君。私はこれから──」

　大いに勝算があった選択の全てをふいにしてしまう、理不尽の権ごん化げに対して。

「命を賭して、彼を殺してみせる」

　このままでは自分は死ぬ。だが死ぬにしてもまだ自らの使い道はある。

　たとえば命を全て使い果たすまで〝堕神〟の半身に魔力を注ぎ込むこと。どこまで強くなるかは分からないが、死ぬことに変わりないのであれば有効活用するべきだ。

　だからガリア侯爵は決断を下した。魔力を極限まで〝堕神〟の半身に与え、自身の命すら顧みないほどに魔力を与え、目の前の化け物を殺すことを決めた。

　そしてガリア侯爵は決断してからの行動が早かった。限界以上の魔力を与えるにつれ、当然のように目は霞かすんでいき、足下は覚おぼ束つかなくなり、最後には立つこともままならずに地面に倒れて伏せる。それでも意識の続く限り魔力を与え続け、そして地面に抑え続けられている〝堕神〟の半身が再び立ち上がったところで、ガリア侯爵の命は潰ついえた。

　優ゆう斗とはあまりにも呆あつ気けない一人の人間の死に様を見ながら、ぽつりと呟つぶやく。

「……自滅か。潔いが最良の選択と言うべきではないだろうな」

　自身の限界以上に魔力を与えた。〝堕神〟の半身は先ほどよりも強くなっている。

　だが、その行動に意味も意思も意図もあったとしても、

「お前の命一つで僕を殺せると思ったら大間違いだ」

　その乾けん坤こん一いつ擲てきの行動でさえ、優斗には届かない。

「召喚した者が死んだのだから、いつかは消えるはず。とはいえ暴れられたら迷惑極まりないし、こちらに変な被害が出るのも嫌だな」

　だから先ほどよりも真剣に、より意思を込めて左手を真上に振り上げた。

　それだけで〝堕神〟の半身は風の大精霊による縛りに抵抗しつつあった状態から、いきなり上空へと投げ出される。

『世界の終わりを見せる在あり方』

　同時、優斗が神話魔法の詠唱を始めた。

『ただ、ただ、他には何も見えず何も感じず何も映ることはない』

　掲げた右手から巨大な魔法陣が浮かび上がり、狙いは違たがわず〝堕神〟の半身へ。

『そして何もないということは、何もかもを破壊したということ』

　優ゆう斗とは魔法陣に魔力を込めて、込めて、込めて。

　言こと霊だまを吐き出しながら、神話魔法を完成させる。

『──数多あまたを無に帰す閃ひらめきを、ここに』

　直後、巨大な黒き閃せん光こうが〝堕だ神しん〟の半身へと直撃する。

　都市一つ落とすことすら容易だと誰もが思ってしまう威力の神話魔法。

　しかし、すぐに周囲の人間が気付いた。宮みや川がわ優斗の神話魔法が〝堕神〟の半身にかき消されていることに。神話魔法すら消してしまうのかと驚きよう愕がくの表情を浮かべる人と、その事実に困惑している人がいる。けれど優斗だけは小さく笑った。

「いやはや、大間違いだ……というのは訂正しようガリア侯爵。お前の意思は、確かに僕の予想を超えているな。この威力であれば大丈夫だと思っていた」

　まさかこの神話魔法を防がれるとは思ってもいなかった。だから、

『──輝ける星の数々よ』

　あの意味不明な化け物を倒すには、さらなる威力が必要だということだ。

『幾百、幾千、幾万の輝きよ。聖なるものへ連なることの出来る、その光よ。幾億の過去を導しるべとし、未来へと続く路みちを繫つなげ』

　大して気にした様子を見せず、別の言霊を口にする優斗に誰もが注目する。

　だが当人は周囲の視線など気にせず、落ち着き払った様子で淡々と言霊を紡いだ。

『誰にも触れることは出来ぬ永遠なる光。されど手を伸ばそう。届かずとも、触れられずとも、求め続けよう』

　一つ前の神話魔法よりもさらに大きい、極大の魔法陣が優斗の眼前に現れる。

『だからこそ我々は夢果てぬ物語を創り出すのだから』

　今度は一切の抵抗をさせることなく完全に消し去る。

　そのために先ほどよりも多くの魔力を魔法陣に込めて放つ。

『──星光の詩うた』

　言霊が完成した瞬間、より一層と魔法陣が輝きを増す。さらには扱う神話魔法が先ほどとは桁違いだと証明するかのように、風のような余波が周囲に轟とどろいた。

　そして一瞬の間が生まれた直後、魔法陣から極大な真白の閃光が〝堕神〟の半身に襲い掛かった。今度は〝堕神〟の半身に出来ることは一つたりともない。

　消し去るどころか軽減すら叶かなわないほど、問答無用で〝堕神〟の半身を消滅させた。

　迎え撃つことも刃向かうことも、足あ搔がくことも、抵抗することも、その一切を許さず。

　それほどまでに空へと放たれた極大の閃光は、圧倒的な魔法だった。

　そして周囲の人間は思わず息を飲んでしまうほど、現実離れした光景だった。

　誰もが先ほど、優斗が言い放った言葉の意味を心から理解する。




　これこそが御お伽とぎ噺ばなしだ、と。




　紛まごうことなく伝説の人物と同じことをやる人間がここにいた。

　一○○○年前に大魔法士が紡ぎ、現代に至るまで受け継がれた物語。

　独自詠唱の神話魔法を放ち、誰もが倒せない敵すら圧倒する光景。

　誰もが夢見ることしか出来ない、あまりにも衝撃的な状況。

　それと同じものが、されど新たな童話が確かに目の前にあった。

　だからきっと、ここにいる人間は一つの始まりを目撃したのかもしれない。

　この世界において、唯一無二の存在だけが紡いできた物語。

　いつまでも紡がれる御伽噺の担い手が、新しく生まれた瞬間を。





　　　　　　　◇　　　　　　◇






「まあ、さっきの神話魔法より三倍以上の威力があったから軽減も出来なかったな」

　右手を降ろすと、そう言って優ゆう斗とは卓たく也やたちへ振り返った。

　調べたいことは調べることが出来たので、成果として十分すぎるほど満足している。

　やはり〝堕だ神しん〟関係は精霊術でどうにか出来ること。

　精霊が加護を与えた聖剣も同様にダメージを与えられること。

　さらに言うなら〝堕神〟を召喚出来る人間は繫つながりがあること。もう少し色々と聞きたいことはあったが、これ以上の情報は拷問でもしないと手に入らなかっただろう。

　そもそもガリア侯爵の話から面倒な奴やつは他にもいて、マリカが絡んで偶然でも出会ってしまえば戦わざるを得ないのは理解した。ややこしいことになった、と思いながら優斗は大きく息を吐く。そして卓也に声を掛けようとしたところで、ふと気付いてしまった。

　先ほど、自分はぶち切れていた。完全に昔の口調で誰彼構わず話していた。

　その中には当然、イアンもいるわけで……。

　優斗がやってのけた衝撃的な光景に誰もが息を飲んでいる最中、

「ほんっとうに申し訳ありません!!」

　正気に戻った優斗はイアンに対して平謝りした。

　フィオナとマリカの危機だからといって、あまりにも無礼な態度を取ってしまった。

「怒っていたとはいえ、あんな風な口を利いてしまい申し訳ありません!!」

　全力で頭を下げて地に着くぐらいの土下座を披露する。

　これは国際問題になってしまうのか、と本気で考えてしまうくらいに焦っている。

　しかし、ひたすらにヘコヘコと謝る優斗にイアンが苦笑した。

「私は何も気にしていない。非はこちらにあるのだし、元々年齢もそう違わない。君の態度もこちらの失態から考えれば当然のものだし、むしろ謝るべきはこちらだ」

　律儀に頭を下げようとするイアンを優ゆう斗とが必死に止める。

　そんな馬鹿みたいなやり取りをしている間に、リルがマリカを優斗に近付けた。

「ぱ～ぱ！」

　大きな声で娘に呼ばれた優斗は、リルからマリカを預かる。

「二人を守ってくれてありがとう、リル。フィオナはどうなってる？」

「怪け我がは治ってるけど、さすがに魔力の使いすぎ。まだ寝てるわよ」

「精霊術を全力で行使したからね。しょうがないか」

「…………」

「…………」

　と、話が少し途切れる。数秒だけだったが、切り替えるようにリルが声を出した。

「あ、あのね。一つだけ謝りたいことがあるの」

「どうしたの、突然？　謝られることなんてあったっけ？」

「今回の事件、元はといえばあたしが原因なのよ。あの馬鹿にマリカのことがバレたのもあたしがタクヤに色々と訊きいたことが理由で……」

「別にわざとじゃないんだから、気にしないって」

「それだとあたしの気が済まないのよ」

　自分は彼らを危険に晒さらした張本人と言ってもいい。けれど、

「……ん～、だけどね。僕だって盛大にやらかしたし、引っ掛かったのに防げなかった。だからお相あい子こだよ。リルだけが悪いわけじゃない」

　だから謝る必要はない。そう言った優斗にリルは一度、頭を下げる。謝罪ではなく感謝を込めて。優斗も彼女の対応に頭を下げて、互いに顔を上げると笑みを浮かべた。

「それで優斗はこれからどうするつもりだ？」

　卓たく也やが声を掛けると、優斗はマリカを抱えながら器用にフィオナもお姫様抱っこする。

「フィオナとマリカを客室で休ませて、二人の側そばにいるよ」

「分かった。少ししたらオレたちも様子を見に行くよ」

　報告しないといけないことが色々とあるだろう。そっちは卓也とココが引き受けてくれるらしい。優斗は感謝して卓也たちと別れる。そしてフィオナが泊まっていた客室に入るとフィオナをベッドの上にゆっくりと寝かし、

「マリカもねんねしようか」

　まだ朝とはいえ、色々とあって疲れてしまっているだろう。マリカを二つあるベッドのうちの片方へ寝かせる。そして胸の部分をゆっくりとリズムよく叩たたく。

　すると五分もしないうちにマリカの寝息が聞こえてきた。




　そして一時間ほどしただろうか。フィオナが目を覚ました。

「……ん……」

　薄うっすらと目を開け場所を確認する。左右に視線を動かし、そこで最愛の人を発見した。

　優ゆう斗とも彼女が起きたことに気付くと、安あん堵どした表情を浮かべる。

「フィオナ、体調はどう？　気分は優れなかったりする？」

「魔力はほとんどありませんが問題ありません。まーちゃんはどうしていますか？」

「今は隣のベッドでお昼寝中だよ」

「そうですか。色々とありましたから、疲れさせてしまったかもしれませんね」

　起き上がり、隣のベッドで眠っているマリカの頭を少し撫なでてソファーに座る。

「飲み物はいる？　色々と用意されてるけど」

「いえ、喉は渇いてないので大丈夫ですよ」

　フィオナは肩や腕を回し、身体からだに違和感がないかを確認する。

　痛みはなく、異常は見当たらなかったので安心してソファーに深く座り直す。

　と、その時だった。背後から優斗がフィオナの身体に手を回した。

　突然のことにフィオナの身体が固まる。

「あ、あの、ゆ、優斗さん？　どうされましたか？」

　思い返せばパーティーの時みたいな危険な状況以外で、優斗から抱きしめられるのは初めてのことだった。どうしていいか分からず、固まっているフィオナに優斗は小さく呟つぶやく。

「フィオナとマリカが無事でよかった。自分のことよりも……本当に怖かったから」

　心の底から心配して、恐怖した。今も身体が震えてしまう。フィオナは彼の手から伝わる微かすかな震えに気付くと、安心させるようにしっかりと答えた。

「優斗さんよりは弱いですけど、私だってそれなりに強いんですから、安心して下さい」

「……うん。ちゃんとマリカのこと、守ってくれたね」

「でも、もう少し実力は付けないといけないって実感しました。私たちの娘は龍りゆう神じんですから、今後もああいったことがないとも限りません」

「そうだね。可能性は十分にあると思う」

「優斗さんも手伝って下さい。今回は魔力の使いすぎで倒れましたけど、私はまーちゃんの母親として、心配させずに守ってあげたいんです」

　娘の泣きそうな表情を見るのは二度とごめんだ。

　だから強くなると誓うフィオナのことを、優斗が否定するわけがない。

「もちろん。僕に出来ることは全部、手伝うよ」

　優斗が彼女の願いに応えると、フィオナがおかしそうに笑った。

「どうしたの？　何か面白いことでもあった？」

「いえ、立場が逆転したと思いまして。優斗さんがこの世界に来た頃は私が家庭教師で魔法とか教えていたのに、今は優ゆう斗とさんが先生になってしまいましたね」

　出会った頃は優斗が生徒でフィオナが家庭教師。この世界の常識や勉強、魔法は自分が教えていたというのに。今では優斗が教える側だ。

　そのことを言われて優斗もほんの少しだけ表情を崩す。

「そうだね。時間が経つのは早いんだなって実感するよ」

　もう半年以上、この世界で過ごして馬鹿みたいに遊んだ。

　騒いで、笑って、怒って、たくさんの日々を皆と一緒に、彼女と一緒に過ごしてきた。

　そして優斗は腕の中にいる少女のことを強く想おもう。

　誰に憚はばかることもなく、大事だと言える少女が共にいる。

「フィオナ」

　ぎゅうっと。優斗は抱きしめる力を強くする。今回、思い知らされた。

　自分がどれほど彼女を大切にしているのかを。

　自分がどれほど彼女を大事にして、隣にいて欲しいのか気付いた。

　だから、どうしようもなく弱い自分の願いを言わせてほしい。







「僕はきっと、君がいなくなることに……耐えられない」















　心から呟つぶやいた優ゆう斗との言葉に、フィオナは少しだけ目を伏せた。

　だけどそれは悲しいわけではなくて、嬉うれしかったから。

　フィオナはゆっくりと目を瞑つむりながら、彼の温ぬくもりをより強く実感する。

「大丈夫ですよ、優斗さん」

　この温もりを手放したくない。彼の言葉を裏切るわけがない。

　フィオナが優斗の望みに対して、否定することも違たがえることも絶対にしない。

　今の言葉だってそうだ。嬉しさ以外、何を感じればいいのか分からなかった。

　幸せだと表現する以外に、どんな言葉があるのか知らなかった。

　何な故ぜなら自分にとっては彼の隣にいる日々こそが幸せで、何より大切なこと。

　だから自分の手を優斗の手に重ねながら、フィオナは頷うなずきを返した。

「私はずっと、優斗さんと一緒にいますから」

　目一杯に心を込めて、真まっ直すぐ飾らない言葉をフィオナは愛する人に贈る。

　貴方あなたが望んでくれるなら、絶対に離れたりはしない。そう誓いながら。






第五話






　リステル王国で起こった事件の全てが片付き、優斗たちがリライトに戻った週末。

　トラスティ家では仲間内での小さなパーティーが行われようとしていた。

　修しゆうがコップを持ち、大きな声で音頭を取る。

「それでは、卓たく也やとリルの婚約を祝って……乾杯!!」

「「「「「「「「「乾杯!!」」」」」」」」」

　最初に修とアリー、ココが今日の主役二人に絡む。

「いや～、まさか卓也とリルが婚約するとは思わなかったわ」

「本当ですわ。こんなにも早く話が進んでしまうのは予想外でした」

「いやいや、タクとリルさんって意外と向こう見ずですから」

　三者三様、予想外だと言う。それも当然ではあるのだが、

「お前たちも驚いただろうけど、オレが一番驚いてるから」

「何よ。あたしが婚約者だってことに文句でもあるの？」

「……いえ、文句なんて一切ありません」

　反射的にリルへ謝る卓也。別の場所では和泉いずみとレイナとクリスが語り合う。

「再来月にはクリスの結婚式もあるから、めでたいことが続くものだ」

「今回はリルとタクヤだが、クリスの時も当然祝福しよう」

「ありがとうございます。是非とも式には皆さんに出席をお願いします」

　和やかに話し合う三人。一方で優ゆう斗ととフィオナは苦笑いを浮かべていた。

「僕がやらかしたことで二人の婚約が流れなくて、本当によかったよ」

「話を聞いた時は私も驚きましたけど、無事に落ち着いて胸を撫なで下ろしました」

　実はあの後、ガリア侯爵がしでかしたことによって卓たく也やとリルの婚約が流れかけた。

　信頼して龍りゆう神じんを送り出した国が殺害未遂なんて、最大級の失態に他ならないからだ。

　その上、異世界人というリライトの重要人物のうち、一人を婚約者にするなど厚顔にも程がある。なので婚約は白紙になろうとしていたのだが、それを止めたのが優斗だ。

　というのも、そんなことで謝罪だの非礼を詫わびようとするよりも、優斗がやらかしたことに対する処理をお願いしたかったからだ。

　ガリア侯爵関係は、リステルが確実に処理すると言っていたので構わない。

　しかし優斗がぶち切れて登場した瞬間から起こったのは、意外と大惨事だった。震わせた地面は周囲一○キロほどで、リステルの国民は地震が起こったと慌てて避難。

　張り詰めるほどの空気は王城内の劣化したガラスを砕き、さらに頭上に向けてぶっ放した神話魔法はリステル国内に未み曽ぞ有うの大混乱を引き起こしていた。

　正直、倒すだけならもっと目立たずにやれたのだが、ぶち切れた上に実験だのとやっていたので、優斗が引き起こした噂うわさと風評被害は凄すさまじいことになりそうだった。

　というわけで二人の婚約を白紙にするよりも、優斗がやらかしたことによる対応をお願いした。無論、それだけでいいわけがないので最終的にはリステル王がリライト王に対して謝罪と詫びの品を渡したのだが、政治的な部分に介入しようとも思っていないので、優斗の周りは今のところ落ち着いている。

「というか、皆ってお酒を飲めたの？」

　ふと気になって優斗が尋ねた。現在、全員がグラスにはワインやビール、お酒の類たぐいを持っている。すでに二杯目に突入しようとしている者もいた。

「オレは弱いよ。進んで飲むことはしたくないな」

「俺はそこそこじゃね？　ちょっとしか飲んだことないけど、酔ったことはねーし」

「嫌いではない。クリスに付き合う程度は飲んでいる」

　というのは卓也、修しゆう、和泉いずみの三人だ。

「自分は嗜たしなんでいますので。そろそろ酒豪の域に入れるかもしれません」

「わたくしは慣れていますので。酔わないことは王族として大切なことですわ」

「あたしもアリーと同じで慣れてるわ。まあ、五杯以上は厳しいけどね」

「優斗さんはご存じですが、私はあまりお酒に強くありません」

「わたしもたぶん、あんまり強くないです。二杯も飲んだらふわふわします」

「私は問題ない。ギルドの連中は酒好きが多くて付き合わされるうちに慣れた」

　というのがクリス、アリー、リル、フィオナ、ココ、レイナ。

　お酒に弱いのも少なくはいるが、めでたい席なので全員がハイペースで飲んでいく。

　そうして二時間もした頃には、皆が多種多様な酔い方をしていた。

　現時点で酔わずに素面しらふなのは優ゆう斗と、卓たく也や、アリー、クリス、リルだ。

　他は全員、完璧に酔っ払っている。

「いいです～？　ちゃんと聞いてます～クリスさん」

　ココが結婚を決めているクリスを羨うらやむように絡む。その横では和泉いずみが、

「……………………」

　酒瓶を片手に無言で酒を飲み続け、

「いいか。私としてもお前はやぶさかではない。感謝しろ」

　と、誰もいないところに語り掛けているレイナ。

「うふふふふふふふ」

　フィオナは何な故ぜか笑いながら自分のコップにお酒を注ぐ。優斗とアリーが笑みを零こぼした。

「これまた、面白い具合に酔っ払ってるね」

「これほどタイプが分かれて酔っていると壮観ですわね」

「絡み上戸に無言。わけ分からないところに話し掛けたり、フィオナは笑い上戸か」

　各々の酔い方を並べていくと、一人忘れていた。

「そういえば修しゆうはどうなってる？　さっきまで騒いでたんだけど」

「シュウ様は……」

　アリーが隣を見る。すると修が胡坐あぐらから正座になりながら、

「俺が勇者だっ!!」

　と言ってテーブルを強く叩たたいた。

「…………」

　が、次の瞬間には突っ伏す。衝撃で優斗とアリーの前にあるグラスが傾いて倒れた。

「あっ……」

　僅わずかに入っていた中身も零れ、優斗とアリーは呆あきれながら倒れたグラスに手を伸ばす。

　その時、うっかり手が重なった。パッと手を離し、優斗が「やるから」と布巾を取ろうとした瞬間だった。右隣にいるフィオナが優斗の耳たぶを凄すごい勢いで引っ張った。

「い、痛たたたたたたたたたた！」

　思わず優斗が悲鳴を上げると、彼女は続いて首に腕を回してピッタリとくっ付いた。

「ちょっ！　いきなりどうしたのフィオナ!?」

　優斗が慌てふためく様子をアリーは面白そうに見るが、フィオナが何でこんなことをしたのかを考えると、傍ぼう観かん者でいられるわけがない。

「ありーさん！」

「は、はい!?　わ、わたくしですか!?」

　フィオナの勢いに思わずかしこまった返事をするアリー。

「ゆうとさんは私の旦那さまなんです!!　とっちゃだめです!!」

　舌が回らずにいつもよりも可愛かわいらしい発音のフィオナ。

「えっと……はい。それは当然、分かっていますわ」

「それならいいんです。ありーさんはよくわかってます」

　アリーの返事に上機嫌になったフィオナは優ゆう斗とに抱きついたまま笑みを浮かべる。

「ゆうとさんも、ぎゅってして下さい」

「あの……フィオナ？　一応、皆の前なんだけど……」

「カンケーありません。いまの私は『ゆうとさん分』が足りないのです！」

　何だそれは、と優斗は心の中でツッコミを入れる。けれど今のフィオナには何を言っても通用しなさそうなので、諦めてぎゅっと抱きしめる。

「フィオナさんは笑い上戸だけでなく甘え上戸でしたのね」

「普段はここまで飲まないから知らなかったよ」

　よしよし、と頭を撫なでながらフィオナを軽く抱きしめる。

「あら？　いつものユウトさんなら顔を赤くなさるのに」

「確かに驚きはしたし素面しらふでやられたら僕も顔が赤くなるけど、今は酔っ払いだしね。どうにか平静を保つぐらいの耐性は付いたよ」

　酔っ払いがやっていること、と念じて割り切ると楽だ。

　けれど優斗の話を聞いたリルが首を傾かしげながら口を挟んだ。

「何を言ってんのよ。この間、素面のあんたがフィオナ抱きしめてたじゃない。おかげで部屋に入るタイミング分かんなかったんだからね」

　後で行くとは言ったが、どうにも入りづらかったのを覚えている。

「……あ～、いや、えっと、うん。その節は大変申し訳ない」

　さすがの優斗もこの間のことを思い出すと顔が少し赤くなった。




　さらに二時間。飲み続けるメンバーは度数の強いお酒で飲み比べするまでになり、最終的には優斗と卓たく也や以外が突っ伏すことになった。

　卓也は全員が潰れてしまったら不ま味ずいと考え、途中からノンアルコールに切り替えていたし、優斗も同様の考えだったのでほろ酔い程度で済んでいる。

　フィオナは優斗の膝枕を堪能しながら寝ており、他は王族だろうと雑ざ魚こ寝ねしていた。

「さて、と」

　片付けでもしようかと思い、フィオナの頭を持ち上げようとしたところを卓也が制す。

「そのまま寝かしてあげろよ。簡単な片付けはオレがするからさ」

　そう言って卓たく也やはテキパキとテーブルの上を片付け始める。

　優ゆう斗とは彼の片付けている様子を見ながら、

「あのさ、卓也。この間はありがとう」

「突然どうしたんだよ？　感謝されるようなこと、オレはしてないけど」

　音を出さずに皿を重ねながら、卓也は首を捻ひねる。

　改めて感謝されるようなことがあっただろうか。

「僕が間違えそうになった時だよ。あそこで止めてくれなかったら、やっぱり後悔したって今なら分かる。だから、ありがとう」

「何だ、そんなことか。オレが止めるのは当たり前だろ」

　別に感謝されるようなことではない。当然のことをやっただけ。

「約束したんだから。オレが守るってさ」

　当たり前の日々から踏み外さないように。彼らが望む日々を望めるように。

　それは卓也にしか出来ないことだ。そう言って肩を竦すくめた親友に優斗は笑みを向ける。

「隣国の王女様すら守って婚約者にした卓也だから、僕を守ることは余裕って感じ？」

「馬鹿なこと言うなよ。死ぬほど怖かったんだからな」

　優斗だから立ち向かって歩いたけれど、あの無差別の殺気はさすがに怖かった。

「ごめんね。卓也たちに殺気や威圧感は向けてないつもりだったから」

「とんでもなく漏れてた。地面とか空気が張り詰めすぎて震えてたし」

「だから悪かったって。それにやらかした後、卓也とリルの婚約が白紙にならなくて良かったって心から思ってるんだから」

　くすくすと笑ってからかう優斗に、卓也は大きく息を吐いた。

「……優斗。今回はいつも以上に超展開で、追いつけてないんだから加減してくれ」

　出会って、守って、婚約して、この場にいる。

　凄すさまじいスピードで事が運ばれていて、どうしてこうなったと考えなくもない。

「大体、そんなものだよ。僕だって敵に関しては超展開だし。いきなり出てきたと思ったら喧けん嘩か売られてる。少なくもダイク＝ルスティ＝アルノーレとガリア侯爵はそうだった」

　ガリア侯爵に関しては他国の人間であるため一期一会の可能性が高く、狙うにはベストなタイミングだと優斗は思う。だが、せっかく敵として出てくるのなら、もう少しはもったいぶって登場していいのではないか。優斗の正直な感想に卓也は吹き出し、

「まあ、とんでもないことになったけど、それでも嫌じゃないからいいんだけどな。たぶん、今もこれからも後悔はしない。未来に対して悲観することはない」

　まさか自分にそんなことが起こるとは思わなかったけれど、それでも漫画やファンタジーのような突然の婚約関係に陥ったところで嫌だと感じることはなかった。

「優ゆう斗とはどうなんだ？　俺はこうなったけど、お前はフィオナとどんな未来を望むんだ？」

　コップをテーブルの隅に並べながら、卓たく也やは問い掛ける。

　優斗は珍しく踏み込んできた卓也に目を瞬しばたたかせると、不意に真剣な表情になった。

「……どうだろうね。一つだけは願うことはあるけど……」

　多くのことを望みはしない。たくさんのことを願ったりはしない。

　けれど一つだけ、どうしても譲れない未来があるとするのなら、

「どんな時でもフィオナが隣にいる未来であって欲しい。ただ、それだけ」

　今が楽しくて、今が幸せだ。彼女には心からの感謝しかない。もちろんそれがいつまで続くか分からないけれど、もし続いてくれるのなら。願い事はそれだけしかない。

「……フィオナが隣にいる未来、か」

　そう呟つぶやいた卓也は、柔らかい表情を浮かべる。望むことはあっても、臆病だからこそ言葉には出来なかった彼がフィオナに対しては声にした。

　まだまだ悲観的ではあっても、唯一を望む少女に対して一つでも期待を持った。

　それを出来るようになったことが卓也は嬉うれしかった。

「望みをちゃんと言えるようになっただけ良い傾向だよ、優斗」

　卓也は優しい声音で伝えると、食器を片付けに去っていく。優斗は親友の後ろ姿を見た後、フィオナの髪を梳すいた。眠っている彼女の髪に軽く触れながら、優斗は独り言を呟く。

「……正直、ね。僕がフィオナの隣にいたいと思うのは、烏お滸こがましいことかもしれない」

　自分は壊れているし、すぐに間違えそうになる。

　彼女が返してくれた『ずっと一緒にいる』という言葉に、相応ふさわしいとも思えない。

「けれど、この先に何があっても……」

　何かが切っ掛けで。フィオナと離れ離れになってしまったとしても。

　このことは後悔しないと断言出来る。

「初めて愛した人が君でよかった。僕は心からそう思う」

　この気持ちになったことだけは、絶対に後悔しない。だから言葉にしようと思う。

　こんな友人たちが雑ざ魚こ寝ねしているような場所だけれど。普段よりもお酒が入っているからかもしれないけれど。卓也と話したことが切っ掛けになったかもしれないけれど。

　それでも言葉にすることは大切だと思ったから。ありったけの想おもいを込めて届けよう。




「──フィオナ。僕は君のことが好きだよ」






エピローグ






　卓たく也やがいるからこそ修しゆうも優ゆう斗とも和泉いずみも救われている。

　どれだけ才能があろうとも、どれだけ強かろうとも、どれほど強い想いを持とうとも、そこだけは絶対に揺るがないことであり、単純明快な事実。

　リステル王国であったこともそれを証明する一つとなった。

　卓也は四人の中で誰よりも普通に近いけれども、だからこそ彼らが望んでいる日々から外れようとした時に止められる。

　修たちが望んでいることがある場合、背中を押してあげることが出来る。

　だからこそ卓也は今の自分のままでいい、と。そう思っている。

　実のところ修の才能は羨うらやましかったし、優斗の実力には畏い敬けいの念があったし、和泉の情熱には憧あこがれていた。それは間違いなくて、出会った時は間違いなく嫉しつ妬としていた。

　修たちのようになれるだろうか、と思ったことだってある。

　だけど彼らは掛け離れているからこそ『普通』が欠けていると知ったから。

　今はもう、嫉妬も何もしない。いや、嫉妬することが出来ない。

　何な故ぜなら止まらなくてはいけない部分でも、彼らは平然と踏み外してしまう。

　それが良いことなのか悪いことなのか。その判断すら彼らには出来ない。

　であれば止める人間が必要で、止められるのは一人しかいなかった。

　つまり佐さ々さ木き卓也という人物は、ある意味で『特別な人間たち』に選ばれた。

　生まれながらの才能がないから、どこまでも凄すごくなることは出来ない。生き抜いた日々がないから、どこまでも強くはなれない。他の追随を許さない情熱がないから、どこまでも突き進めない。だけど、そんな卓也だからこそ彼らを間違わせることはない。

　今、彼らが一つの不安もなく笑顔を浮かべられるのは卓也のおかげだ。

　そのことを修も優斗も和泉も知っていて、卓也も同じように理解している。

　だから卓也は今のままの自分で、変わらずにいようと思っている。

　今の自分のままがいいと望んでくれる親友たちがいて、そんな自分のことを兄だと言ってくれる異世界の妹がいて、どうしてか自分のことを婚約者にした少女がいる。

　だとしたら、これ以上のことを望む必要がどこにあるだろうか。

　十分すぎるほどに楽しくて、嬉うれしくて、幸せな日々だと断言出来る。

　これから、どうなるかは仲間たちが破は天てん荒こうだから読めないけれど。

　それでも卓也はこの世界での日々を、しっかりと守り続けようと思う。






あとがき






　この度は本作三巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　少々お時間を頂きましたが、三巻も無事に書き上げることが出来ました。

　一巻から考えて二巻、三巻と巻数が進むにつれて、ｗｅｂ版との違いがどんどん大きくなっています。三巻に至っては話の構成から登場人物、果てはｗｅｂ版では未いまだ登場させていない存在まで、私も驚くほどに違ってきています。

　二巻でのあとがきでは若干と書いたのですが、本巻では若干で済んでいないような。

　とはいえ素人しろうと考えの書き始めから私も話を再構成し、そこからさらに編集されたものですから違ってきて当然なのだと思います。書き始めた頃と見比べれば、台詞せりふの多さと地の文の少なさに自分自身でも驚きますから。

　登場人物が多い作品においてこれは、かなり駄目な部分だと思います。

　ただ、自業自得ではあっても改稿の多さには慣れないものですね。

　元々の文章が何割残っているのか、自分でも分からないくらいには書き換えてますし。

　もしくは言い回しも変えていますので、ほとんど残っていないのかもしれません。

　それに最初、加筆というのは本編には関係ないエピソードか、本編でやっている話の一方で……といった感じだと思っていたのですが、それどころじゃないです。

　登場人物が多いので足りないと思う本編の話が山ほどあります。

　正直、群像劇の難しさを毎度、一冊の本にする度に思い知らされています。




　さて、三巻では新しいヒロインが登場し、相手となる主人公も活躍します。

　そして三巻で重視したのは『守る』ということ。三巻での主人公が主人公なだけに当然とも言えますが、ｗｅｂ版よりも場面を増やし、より良く伝わっていればと思います。

　とはいえ話数で区切っていた頃とは違い、一冊の本となると関係性の変わるスピードが思っていたよりも早いと感じてしまいます。

　ｗｅｂ版では気にしていなかったことでも、本になると引っ掛かってくるパターンもあるのだと知ることが出来て良かったです。




　では最後に。無事に三巻も出させていただいたことに対して、今回も本作を編集して下さった皆々様。また毎度追加の登場人物を描いて下さるｈａｔｓｕｋｏ様。

　そして三巻目も手に取って下さった読者の皆様。

　この作品に関わっていただき、ありがとうございました。


二○一八年　七月　　結城　ヒロ
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